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　この世界に――神は、いない。







プロローグ







「……落ち着け、レイジ」

　自分自身に声を掛かけながら、レイジ・アドヴェントは丁てい寧ねいに息を整えた。寝ね癖ぐせで乱れた赤銅色の短たん髪ぱつを無造作に掻かき上あげながら、なんとか思考を落ち着かせる。

「まぁ、とりあえずだ。とりあえず、順々に確かめるぞ」

　そして首を軽く振ふってから、ゆっくりと上半身だけを器用に起こして周囲を眺ながめる。

　ここは自分の家で、目覚めた場所は部屋のソファ。そして、恰かつ好こうは学園の制服のまま。

　念のため自分の身体からだに異常はないか点検チエツクしてみたが、特に違い和わ感かんらしいものはなかった。

　だから、帰ってきて疲つかれのあまりそのままソファで寝ねてしまった、と思えなくもない。

　そう、思えなくもない……のだが、その就しゆう寝しん前後のことをうまく思い出せない。寝ぼけているわけではないが、頭がうまく働いてくれないのだ。

　ただ、そうなっている原因はわかっている。

　それ、は――

「なんなんだよ……これ」

　視線を落とした先の、これ。

　自分がどういう状じよう況きように置かれているかを、レイジの瞳ひとみがしっかりと捉とらえる。

「……なんなんだよ、この娘コは……っ」

　どこからどう見てもいまレイジは、女の子に抱だきつかれていた。

　状況は理解できるが、そうなっている理由が全くわからない。朝起きたらなぜか寝ている少女に腰こしのあたりから手を回されて、しがみつかれていたのだ。

　ぴったりと身を添そわされ、伝わってくるやわらかさと温かさが正直、心ここ地ちいい。だが同時にそれら全部の要素がレイジの心を乱す。

「俺おれが連れ込こんだのか？　俺がなにかしたのか？　この娘は誰だれだ？　てか、なにがどうなってんだ?!」

　叫さけびながらもレイジはなんとか思考をフル回転させる。

「思い出せ、思い出せ……俺は昨日、学園帰りにいつものバイトに行ったんだ。ただ帰りは……いつもより遅おそくなったんだった。そう、そうそう……それか、ら」

　喋しやべりながら記き憶おくを引っ張りだしていたレイジの声が、唐とう突とつに止まる。

　気を取られたのは、少女の視線。

　寝ていたはずの少女の瞳がいつの間にか開かれ、こちらに注がれていたのだ。

「あ、」

　改めて言葉を継つごうとしたが、無意識の内に緊きん張ちようしてか上う手まく声が出せなかった。

　なにかをされたわけでもない。

　ただ――綺き麗れいだったのだ。

　愛らしくも整った、凛りんとした顔立ち。

　煌きらめくような金色の髪かみに、紫むらさきがかった碧あお色いろの瞳。

　純じゆん粋すいに少女そのものが美しく、眩まばゆすぎて、なにも考えられなくなっていた。

　目と心を奪うばわれたまま、レイジは少女と見つめ合う。

　そのまま瞬まばたきさえ出来ずに固まっていると、しばらくして少女がゆっくりと動き出した。

　少女の両りよう掌てのひらがレイジの頬ほおをつつむように触ふれる。

　そして、その小さな唇くちびるがわずかに揺ゆれた。




「――……レイジ」




　熱い吐と息いきを零こぼすように紡つむがれたのは、名。

「――カナン」

　自分の名を呼ばれたことに驚おどろくよりも先に、レイジは自然とそう呼び返していた。

　一拍ぱく置き、自分が口にした言葉の意味を理解する。

　それは、目の前の少女の名。

　そして、レイジは少女のことを思い出す。

「そうだ、俺は――……」




　記憶が、甦よみがえる。

　昨夜の少女との出会いを。

　出会いの奇き跡せきではなく――奇跡との、出会いを。







第一章　奇跡との出会い







　――美しい少女が空から舞まい降おりてきた。




「な……っ」

　レイジは突とつ然ぜん遭そう遇ぐうした出来事に、一いつ瞬しゆんの内に心を囚とらわれていた。

　月明かりを背にした少女。その少女が夜空から降りてくる様を、ただただ眺める。さきほどまで感じていたバイト疲れはどこかに吹ふっ飛とんでいた。

　ここはレイジが近道でよく使う、市街地の外側に隣りん接せつする洒しや落れた公園広場。

　日が落ちた時間帯ということもあってか、外灯代わりの燐光樹ルミネージユが照らす園内には、いまさっきまでルディフォウン学園の制服に身を包つつんだレイジ一人しかいなかった。

　だがそんな寂さびしい場所に、なんの前まえ触ぶれもなく乱入者が現れたのだ。

　それが、ふと空を見上げて瞳に映った少女。

　ただレイジもまがりなりにも、ミドガルド大陸から隔かく絶ぜつしたこの特とく殊しゆな場所――神しん殿でん都市の住人である。なので空から人が降ってきた、というコトに格別驚いていた訳ではない。

　レイジに息を呑のませたのは、少女の美しさ。その煌めくような美び貌ぼうには自然と神こう々ごうしささえ感じられた。

　そんな美び麗れいすぎる少女が目の前の地面に、まるで天使のようにふわりと降り着く。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ――とりあえずここまでくれ、ば?!」

　レイジと少女の視線が合わさった瞬しゆん間かん、彼かの女じよの言葉の語ご尾びが変に跳はねた。どうやらいまこの瞬間に彼女は、自分が眺められていたことに気付いたらしい。

「……よう」

　わざと雑で適当な挨あい拶さつをレイジは投げかけた。そうでもしないと多分、間ま抜ぬけのようにこの美少女に見み惚とれ続けてしまっただろうから。

　平静を装よそおい少女の姿を改めて確かく認にんしたレイジは、それで彼女が妙みように奇き抜ばつな格好をしていることに気付く。

　身を包むローブの色は、透すき通とおるような肌はだの白さと対ついを為なす、深い漆しつ黒こく。

　そしてその華きや奢しやな身の上に絡からみつくのは、幾いく重えもの金色の鎖くさり。その月明かりで輝く鎖は、まるで拘こう束そくを強ごう引いんに引き千切ったかのように端はし々ばしが砕くだけていた。

　異質にして異様。奇妙な衣い裳しようなのだが、少女の綺麗さのせいか妙に似合っていて、不思議と違和感はなかった。

「ねぇあなた――」

　少女から胡う乱ろんげな眼まな差ざしとともに声がかけられる。なにを言われるかと身構えたが、次に聞こえてきた言葉は少女のものではなかった。

　耳に届いたのは、野や暮ぼったい男の声。

「――やれやれ、意外にすばしっこいな」

　同時に荒あら々あらしい着地音も響ひびく。瞬またたく間まに複数の影かげが少女の後方へ降り立った。

「？　……なんだあいつらは」

「くっ……もう見つかったの!?」

　何事かとレイジが眉まゆを顰ひそめると、少女は振り向きもせず整った顔を歪ゆがめた。

「あんたのお仲間、……ってワケじゃないか」

　少女の反応を見ながらレイジは目線を現れた男たちへと移す。

　数は、四人。全員がミラーシェイドで目元を隠かくし、きっちりと揃そろいの格好をしていた。

「なんか物ぶつ騒そうな格好してるな」

　わずか一目で、レイジは男たちの服装が持つ意味を見み抜ぬく。男たちが着ている一律の服装は、単なる既き製せい品ひんではない。飾かざり気けも面おも白しろ味みもないが、見る者が見ればわかる。それはレイジが着ている学園の制服と同様、強度と伸しん縮しゆく性せいを兼かね備そなえた加護付フオースミスト加繊維・フアイバーという特殊素材で造られた、言うなれば戦せん闘とう服ふくだった。

「ちょこまかと手間をかけさせるね。って、おいおい、なんか余計なヤツがいないか？」

「ルディフォウン学園の生徒、みたいだな。どっから紛まぎれ込んだのか」

「人ひと払ばらいは済んでいるという報告だったんだが……想定外だな」

　三人の男がこちらを眺めながら無む警けい戒かいに喋り合う。

（人払い……？）

　その会話の中で、一人の男が発したフレーズがレイジの頭に引っかかった。

　改めて周囲を探さぐってみると、確かに園内にはまるで人気がない。遅い時間帯のせいだと勝手に思っていたが、男の言うとおりならば、この状況は作られたモノということになる。

（だが、いったいなんのため――に）

　思案しつつ見回していた視線は、ほどなくして前方の少女のところで留とまった。

　突とつ然ぜん降ふってきた少女。

　追うように現れた男たち。

　無人にされた公園。

　人払いの理由。

（この少女の、いや、この少女をどうにかする為なのか？）

「我らの目的は【カナン】だけだ」

　レイジの心の呟つぶやきを肯こう定ていするように、いままで黙だまっていたリーダー格と思おぼしき男が少女を見やりながら言い放った。

　それは無む駄だ口ぐちを叩たたく他ほかの男たちへの戒いましめだったらしい。喋りあっていた男たちは口を閉じ、静かに構えをとった。

　空気が張はり詰つめ、こちらに向けられた戦意が肌に突つき刺ささる。荒あら事ごとの雰ふん囲い気きを察し、レイジはわざとらしく溜ため息いきをひとつ零した。

「とりあえず事情だけでも説明し、」

「――ごめんなさい」

　ばっさりと言葉を遮さえぎられての、少女からの謝罪。意味がわからなかった。だがそれを疑問に思う間もなくレイジは驚かされる。

　次の瞬間、目の前にいた少女の姿が消えたのだ。

「色々訊ききたかったんだけど――ダメ、みたい」

　そんな少女の声が今度は背後から届く。思わず振り返ると、そこに少女がいた。

　ふわりと金きん髪ぱつを宙に舞わせながら、再び映った彼女はどこか曖あい昧まいな微び笑しようを浮うかべていた。

「じゃあ、ね」

　そして笑え顔がおのまま、少女は軽かろやかに翻ひるがえって駆かけ出だした。

「お、おい！」

　戸と惑まどいながらもレイジは叫んだが、少女はわずかも止まらず一瞬で夜の暗がりに溶とける。

　つまるところ彼女はレイジの頭上を飛び越こえ、あっさりとこの場を離り脱だつしたのだった。

　レイジはいまだに状況が把は握あくできていなかった。だが戦闘服の男たちは少女の逃とう亡ぼうにすぐさま反応する。

「舐なめた真ま似ねを！」

「はぁ、荒あれんなよ。ただ追えばいいだけだろ」

「この生徒はどうする？」

「捨て置け。言っただろう、我らの目的はアレだけだ」

　会話をしながらも男たちの行動に淀よどみはない。彼かれらは言葉通りレイジには目もくれず、その脇わきを走り抜ける。少女を追いかけ、男たちもすぐさま夜の闇やみに消えていった。

　気が付くと、その場にはポツンとレイジだけが残されていた。

「おいおい……いったいなんだったんだ」

　レイジは天を仰あおぎながら掌を顔に当てる。そして心を落ち着かせるために目を瞑つぶると、瞼まぶたの裏に去り際ぎわの少女の姿が残っていた。

（あの、彼女の笑えみ）

　わずかに憂うれいを帯びた微笑。あれは多分、彼女の素す直なおな感情を表したものではない。あれは、おそらくこちらへ安あん堵どを与あたえるための気き遣づかいだ。

「あなたを巻き込みません。私が去ります。だから安心して下さい……ってか？」

　あの笑みは、彼女の優やさしさ。

　だがその優しさが、心を逆撫なでる。

　ゆっくりと瞼を開け、レイジは周囲を望む。

　確かにさっきまで辺りに満ちていた戦意はすでに失うせ、公園にはいつもの平へい穏おんが戻もどっていた――だが、自分の心の昂たかぶりは戻らない。

　そもそもはじめからレイジは、遭そう遇ぐうした状況に恐きよう怖ふも危機感も感じていなかった。だからその原因に去られてもなんの安堵も安心もなかった。

　結果、残ったのは己おのが信念だけ。

「悪いが、俺は見て見ぬフリはできない性タ質チでさ」

　感情が燻くすぶる。

　ここは奇跡に溢あふれ、神々の争いを模す〝盤ばん〟とした造られた神殿都市フイールドである。そして、そんな都市にレイジは己の意志を貫つらぬく為にやってきたのだ。

　故ゆえに少女の優しさは、残念ながら届かない。

「だから勝手にいなくなられても、困るんだよ！」

　このままなにも無かったことにしては帰れなかった。少なくとも、彼女が男たちに追われる理由を確かめなければ気が治まらない。そんな感情がこみ上げた。

　叫びと共にレイジは全力で駆け出し、消えた少女を追った。少女に追いつく為、走りながら同時に思考を巡めぐらせる。

　そもそも少女はレイジを巻き込まない為に去ったのだ。人目につく大通りに出るとは思えず、路地裏に入ったと推測する。

　追われて逃にげているという状況。路地裏の細道。外灯もない暗くら闇やみ。そんな悪条件の中では無意識の内に走りやすい道を選んでしまうはず。

（だとすれば行き着く場所はわかる。あとは……追いつくだけだ）

　土と地ち勘かんを活いかし最短ルートを思おもい描えがき、それをなぞって疾しつ走そうする。誰も通らないような細く狭せまい道を近道として利用し、わずかな月明かりだけを頼たよりに突き進んだ。

　そして、想定していた終着点に着く。

　そこは古びた煉れん瓦が造づくりの建物に囲まれた袋ふくろ小こう路じ。自分の予想が見事に当たり、思わず口元がニヤリと緩ゆるむ。レイジの目には一番奥おくの壁かべに背をつける少女と、それを取り囲む男たちの姿が確かに飛び込んできた。

　行き止まりに追おい詰められているが、まだ両者の間には距きよ離りがある。少女が男たちになにかされた形けい跡せきもない。ここに追い込まれてからそう時間は経たっていないようだった。

「どうやら、ギリギリ間に合ったみたいだな」

　ざっと状況を読んでからレイジは自分に気付かせるため、わざとらしく声をかける。すると望みどおり、皆みなが一いつ斉せいにこちらに目を向けた。

「――どうして」

　一番に反応した少女は、驚くというよりも唖あ然ぜんとしながら呟く。

「遅おくれて悪い。けど、勘かんだけでここまで追って来たんだ。結構スゴくないか？」

「そ、そうじゃなくて、なんであなたが来るの?!」

「……そっちか？　別にいいだろ、どうでも」

「ど、どうでもよくないよ！　あなたは関係ないんだから、来なくていいの!!」

　適当に返すと愛らしい少女にキッと睨にらまれ、さらに怒ど鳴なられた。

「いいのって言われてもな。来たいから勝手に来ただけだし」

「なんで!?　なにしに――」

「何ナニ事ゴトなのかを確かめに、だよ」

「え？」

「いくらなんでも女の子を男数人が寄ってたかって追いかけまわしているのを黙ってスルーするわけにはいかないだろ？」

　レイジが気安く答えると少女は一瞬、キョトンとした。だがすぐに彼女はこちらを拒きよ絶ぜつするように両手をバタバタさせながら叫び出す。

「な、なによそれっ！　私は別にそんなことを頼たのんでないよ!!」

「ああ、別に頼まれたワケじゃない」

「っ、じゃあ！」

「俺が、俺の勝手で来たんだ。だから誰になに言われても絶対に途と中ちゆうで引く気はない」

「――?!」

　あまりに強引なレイジの言い分に、今度こそ少女が言葉を失う。その様子に苦く笑しようしつつレイジが悠ゆう然ぜんと袋小路に踏ふみ入いろうとすると、次は刺すような声に動きを止められた。

「放課後の寄り道もそこまでにしておけ。これ以上は夜遊びでは済まないぞ、学生」

「……へぇ、どうなるんだ？」

　いままで黙っていた男たちの眼光が一斉に突き刺さる。だがレイジは男の制止をさらりと無視し、わざとらしく音を立てて足を踏み込んだ。その刹せつ那な、忠告してきたくすんだ緑色の髪の男が声もなくレイジを襲おそう。

「や、止やめて、彼は関係な――」

　少女の叫びは、空を裂さく男の拳けん撃げきの音に掻き消された。

　その撃うち込みは無む駄だがなく、鋭するどく、速い。ゆえに男の鉄拳は正確にレイジを捉える――ハズだった。

「なっ！　……ぐぉ!!」

　けれども次の瞬間、その場にくずおれたのは男の方だった。

　レイジが男の右ストレートをあっさり躱かわしながら、さらに己の右みぎ拳こぶしを撃ち込み、完かん璧ぺきなカウンターを決めたのだ。

「もしそっちに言い分があれば、とか思ったけど……この様子じゃ必要なさそうだな」

「貴様！」

　緑髪の男を排はい除じよしてさらに彼らの間合いに押おし入いると、別の男がレイジに襲い掛かった。

　だがレイジはその攻せめも易やす々やすと左ひだり腕うでで受け捌さばく。そしてそのまま男の顔を右手で鷲わし掴づかんだ。男の顔にかかったミラーシェイドが軋きしむ。レイジは男の抵てい抗こうにも動きを止めず、当然のように真横の壁へと彼を叩きつけた。

　ゴゥン！　と煉瓦造りの壁が盛大に砕け、鈍にぶい音が響いた。

「これで二人……と。そっちに引く気はないか？　別にこっちはムリヤリ戦いたいわけじゃない」

　壁に押し付ける掌を離はなしながら、戦意を緩めもせずにレイジが嘯うそぶく。

「が、学生風ふ情ぜいがなにを！　粋いきがるな!!」

　仲間を続けざまに失って取り乱したのか、男の一人が激げつ昂こうとともに戦闘服の後ろ腰から戦闘刃ダガーを取り出す。月明かりに照らされ、磨みがかれた刃やいばがギラリと光った。

　対するレイジは相手の武器を認にん識しきした瞬間、身体を反応させていた。

　右掌をなめらかに動かし、上着に潜ひそめていた仕込刃ナイフを取り出す。そして、そのまますぐにその刃を投げ放ち、構えるより前に男の戦闘刃を撃ち飛ばした。

「なっ!?」

「そっちが先に素す手での勝負をやめたんだ――悪く思うなよ」

「なにを――ぐぉ、あ!!」

　間かん髪はつをいれずにレイジは距離を詰め、空となった男の右手を掴む。そのスピードに対処できず強こわ張ばる男の身体に、レイジは鋭く蹴けりを叩き込んだ。

　重い一いち撃げきが体幹を貫き、あっけなく男の意識を狩かる。

「これで、あと一人」

　そう呟いてから一息吐ついた時、茫ぼう然ぜんとこちらを眺ながめる少女と目が合った。多分、彼女はこんな状況をまったく想像していなかったのだろう。

「あなたは……いったい」

「ただの、学生だよ。……さて悪いがもうちょっとだけ待っててくれ」

　少女に軽く言い返しながら、レイジは残るリーダー格の男と向き合う。仲間を失い一人になりながらも、男はいまだに泰たい然ぜんとしていた。

「大したウデだ。そしてその躊躇ためらいない戦意……ヤツラでは相手にならなかったな」

「それはどうも。ただそういうアンタはヤツラとは違ちがうのか？　正直、大して変わらなさそうだが」

　わざと相手を値ね踏ぶみするように喋ると、男は怒おこるでもなく静かに右みぎ腕うでを突き出してきた。

「違うさ。人と――神ほども」

　男の右手が握にぎるのは、紅ぐ蓮れんの宝玉。

　レイジは一目でその意味を悟さとり、苦笑する。瞬間、宝玉に輝かがやきが灯ともった。

「なるほど……神遺物レガシイ――……つまりあんたは神遺使いレガリア、か」

【神遺物】――それはかつて世界に実在した神を象かたどっていた鋳い型がたの残ざん滓しにして、遺志の結けつ晶しよう。

　多種多様な『宝玉』という形でこのミドガルド大陸全土に残されたそれは、間ま違ちがいなく【神】の遺品であり遺産であった。そしてそれら神遺物には、宿っていた神の神性情報が刻まれている。それに同調することができれば使用者は神の一部となり、その神権を手にできる。

　神権とは文字通り、神の権限チカラ。

　つまり世界のあらゆる法則や理り屈くつに囚われず、絶対に起こりえず許されない事象【奇跡】を行使できるのだ。

　人は神遺物を以もつて、神を模す――その神遺物を扱あつかい神を模す者こそが、【神遺使い】。

　そして、眼前の宝玉からの輝きは、神遺物への同調の証あかし。

　神遺物から力が引き出され、神の力場が発生したことを意味している。

　レイジは二本目の仕込刃を上着から取り出すと、輝く宝玉へ向け放つ。すると刃は当然の如ごとく光の壁に阻はばまれて弾はじかれた。

「なるほど……ハッタリでもなんでもなく本物の神域か」

　神遺物に同調し神の一部となった使い手は、あらゆる物理的な攻こう撃げきを阻む不ふ可か侵しんの障しよう壁へき【神域】に守られる。そして神域の障壁を破れるのは、同じ神遺物の力のみ。抗あらがい、対するには神の力に依よるしかない。

「学園の生徒ならわかるはずだ。持たざる者は神遺使いに触ふれることさえ出来ない」

　男の声はすでに勝利を確信していた。だがそれは驕おごりともいえない当然の認識。

　神遺物を持たざる者は持つ者に敵かなわない。その絶対的な隔絶ゆえに、神遺使いは称しよう賛さんと同時に畏い怖ふをも向けられるのだ。

　人は神遺使いに敵わない。人が神に跪ひざまずくしかないように。

「ああ、よ～く知ってるよ。イヤってくらいにな」

「ならばもういいだろう。見たところ、君はいま神遺物を所持していないようだ。それでは戦うまでもない」

　そこで男は初めて笑い、宝玉の輝きを収めて腕うでを下ろした。格の違いを見せつけ戦意を挫くじいたと思ったのだろう。そのまま男はこちらを捨て置き、ゆっくりと少女の方を向く。

「寄り道はせずにさっさと家へ帰るんだな、学生」

「待てよ」

　だが男の認識は間違いであり、レイジの心はわずかも揺ゆれていなかった。よって見せつけられた差を気にもせず、レイジは男に挑いどむ為に飛び出した。

「なにをする？　あがく権利さえない者がなにをしてもムダだ」

「ハッ！　勝手に決めるな！」

「決めているのではない。覆くつがえりようのない絶対の事実だ」

　レイジの無駄のない迅じん速そくな踏み込みに対し、男は悠然と動く。再び宝玉を構えてこちらに対処しようとしていた。

　だがその意識の差が反応と動作速度の差となり、男が光を灯す前にレイジの指先が男の手中の神遺物に触れた。そのまま掌てのひらを宝玉に這はわせ、さらに意識を指先から神遺物に注ぎ込む。

「まさか私の同調に横よこ槍やりでも入れるつもりなのか？」

　男がレイジの行動を鼻で笑う。

　同調を始めた神遺物は光を発さずともすでに使い手の一部と言える。つまり他者の神遺物への同調介かい入にゆうなど原理的に不可能なことなのだ。

　だが男の嘲ちよう笑しようにもレイジは動じない。なぜならレイジの意図はそんなことではなかったから。

「そうじゃない。俺おれがしようとしているのは――」

　レイジの声に、ピシリという亀き裂れつ音おんが混じる。

「――こういうこと、なんだよ」




　次の瞬間――神遺物が砕けた。




　響き渡わたる破は砕さい音おんとともに、粉々になった宝玉の破は片へんが舞まい散ちる。

「な――っ!?　神遺物を、砕くだと!?」

　起きたことが信じられないとばかりに茫ぼう然ぜんとする男の胸むな倉ぐらを、レイジは宝玉を砕いた右掌で掴む。その手で一気に男を手た繰ぐり寄よせると同時に、レイジは左拳を撃ち出し、男の鳩みぞ尾おちを抉えぐった。

「き、貴様は、いったい何、も……の」

　問いの言葉半ばで男はその場に倒たおれ込んだ。意識を失う最後まで、男はなにが起こったのかわかっていないようだった。

「……学生だよ。同調しようとすると神遺物をダメにしちまう……落ちこぼれのな」

　男を見下ろしながら、自じ嘲ちよう気味にレイジはそう呟いた。

「さて、と」

　伏ふせていた視線を上げ、壁かべ際ぎわへと向ける。そこには放心しているというか唖然と佇たたずむ少女がいた。

「とりあえず怪け我がとかはしてないみたいだけど……大丈夫か？」

「!?」

　ビクリと警けい戒かいされた上、うろんげな眼差しを向けられた。

「……ああ、そうか。そうだよな」

　しばらくそんな少女を眺めていて、レイジは彼かの女じよの反応の意味を悟る。

　当然ながらレイジは目の前のこの少女についてなにも知らない。それと同じで彼女もまた、こちらについてなにも知らないのだ。

　わずかに逡しゆん巡じゆんした後、結局レイジは軽い自じ己こ紹しよう介かいをすることにした。

「……俺は、レイジ・アドヴェント。この制服姿でわかると思うけど、ルディフォウン学園の生徒だ」

「……私は、その…………あの、」

「別に焦あせって喋んなくてもいいさ。結果的にこっちが勝手にしたことだし」

「……」

　とりあえずの挨あい拶さつ一つでいきなり心を開けるとは思っていない。無理に口を開かせようとしてギクシャクされても困るので、レイジは軽く手を振ふって少女の言葉を遮った。幸いというべきか、彼女からなにか聞き出さなければならないような事情もない。

「ただあんまりココにいるのも、マズイよな」

　辺りを見回せば、散乱する倒した男たち。彼らがいつ目覚めるともわからず、この袋小路自体もあまり居い心ごこ地ちのいい場所ではない。

「この後どうするにしろ、とりあえずさっきの広場まで戻るか」

　緊きん張ちようをほぐせればと、声に合わせてそっと掌を彼女へと向けた。

　少女はわずかに躊躇ためらう素そ振ぶりを見せたが、その後、意を決するように一度頷うなずいて、

「私は、カナン」

　と、言葉とともに小さな掌を差し出し返してくれた。同時にその仕草で彼女の身体に巻きついた黄金の鎖が揺れ、独特な金属音を奏かなでる。

　そんな少女の微笑を見て、自然とレイジの口元も綻ほころぶ。

「カナンか――じゃあ行こう、カナン」

　返事と共に互たがいの掌が触れる。

　その指と指が重なり合った瞬しゆん間かん――光が生じた。

「!?」

　夜闇も月明かりさえも吹ふき飛とばす程ほどの圧あつ倒とう的てきな光が、一いつ瞬しゆんにして周囲を埋うめた。強きよう烈れつな光に目が眩くらむ。だがレイジはすぐに自分を落ち着かせ、状じよう況きようを読む。

　この光は、先ほど見た宝玉からのものと同質。つまり神域の光だ。ただその光量は先ほどの比ではなく、視界を輝きの濁だく流りゆうが埋め尽つくしているのだ。

「この光は……その腕うで環わからなのか？」

　霞かすむ視界の中、レイジはなんとか光源を見つけ出す。

　それは、いま触れている掌の先――少女のか細い右腕に嵌はまる、黒色の腕環。

　精せい緻ちな意い匠しようが凝こらされたその腕うで環わに嵌まった大きな宝玉が、輝きの起点だった。

　神域の光を放つ存モ在ノ。それが示す意味は、神遺物。

「それは、」

　レイジは問おうとして、だが半ばで言葉を止めた。

「なに？　なんなの……?!」

　少女は怯おびえていた。彼女自身も光の意味がわからないようで、ただただ戸惑いを露あらわにしていたのだ。

「これはなんなの？　ううん、私はいったい、ねぇ私は――ああっ!!」

　困こん惑わくのにじんだ少女の叫さけびは途中で消失し、継つぐように重々しい破は裂れつ音おんが響ひびいた。それは少女の身を飾かざっていた異質の鎖が、突とつ如じよとして砕くだけ散った音だった。

　同時に腕環の輝きが治まり、光が一瞬で失していく。まるで照明灯ライトが切られたかのように周囲に夜の闇が戻る。

「レイ、ジ」

　状況を掴めず茫然としていると、少女が力なくこちらへ倒れてきた。

「っ！」

　レイジは慌あわてて近寄り、華きや奢しやな身体をしっかりと受け止める。なんとか腕の中に無事納まった少女の顔を覗のぞくと、その瞳ひとみはすでに閉じられていた。

　一瞬不安がよぎり顔を近づけると、静かな吐と息いきが聞こえてくる。

「寝ねた……のか？」

　自分で言い確かめながらレイジは安堵の息を吐き、安らかに寝ね入いる少女を両りよう腕うでで抱だき上あげる。しばらくして、嘆たん息そくしながら天上の月を見上げた。

「こういう場合……この後は、どうすりゃいいんだ？」




　　　　　◆




（……そうだった）

　結局、レイジは寝てしまったカナンをそこに置いておけず、かといってどこへも連れていけずに、やむなく自分の家に連れて来たのだ。

（そういう意味では確かに……俺が連れ込んだのか）

　つまりは自分から厄やつ介かい事ごとをしょい込んでそれがいまも継けい続ぞく中……というコト。

　彼女をベッドに寝かせてから、少し休きゆう憩けいするつもりでソファに倒れ込んだところまでは思い出せた。その先がないということは、そのまま寝てしまったのだろう。

（いや、でもなんで俺はカナンに抱きつかれて……ん？）

　ふと気付くと、傍そばにいたカナンがいつの間にか消えていた。だが探すまでもなく、すぐに見つかる。黒いローブを身に纏まとった彼女は、少し離れたベッドの上でシーツを掴みながら座すわっていた。

「ココは……どこ？」

　なぜかジト目で睨まれながら少女に訊きかれる。

「どこって……俺んちだよ」

「……なんであなたの家なの？　勝手に私を連れ込んだの？」

「そ、それは否定できないが……でも、そっちが勝手に寝落ちたんだぞ」

　レイジにも多少の後ろめたさがあるため、弁解するみたいに答えると露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめられた。いたたまれずレイジは声を上げる。

「いやいや仕方ないだろ！　てかそっちこそなんで俺に抱きついてたんだよ!?」

「……」

「おーい」

「…………」

「ぐぐぐっ……こっちからの言葉にはスルーかよ」

　警けい戒かい心しん剥むき出だしの視線から逃のがれるように、レイジは立ち上がった。

　彼女の気持ちと反応もわからなくはない……と心の中で自分を納なつ得とくさせながら、しかしどうしたものかとしばらく周りを見回した。

　それからレイジは、ベッドとはちょうど反対側にあるキッチンに向かった。

　華はなやかな都市部から離れた倉庫街にある家相応といえば相応に、キッチンは手て狭ぜまでボロかった。ただ、しっかりと手入れがされていて目立つ汚よごれはない。家主の性格を表すように、磨かれた調理器具類が使いやすく整然と置かれていた。

（んー、とりあえずなんか食べたら機き嫌げんぐらいはよくなるかもな）

　という適当な打算のもとに手を動かし始める。
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　古びた造りの家なのだが、上下水道の他ほか、ヴィータ鉱草樹から抽ちゆう出しゆつされたレジンガス設備などのインフラがきちんと備わっている。そんな都市の設備水準の高さに感謝しながらレイジはガス栓せんを開けると燧すい石せきで火花を起こし、ガスが通った焜こん炉ろに火を点つけた。

　そしてフライパンを弱火で熱しながら、無造作に食材を見みつ繕くろう。

「……っと、よし」

　フライパンがしっかり温まったのを確かく認にんしてから、レイジはベーコンを直じかに敷しきつめた。油をにじみ出させながらゆっくりと両面を焼く。それからタイミングを見て卵をいくつか落とし、手て際ぎわよくベーコンエッグを仕上げてみせた。

　チラッと横目で見てみると、カナンがベッドの端はしギリギリまで寄っていた。美お味いしそうな音と香かおりに惹ひかれてだろう、キッチンの様子を必死に覗いている。ずり落ちないようにベッドの端を押さえる仕草が愛らしい。

　そんな彼女の様子に苦笑しながらレイジはベーコンエッグを皿に移す。次いでそのまま、そのフライパンでトーストを焼いてしまう。レイジはこんがりと焼き上がりほのかにベーコンの味が染しみ込む、このパンの焼き方が好きだった。

「こんなもんか。あとは……」

「な、なにやってるの……？」

　振り向くとすぐそこにカナンが立っていた。いつの間にやら彼女はベッドから下おりてキッチンの傍に来ていたらしい。

「朝食だよ、朝食。昨日の夜から食べてないんだ、腹減ってるだろ？」

「べ、別に私は……へってないよ」

　ただそう答えるカナンの目は、テーブルに運ばれる料理をずっと追っている。

「それは残念だな。せっかく二人分つくったってのに」

「……そ、そうなんだ」

　ちょっと間を置いてからカナンは、仕方なさそうにひょこひょことレイジの後ろを歩いてくる。料理の並べられたテーブルの前でちょっと躊躇ためらうような仕草をしたりもしたが、結局ちゃんとイスに座ってくれた。それを見計らってからレイジも一いつ緒しよのテーブルに着く。

「よし。冷めないうちに食べるか」

「レ、レイジがそこまで言うんなら……食べてあげても…………いいかも」

　そっぽを向きながらトーストを手に取り、カナンが口にする。

　最初はちょこちょこと遠えん慮りよがちに食べていたカナンだったが、そのうち小さな口いっぱいに頬ほお張ばりはじめた。

　彼女が美味しそうに食べてくれる姿を見ていたら、妙みように満足感が湧わいてきた。

（そういや誰だれかに料理を振ふる舞まうなんて、久しぶりだよな）

　一人暮らしのいまでは機会がないが、実家の頃ころはよく姉につくらされていた。

（家を出てからだから……もう二年か）

　ふと初めてここに来た時のことを思い出し、部屋を眺める。

　このダクダ煉れん瓦が造づくりの旧ふるい家は、神しん殿でん都市の郊こう外がいでは一いつ般ぱん的てきな住居といえる。しかもここはレイジが一人で住むには十分過ぎるくらいに広い。だが初めて来た時、この家自体がひとつの物置として使われていたため、足の踏ふみ場ばもない状態だった。

（とりあえず寝る場所を確保するだけで一日かかったんだよな……）

　当時の心境や記き憶おくが甦よみがえってきたが、際限がなくなるので思考に一いつ旦たん区切りをつける。

　淹いれておいたコーヒーを一口啜すすってから、いま考えるべきことに注意を向けた。

　眼まな差ざしを注ぐのは、少女の手にはまる腕環。その意匠はカナンの美しい髪にかかる髪飾りとも似ており、彼女の身を飾るいくつかの漆黒の装具の一つに見える。

　自然とレイジの脳のう裏りに、昨夜の光景が思おもい浮うかんだ。

（あれは間違いなく神域の輝き。つまりあの腕環はただの装そう飾しよく品ひんではなく、神遺物）

　神遺物が放つ光の規模や強さは、神遺物そのものに備わっている力と使い手の熟練度レベルに比例する。だが昨夜の彼女の様子から見てあの輝きの強さは使い手ではなく、純じゆん粋すいな神遺物自体の格位レベルによるものだろう。

（どんな神の遺物でどういった神権が刻まれているかもわからないが……あの光は並の神遺物で出せるものじゃない）

　昨夜の極光はそのまま、高位の神遺物であることの証。

　そして、高位の神遺物は相応の大きな奇き跡せきを宿す。絶大な力と同義と言える高位の神遺物を求める者は多く、故ゆえに見た目はなんの変へん哲てつもない装飾品が、一山の財宝と同等以上の価値を持つのだ――それを力ずくで欲ほつする者がいてもおかしくはない。

（……となると昨日の男たちの目的は彼女自身じゃなく、彼女の持つ神遺物。そう考えるのが妥だ当とうで、確かにそれだけの価値はありそうだ……）

　だが、それでも疑問は残る。

　そもそも、それを持つ【カナン】という少女はいったいなんなのか。

「なぁ――」

「ねぇ――」

　互いの呼びかけが重なった。その後どちらも続きを言わないために妙な沈ちん黙もくが生まれた。やむなくレイジはわざとらしく頷うなずいて仕切り直す。

「……こう見合ってても仕方ないよな。順番にいこう。まずはカナン、どうした？」

「ありがと。うん、じゃあ私からね……ねぇレイジ、教えて」

「ああ」

「私は……なんなの？」

「……はい？」

　レイジは思わず聞き返してしまった。まじまじと彼女の顔を窺うかがうが、冗じよう談だんではなさそうだった。

「昨日、変な男たちに追われていたのは憶おぼえてる。あなたが助けてくれたことも……それでこの腕環が光っちゃったりしたことも」

　問いの意味がわからず唖あ然ぜんとするこちらの様子も気にせず、カナンははがゆげな表情で続ける。

「でもね……でも！　それよりも前が……思い出せないの」

「思い出せない？」

「夜の街を駆かけていたことは憶えてる。何な故ぜか追われていて、捕つかまるわけにはいかないと逃にげていたことも、そしてなんとか振り切ったと思ってあの公園に降りたことも……」

「なる、ほど……ん？　じゃあこっちがなに訊いてもわからないってコトか？」

　カナンは瞳を伏せながら頷いた。

　記き憶おく喪そう失しつなのだとしたら、なにも答えようがない。そうなるとこちらからは訊くに訊けず、レイジがどうしたものかと押おし黙だまっていると、カナンが勢いよく詰つめ寄ってきた。

「レイジ！　レイジはなにか知らないの?!　ううん、知ってるんじゃないの!?」

「し、知ってるってなにをだよ!?」

「私のこと、だよ！」

「な……なんで俺が知ってるんだよ」

　詰きつ問もんされる意味がわからず、戸と惑まどう。

「だってあなたは私を助けてくれたんだよ！　頼たのんでもいないのに勝手に追いかけてきてわざわざ男たちを倒したりまでして……っ！」

「……そ、そう言われるとホント好き勝手やってるな、俺」

「関係ないんならほっぽっとけばいいじゃない！　なのにそんなにしてくれたんだよ……だからなにか理由があるんでしょ？　私のことも知ってたんでしょ?!」

「いや、それはだな」

「知ってるんならちゃんと私のこと……教えてよ！」

　不安を吐と露ろするようにカナンは一気にまくし立てた。それだけで彼女の気持ちが痛いほどに伝わってくる。けれどもレイジは相手の望む答えを返せなかった。

「……俺はなにも知らない」

「そんな、うそだよっ！」

「本当だよ。俺とお前は、昨日が初対面だ」

「うそ……じゃないの？　……それは本当、なの？」

「ああ……そっちが俺のことを知らないように、俺もお前のことを知らないんだ。こっちこそカナンについて訊きたかったくらいなんだから」

　こちらの答えを聞いて、一目でわかるほどカナンがしょぼくれていく。だが、しばらく黙りこんでから彼女がもう一度目を上げてきた。

「でも！　だったら……あなたはどうして私を助けてくれたの？」

「別に理由はないんだよ……って、なんでそんな目で見る？」

　カナンがレイジを拗すねた顔で睨にらむ。

「だって、そんなはずないよ！　きっと誤ご魔ま化かそうとしてるんでしょ!!」

「別に誤魔化そうとなんてしてないさ」

「うそうそ！　理由がないなんてそんなこと！」

「いや、駄だ々だをこねられてもな。強しいて言えば……これは俺の信条、なんだから」

「レイジの……信条？」

　困り顔で零こぼしたレイジの一言にカナンが動きを止めた。意図を探さぐるようにジッとこちらの双そう眸ぼうを覗き、そのまま次の言葉を待っている。

　それに対して、レイジはどう説明したものかと少し考えてから口を開いた。

「事情もなにもわからなかったが、あの時俺はお前が気になったんだ。だから放っておくことが出来なかった。……言ったろ？　勝手に来たって」

「そうは言ってたけどホントに……ホントに、それだけだったの？」

「ああ、そうしたいと思ったからそうしただけ。だから只ただの身勝手で我わが儘ままなんだ」

「だって！　すごく危険だったかもしれないんだよ?!」

「それはまた別の問題だろ？　俺がそうしたいっていう気持ちとは関係ない」

　自分の意志を尊重しながらも己おのれの身をまったく顧かえりみていないレイジのちぐはぐな答えに、カナンがキョトンとする。

「なんだよ、そんなに助けない方がよかったのか？」

「そうじゃないけど……けど」

「ならいいだろ？　多分どんなこと言われても同じだったんだ。ただ俺は俺のやりたいようにやっただけなんだよ」

　ただ、それだけのこと――だがそれはレイジにとっては絶対の理由。

　カナンはこちらの、そんな秘ひめた決意を感じ取ったようだった。

「とりあえずいまはこのくらいにしておくか」

　レイジはそこでちらりと時計を見て、区切りをつけるように立ち上がった。

「ま、待ってよ！　いきなりどこ行く気なの？」

　つられてカナンも立ち上がり、早口で訊いてくる。

「これも昨日言ったろ？　俺おれは学生だって。だから――学園に、だよ」

　時間を気にする意味。レイジが指し示す時刻は、登校時間だった。




　　　　　◆




「わぁあああぁ！」

　丘おかの上うえの道から街を見下ろしながら、カナンが興奮気味に大きな声を上げる。

「ねぇねぇ、レイジ、レイジ、レイジ！　すごいよ！」

　素す直なおに感情を露わにするカナンの様子が可愛かわいらしい。

　ただ同時に彼女が本当に記憶喪失なのだとレイジは改めて思う。なぜなら彼女のその反応が、この景色をはじめて見た人間の反応だったから。

　レイジの家もあるこの辺一帯は中心街から外れており、高台からは最も栄える都市部が一望できた。

　歴史の重みを伝える遺い跡せき然ぜんとした建物と、現代技術の粋すいを集めたコンクリフト建築物が混在・同居するこの景色には、誰もが一様に驚おどろきを覚える。

　そして、超ちよう巨きよ大だいなスケールで都市の中央に聳そびえる【世界樹】の存在が、止トドめとばかりに見る者の心を圧あつ倒とうするのだ。

「もうっ、聞いてるの?!」

「ああ、聞いてる、聞いてるよ。すごいだろ？　こんなのは地上じゃ見れないからな」

「？　？　どういう意味？」

　レイジの言葉を受け、カナンがじっくりしっかり景色を観察し始める。それからしばらくして、カナンはようやく目に映る風景の違い和わ感かんに気付いたようだった。

「雲の位置が変、なのかな……なんか空にいるみたい」

　彼方かなたの地平線、遠景に感じる不自然さ。高台の高さ以上の位置にいるような、そんな感覚。

「なにかの上……ううん、もしかして本当にここは空の上にあるの？」

「――正解。この神殿都市は世界で唯ゆい一いつ空に浮かぶ大地【浮ふ遊ゆう島とう】にあるんだ」

「世界でここだけ？　どうしてここは空の上にあるの？」

　カナンが首を傾かしげながらレイジを見つめてきた。

「浮いている原因はここからも見える、あれさ」

　レイジが視線と共に世界樹を指さす。

「あの世界樹が発している特とく殊しゆな力場が、ここを下にあるミドガルド大陸から引ひき剥はがしているのさ」

「ここは大陸から引き剥がされて……世界から離はなれているの？」

　いつの間にかカナンはジッと世界樹だけを眺ながめていた。まるで魅み了りようされ、引き寄せられるように。

「見入るのもわかるが、遅ち刻こくしちまうから先に行くぞ」

「あ……ま、待ってよ、レイジ！」

　階段の下から呼びかけると、置いて行かれると思ったのかカナンが慌てて丘の階段を下り、その勢いのままレイジの背中にぶつかってきた。

「――のぐぁ！」

「なんで先に勝手にいっちゃうの？」

　抱きつきながらカナンが拗ねた目つきでこちらを睨む。

「勝手にって……一応断ってるだろ。そもそも家で待ってろって言ったのにそっちが勝手について来てんだぞ？」

「そ、それは一人だと寂さびしくて不安だったから……じゃ、じゃなくて！　私が一人でいたらレイジが困るでしょ！」

「お、俺が？」

「そうだよ、レイジが私を助けたい時に助けられないでしょ!!」

　カナンが『当然でしょ！』とばかりに頬ほおをふくらませて、そっぽを向く。

「俺が、カナンを？」

「レイジが、私を！　これはレイジの為ためなんだよ！」

「お、俺の為っ?!」

　ものすごい勝手なことを、ものすごい勢いで断言された。

「そうだよ！　私になにかあったらレイジが無責任になっちゃうじゃない？　だからレイジがしっかりと責任を果たせるように近くにいてあげてるんだよっ!!」

「なにか思い出すまでは家にいていいとは思ってたが……ど、どこまでさせる気だ」

「レイジが助けたくて助けたんでしょ？　したいようにさせてあげるんだからっ……いっしょに、いてよ」

　くっつくカナンがさらに身をすり寄せ、ギュッとレイジの制服を握にぎりしめる。

「確かに俺の勝手で助けたとは思っている、けど……けどな」

「…………ね？」

「……ぐぅ」

　ムチャクチャを言われているとはわかっている。けれどこんなにも愛らしい少女に潤うるんだ瞳で見つめられたら、男としては呻うめき声ごえくらいしか返せなかった。

「わかった？」

「……もうそういうことにしてくれよ」

（ハァ……ま、一人置いて放っておくのも不安といえば不安だからな。仕方ないか……）

「うんっ！　そういうことなんだからね！」

　折れた理由を自分自身の心に弁解していたら、満面の笑えみを向けられた。

「でさ、そもそもレイジはどこに行こうとしてるの？　学園がどうとか言ってたけど」

「お前……いまさらそこを訊くのかよ」

　密着したままカナンが無ぶ遠えん慮りよに制服の裾すそをぐいぐいとひっぱって揺ゆらしてくる。

　どうやらカナンはレイジに対してもう緊きん張ちようしておらず、警けい戒かい心しんも全く無いらしい。

（そうなってくれたのは良かったけど、こうもゼロになられると……なんだ）

　カナンの距きよ離りの詰め方が急すぎて、正直レイジはたじろいでいた。具体的に言うとぴったりと身体をくっつけられ、その心ここ地ちいい感かん触しよくに……困る。

　だが困り顔を素直に表には出せず、レイジはなんでもない顔をつくって誤魔化す。

「まさかこの街で【学園】について説明することになるとはな……ここで学園といえば【ルディフォウン学園】のことさ。ここの学生はみんなそこに通っている」

「……そうなの？」

「ああ、神殿都市には学校は【学そ園れ】しかないし。ま、この都市自体がその学園の為に造られてるんだから、当然と言えば当然なんだけどな」

「へぇぇ……え？　ええ!?」

　首を回しながらカナンは感心した声を漏もらし、それを途と中ちゆうで止めた。周囲を見回しながらレイジの言葉が指すスケールに気付き、驚いたらしい。

「ホントにこれが全部……？」

「それだけ特別なんだよ――なんせ神遺使いの為の学園なんて世界でここだけだからな」

　半信半疑なカナンを後しり目めにレイジが丁てい寧ねいに続ける。

　この世界でただ一つの浮遊島にあるルディフォウン学園は、神遺使いを養成・育成する大陸唯一の機関である。

　その為、そこに通う生徒は大陸全土から集まった『神遺物との同調能力』という希少な資質を持つ者のみ。

「じゃあその神遺使い？　ってのになる為に、わざわざみんなここに通ってるんだ」

【神】の遺物たる【神遺物】に同調し、神を模す者を【神遺使い】と呼ぶ。だが刻まれた神性を現実の奇跡とするには才のみではなく修練が、より強く発現させるには探究と技能が要いる。

「神遺使いはまだ絶対数が少ないからな。ここで共に学び研けん鑽さんし、互いに高め合ってるってわけ」

　かつて神遺物の保有者は、社会の支配階級と同義イコールだった。故に人口比率の一割にも満たず、その使用方法も一部の者の間で秘ひ匿とくされてきた歴史がある。

　そんな閉ざされ、バラバラだった【神遺使い】としての知識や知ち恵え、技術を集約し、より多くの者に神遺物のことを学ばせる目的で、この学園は国家の枠わく組ぐみを越こえて設立されたのだ。故にこの学園、この都市はあらゆる国家や権けん威いの外にあった。

「ふぅん。で、とりあえず今日はどこ行くの？」

　かなり丁寧に説明したつもりだが、カナンの心にはそれほど響ひびかなかったらしい。そんなことよりも実際に今日行くトコロが気になっているようだ。

「……ま、いいか。今日行く場所はここからも見えるあそこだよ」

　脱だつ力りよくしながらもレイジは世界樹の麓ふもと近くの一番大きな建物を指さす。

「へぇ、どこどこどこ？」

　するとカナンはレイジの脇わきからわざわざ顔を出して、覗のぞくように眺めてきた。

「レイジ、邪じや魔まぁ……」

「あのな、見にくいなら離れればいいだろ」

「そういうこと言わないの、もうっ！　……あ！　あのでっかい建物？　へぇ、なんか古そう」

　栄える都市部でも一ひと際きわ大きな学園校舎を見ながら、カナンが身も蓋ふたもない感想を述べる。

「確かにあの校舎は元々あった遺跡を改修してるから、古いってのは間ま違ちがっちゃいないな」

「で、レイジはあそこになにしにいくの?!」

　場所を確認したカナンはそこでなにをするのかをすぐ知りたいらしく、瞳ひとみを輝かがやかせてせっついてくる。

「ねぇねぇ！」

「いつもは勉学やらに励はげみに行くんだが……今日はちょっと特別でな」

　奔ほん放ぽうなカナンに辟へき易えきしながらも、レイジは意味深に呟つぶやく。

「特別？」

「このルディフォウン学園では四年に一度、全生徒の頂点を決める祭事が開かれる。そして今日はその参加者への説明会ガイダンスがあるんだよ」

「！　じゃあ、レイジもそれに出るんだ！　というかレイジも神遺使いなの？　……って、あ、そうか、学園にはそうじゃなきゃ通えないんだから、もちろんそうなんだよね」

「俺の場合はちょっと色々あるんだが……まぁ概おおむねそんなところだよ」

　やや言葉を濁にごしつつ、レイジは微び妙みような表情を返す。

　そして、それに対し不思議そうに見上げてくるカナンの視線から逃のがれるように、

「とにかく、今日は始める為に行くのさ――」

　レイジは噛かみしめがら言葉を紡つむいだ。




　かつて世界に存在した神々は、絶対の極点を決する為、悠ゆう久きゆうの戦いを繰くり広ひろげた。

　その神話に倣ならい、行われる戦いの宴うたげ。

　それは最強の神遺使い【全一の極者】を決めるための宴。

　それは神に倣う儀ぎ式しきにして神話を模す演目。

　それは――




「――【神話の再演】を」




「いよう、レイジ！　待ってたぜ」

　そうやってカナンと話しながら歩いていたレイジは、横から急に声を掛かけられた。

　いつの間にか場所は、学園敷しき地ち内ないにある講堂前の広場。周囲の趣おもむきもさっきまで歩いていた市街地然としたものとは変わっていた。レイジは目的地近くまで着いたことに気付きながら声の方へ振ふり向むく。

　すると広場に置いてあるベンチの方から長身痩そう躯くの眼帯男が、髪かみを掻かき上あげながらこちらへ歩いてきていた。

「って……ライナーかよ、なんだ？」

「はっはっは、寂しいコトを言うなぁ。せっかく親友がわざわざ待ってたってのにさ」

「誰だれが誰の親友なんだよ」

　飄ひよう々ひようとした立ち姿に、軽けい妙みようさが前面に押し出た声。

　けれども何故か薄うすっぺらさや嫌いや味みを感じさせないのは、それが本人の素であり紛まごうことなき地だからだろう。

「って、おいおい、しかもようやく来たと思ったら美少女連れかよ！　やられたねぇ……」

　長身のライナーは大げさに嘆なげくフリをしてから、次に覗き込むようにカナンをまじまじと見てきた。それにびっくりしたのか、カナンは素す早ばやくレイジの背中に回り込んでしまう。

「お前が勝手に待ってたんだろ。あとそんなにカナンをじろじろ見るのはやめろ」

「いやいやいやいや、美少女に目が行くのは仕方ないだろ？　なんだ、まさかレイジはそのコが可愛くないってのか？」

「そうは言ってないだろ。怖こわがらせるなってことだ」

「じゃあ！　そのコが可愛いってのは認めるんだな？」

「まぁ、可愛いだろうな。油断すると見み惚とれ……って、別にそんなことはいいだろ!!」

　思わず本音を漏らしてしまい、レイジは怒ど鳴なって誤魔化す。

「まったく素直じゃないなぁ～、てかここは学園敷地内。なのにほら、その娘コのカッコ。ここで制服姿じゃなかったらイヤでも目立つさ」

　ニヤリとこちらを見るライナーに指し摘てきされ、レイジは周囲を見み渡わたした。すると確かに辺りには制服姿の学生しかおらず、その中で一人違ちがう格好のカナンは浮ういている。すでに何人かはこちらを不思議そうに眺めていた。

「……たしかに目立つな。いやしかし、お前が言うか？」

「おいおいおい、なんでそこで俺を見んだよ？　いまさら一ひと目め惚ぼれか？」

　ライナーのしたり顔に辟易しながら、彼かれの外見を改めて観察する。
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　レイジよりも頭一つ長身で、黙っていれば文句のつけようのない顔立ち。それだけで自然と人目を惹ひくのだが、常に装着された左目を覆おおう眼帯と、常に黙っていない口がライナーをやたらと目立たせ、一層周囲から際きわ立だたせている。

（こんな男に『目立つさ』とか言われるとなんか釈しやく然ぜんとしないが……）

　しかし、指摘自体はその通りだと思ったレイジはすぐに制服の上着を脱ぬぐ。そして、それを「ほら」とカナンへ向けた。

「？　なにこれ」

「これだけでも、ちょっとは目立たないだろ」

　キョトンとするカナンの肩かたへかけるように、レイジは上着を渡わたす。

　男物のサイズなので小こ柄がらなカナンには大きすぎるが、逆にすっぽりと羽織る分にはちょうどよさそうだった。

「私は別に気にしてないんだけど……レイジのだったら着てあげてもいいよ」

　レイジの心こころ遣づかいに気付いたカナンが、コクリと頷うなずきながら上着を掴つかむ。

「着せてやろうか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、一人で着れるよ！　そ、それよりもその軽そうなヤツは誰なの？」

　カナンはいそいそと上着を着込みながら、ジロリとライナーを見み据すえた。レイジの陰かげに隠かくれながらもライナーの本質をずばりと突つく。

「ずいぶんな言い方だなぁ、嬢じようちゃん。だがま、それも美形の宿命ゆえか。罪だねぇ、俺」

「レイジ、この軽そうとかじゃなくてダメなヤツはなんなの」

「ん？　よくダメなヤツだってわかったな」

「わかるよ。だって……ダメじゃん」

　ここに来てカナンと心が通じた気がしてレイジは、そこだけライナーに感謝した。そんなこちらの気持ちも知らずライナーがさらに喋しやべる。

「でもレイジはこういう娘コが好きなのか？　まぁ、そーいう趣しゆ向こうもアリだけどさ、無いよりあった方が良くないか、色々と楽しめるというか――」

「な……なんてコト、レイジに訊きいてるのよ！」

　訊かれたことの意味がレイジはわからなかったのだが、なぜか横のカナンが平原のような自分の胸に両手を当てながらライナーに怒鳴る。思わずレイジがカナンへ目を向けると、彼かの女じよにジロリと凄すごまれた。

「はっはっは、趣しゆ味みはそれぞれってトコか。ところでさ、結局この嬢ちゃんはなんなんだ？」

「もうもう、もう！　こいつ、なんなの!?」

　理由もわからずさらに二人から言い寄られ、レイジは眉み間けんにしわを寄せながら一言零す。

「……とりあえず、そろそろ入るぞ」




　　　　　◆




　レイジはカナンとライナーに互たがいのことを簡単に説明しながら回かい廊ろうを歩く。

　ライナーのことは『同じ学園に通う友人』とざっくり話し、カナンのことは『なりゆきで面めん倒どうをみることになった少女』と若じやつ干かん細部はぼかした。

　こうして互いの紹しよう介かいを終えた頃ころに、何事もなくレイジの目的地であり今回の参加者説明会が行われる講堂へ着いた。

　華か美びではなく整然とした大理石造りの講堂内を覗くと、ざっと数十人の生徒が目に入る。揃そろいの制服を着ているというのに、各おの々おのの個性がまるで隠せていない。大おお柄がらな者もいれば子供のように華きや奢しやな者もおり、髪も瞳の色も多種多様。この一室に大陸全ての人種が押おし込こめられているようだった。

　生徒らの雰ふん囲い気きは殺さつ伐ばつとしているわけではないのだが緊きん迫ぱくした空気からか、ドアをくぐり講堂に足を踏ふみ入いれる時、レイジは身体に絡からみつく重さを覚えた。

　そんな講堂に入り、十数分たった頃――

「なるほどねぇ。いやま、厄やつ介かい事ごとに首突っ込むのはレイジの趣味みたいなもんだからな。不器用というか頑かたくなというか。それでいまはこの嬢ちゃんのナニゴトかに巻き込まれるってのか？」

「ちゃんと話、聞いてた?!　私が、レイジに、付き合ってあげてるの！」

「……お前ら、もういいだろ。そのやりとり何度目だよ」

「ココは重要なトコなの！　それなのにコイツが全然理解しないんだよ！」

「それは表面的な言葉の違ちがいだろ？　本質はしっかり捉えていると思うんだけどねぇ」

「だーかーらー！」

　うんざりとデスクに突っ伏ぷすレイジを挟はさみ、カナンとライナーは飽あきもせず会話を続けていた。

　しかもそんな二人の応おう酬しゆうはまだというか全然というか、延々終わりそうにない。だが時間的にも周りの視線からもそろそろ騒さわがしくしているわけにもいかなかった。そこで仕方なくレイジが双そう方ほうを諌いさめるべく声を上げようとした時、

「そこ――もういいでしょう。黙だまってくれる？」

　今まさに言おうとしていた台詞せりふが聞こえてきたため、レイジは戸と惑まどいながら顔を上げる。するとデスクを挟んだレイジの真ん前に、腕うで組ぐみをした可か憐れんな美少女が立っていた。

「――フレア」

　背中まで流れる、燃えるようなクセの強い赤髪。たおやかな曲線を描えがく制服姿。麗うるわしい顔立ちと相まって、少女の持つ迫はく力りよくと優美さを強調している。

　フレア・トゥルーズ――学園でも屈くつ指しの有名人にして、レイジとはなにかと縁えんのある少女の姿がそこにあった。

「レイジ、ライナー。いくら貴方あなたたちでも、今日くらいは大人しく出来ないのかしら？」

　背筋をピンとのばし、腕組みしながらの突くようなフレアの物言い。だが、あまり攻こう撃げき的てきに映らないのは、彼女のその姿があまりにも気品に溢あふれているからだろう。

「いや、どう見ても俺はうるさくしてないだろ。いつだってライナーが勝手に……」

「言い訳は見苦しいわよ。それなら貴方は友人の悪行を黙もく認にんしていたっていうのね？」

「も、黙認って……俺も悪いのか？」

「罪を止めないこともまた罪よ。辛つらくてもそれが隣りん人じんの務めでしょう」

　問答無用の眼まな差ざしがレイジに突き刺ささる。いまは本人が目の前にいるんだから本人に言ってくれよ……と思ったが、フレアの気き迫はくに押されて結局レイジは口を噤つぐんだ。逆に口を開いたのはライナーである。

「わかってないなぁ、レイジ。キビしいと見せかけているがコレは彼女なりの照てれ隠し、だろ？」

　なんのつもりかライナーがしたり顔で意味不明なことを言ってきた。

　思わず眉まゆ根ねを寄せるレイジに、ライナーはこう続ける。

「原因の俺おれを捨て置き、わざわざ最初にレイジにつっかかる……強ごう引いんにお前に話しかけるキッカケを作って接して来ているんだ。わからないかな～、このツンな女心が」

「っ?!」

　すると、ライナーの言葉を受けたフレアが頬をわずかに赤くし息を詰つまらせた。おそらく、自分の感情を勝手に想像されたのが気に障さわったのだろう。レイジはフレアに気を遣つかう意味も込めて、ライナーの言葉を否定する。

「それは単にお前が見捨てられてるってことじゃないか？」

「いやいやいや、そんな味気ないコト言うなよ！　そう思いさえすればフレアのこの高飛車な態度も、ガラリと健けな気げなものに見えるだろ？　惚ほれた相手に素す直なおになれずに～、って。そう思うだけでいいんだから。どうせだったらみんなが幸せな方を信じようじゃないか」

「また適当にいらんことを。そんなことを言うとだな……」

「ラ、ライナーっ！」

　予想通り、フレアが大きな声を上げた。

「な、なに勝手なことを言っているの！　この私がレイジをその……好いているなんて！　どこにそんな証しよう拠こがあるというの!?」

「そんな焦あせらなくてもいいぜ。俺の観察眼が素す晴ばらしすぎなだけだからな。あらゆる状じよう況きようからの推測、推論に憶おく測そくを挟み、さらに妄もう想そうを合わせ希望を添そえてだな……」

「妄想って言い切ってる時点で色々とダメだろ」

「そうかぁ？　いやでも実際、俺をつかってレイジに色々と話しかけるし。イイ線いってると……」

「じゃ、邪じや推すいはそのくらいにしておきなさい！」

　結果としてライナーは見事にフレアの機き嫌げんを損そこねたらしい。ライナーの言葉を遮さえぎり、フレアが真っ赤な髪を振り乱みだす。

「こ、これは……そう、地位に伴ノーブレス・う義務オブリージユ！　トゥルーズ王位継けい承しよう者しやたる私の気高い行こう為いを、好きな人と話したいなぁ、なんてものみたいに……っ！」

　途中、こちらを見たフレアと視線が合うが、「ち、違うんだからっ！」となぜかレイジが釘くぎを刺された。こっちはライナーの冗じよう談だんだとわかっていると生き真ま面じ目めな彼女に伝えるため、苦く笑しようしながら頷くと今度は速そつ攻こうで顔を逸そらされた。

　……相当、ご機き嫌げん斜ななめで怒おこっているらしい。

「まぁそれは置いといて、そんなに俺うるさかったか？」

　しかもライナーはそんな彼女を放って立ち上がり、勝手に周囲に問いかける。

　思わずレイジが周囲を見てみると、いつの間にか講堂には先ほどよりさらに多くの生徒――おそらく百人近くが集まってきていた。

　そして、講堂内に集まっている全員が注視するにしろ無視を決め込むにしろ、こちらに対しなんらかの反応をしている。

　百名近い者たちが牽けん制せいし合ったからか、もしくは単純に関かかわりたくないと判断したからか、場は静まり返り、結局ライナーの呼びかけに一つも声は返ってこなかった。

「みんなシャイ過ぎてつまらないな……なぁなぁ、そこの銀ぎん髪ぱつ美人サンはどうだい？」

　そんな周りの反応にもめげずに、ライナーは手近にいた銀髪の少女に気き後おくれもせず話しかけた。

　ちょっかいを受けた少女は読んでいた本を律りち儀ぎにパタンと閉ざす。それから真まっ直すぐに顔をライナーへ向けた。

「そう――ですね」

　どこか乏しげな表情とくるりと輪を描く双房の髪形が個性的な、愛らしい銀色髪の少女。レイジはその顔に覚えがあった。

（彼女は確かサウガウド出身の……レネだったか？）

「正直、微み塵じんも興味がありませんでしたので、表だって言うべきことはありませんです。ですので、どうぞご勝手にといったところです。ですが、もし読書の邪魔をされたら……潰つぶれてもらうしかない、のです」

　サウガウドの少女は、表情も声こわ色いろも変えずにさらりと言う。感情のこもらない声が逆に本音だという印象を強める。

「こちらの邪魔をしないのでしたら、なにをどうされようが構わないのです。ですので、そこの眼帯野や郎ろうとちびっこのやりとりを再開して下さっても結構です」

「眼帯野郎と…………ちびっこ？」

　その銀髪少女の言葉を受けてフレアが予想外に訝いぶかしげな表情をした。次いでフレアは視線をスライドさせていき、レイジの横にひっつく〝ちびっこ〟のところで止める。

　そしてたっぷり数秒の間を置いてから、声を上げた。

「このコ……誰っ!?」

「はっはっは、そんなにレイジしか見えていなかったのか。これはもうアレだね。えーとなんだ、そう」

　驚おどろくフレアの姿を見て、ライナーがにやにやしながら喋り出す。

「黙りなさい！　わ、私の落ち度だけれど、そう理解されるのは心外よ！　そ、そんな『恋こいは盲もう目もく』みたいな……！」

「あーそうそう、それだ！　ハッハッハ、一いち途ずにもほどがあるだろ」

「だ、か、ら、そうじゃないと！」

　どうにも軽口として流せず怒ど気きを発する彼女に、レイジが仕方なく声をかけ制止に入る。

「あー……フレア？　とりあえず、落ち着こう」

「だ、だって彼がっ！　ホントに違うのよ……っ！」

「ライナーが言ってるコトなんて誰も信用しないんだから、な？」

「うぅ……そ、そもそも本当に誰なのよっ！　その、ちびっこ……女の子は！」

　若じやつ干かん涙なみだ目めなフレアを可愛かわいいと思ったりしていたら、いつの間にか矛ほこ先さきがレイジに向けられていた。そのまま今度はレイジ自身が頬ほおを赤くしたフレアに詰め寄よられる。

　ただ正直、カナンのことはなんとも説明しづらいので答えに窮きゆうする。あまり突っ込まれたくなかったので、レイジは逆になんでもないことのように平然と応じることにした。

「ちょっとしたワケありで世話することになった子なんだよ」

「世話……ですって？」

「ああ。それでさ、学園を見たいっていうから一いつ緒しよに来たんだ」

　嘘うそは言っていない。

「……そうなの？　知り合いのお子さんかなにかなの？」

「そう！　そうそう、そんなトコだよ」

「なんだ。そう、なんだ。うん……そっか」

　訝しむフレアの表情が見る間に穏おだやかになっていく。

「ごめんなさい。そうなんだったら早く――」

「ねぇねぇねぇレイジ……っ」

　レイジがホッとした瞬しゆん間かん、ぎゅむっと後ろからカナンに抱だきつかれた。

「――コイツ、なんなの？　なんか当然みたいにレイジになれなれしくしてきてるけど」

　イスに座すわっているレイジの背中に、カナンがしなだれかかる。か細い両りよう腕うでがレイジの首元に回され、後頭部に思いっきりカナンの胸が押しつけられる格好だ。

　一いつ瞬しゆん、空気が止まった。

　その後、フレアの眉が一気につり上がり、レイジの演技諸もろ々もろが台無しになった。いきなりの女の子な感かん触しよくにドギマギする暇ひまもなく、事態はレイジにとって悪い方向へと転がっていく。

「な、なれなれしくですって……？　それはこっちの台詞よ！　なんで貴女あなたはそんな当然みたいに、レイジにひっつくのよ！」

「私はレイジの世話になってあげているの。だからひっつくのは当然なの！」

「な……っ！　ど、どういう理り屈くつよ！　だったらこっちはレイジが入学した時から面倒を見ているのよ!!」

「ふぅん……で？」

　カナンはフレアを睨にらみながらこちらに絡める腕うでをきつくして、さらに体をぴったりと密着させてくる。その態度に対しフレアはスカートの裾すそを握にぎりしめ、負けじとばかりにカナンを睨み返した。

「～～っ、私の方がひ……ひっつく権利があるといっているのよ！　貴女は即そつ刻こく離はなれなさい!!」

「いまレイジは私のなの！　いきなり割り込まないでよ！」

「わ、割り込もうとしているのは貴女の方よ!!　それにレイジだってそんな慎つつましい胸を押しつけられて困っているじゃない！」

　フレアの売り言葉に買い言葉の台詞を受け、カナンがフレアと自分の胸を交こう互ごに見やる。

　両者のそこを比べると……一いち目もく瞭りよう然ぜんなレベルの違いがあった。

「そ、そんな暴力的なものでレイジをどうするつもり!?」

「ぼ、暴力的って……私だって好きでこんなにしているワケじゃないんだから！　で、でももし好みだというなら、その、嬉うれしいけど……でも！」

「おい、二人ともなんか話が全然違う方に……」




「「レイジは黙っていて!!」」




「……はい」

　言い合っていた二人に息ぴったりに怒られた。さらにライナーからは無言の生温かい眼差しを、周囲の学生たちからは冷たさと好こう奇き心しんが混じった視線を注がれる。大半の生徒たちは場の緊きん張ちよう感かんにそぐわない騒ぎに辟へき易えきしつつも、なにをやってんだと興味本位でこちらを観察しているようだった。

　結果としてレイジがいたたまれない心ここ地ちで黙らされていると、ふいに別方向から制止の声が届いた。

「フレア様――その様子ではどちらが諌めているのかわかりませんよ」

　その声の主は悠ゆう然ぜんとした立たち振ふる舞まいでフレアの後ろから現れ、彼女を諭さとす。

　フレアは声の方へ振り向くと、その美び貌ぼうを一瞬だけ顰しかめた。
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「貴方は……ジルオール」

　ジルオールと呼ばれた細身の男はフレアの反応も気にせずに、彼女にレイジらと距きよ離りを取るように手を向けて促うながす。無意識にだろうが怯おびえたようにカナンが身を寄せてきたので、レイジはそっと彼女の掌てのひらを握った。

「どうぞこちらに。あなた様は、トゥルーズの王位継けい承しよう権けんを持つ気高い御おん身み。下げ賤せんな者と関わっては王族の品位を落としかねません」

　クセの強い灰色の髪をいじりながら、ジルオールは侮ぶ蔑べつを込めた瞳ひとみでこちらを一いち瞥べつする。それに対しフレアは不快感を表した。

「貴方はなにを言っているのですか」

「もしこういう野の良ら犬いぬ同然の輩やからたちをあしらいたいのでしたら、遠えん慮りよなさらず仕える者に言ってください。お手を汚よごさせません」

「！　……振る舞いに関しては私に至らないところがあったかもしれません。でも彼らをそんな風に言うなんて、人をなんだと……っ」

「当然の扱あつかいでしょう。彼らは、下賤な輩なのですから」

「!?」

　ジルオールの返答にフレアの表情が固まる。彼女はその言葉というよりも、それを当然とするジルオールの態度に絶句したようだった。

「ハハハ、俺ら、えらい言われようだな」

　ライナーが嫌いや味みという風でもなく軽快に笑い、

「下賤、か」

　レイジは同意するでもなくジルオールの発言を受け止めた。そんなこちらの反応に気をよくしたのか、ジルオールは水を得た魚のようにフレアへと言葉を続ける。

「王族であるあなた様なら当然、人に貴き賎せんがあるのはご存じでしょう？　そして、それ相応の扱いをすべきということも。それが地位に伴う義務というものじゃないですか」

「地位に伴う義務を貴方はそう……そんな風に捉とらえているというの？」

「そういう意味でしょう？　この学園だって平等を謳うたっていない。ここが謳うのは公正であるが故ゆえの不平等。強者は弱者よりも貴とうとい。だから【神話の再演】――神格序列・最下位ランク・エンドのライナーに第九十九位セカンド・ワーストのレイジ……彼らは二重の意味で蔑さげすまれて当然なんです」

「貴方は……っ！　貴方は意味を履はき違えている！　強さを貴ぶということは、弱さを蔑むということではありません」

「同じことですよ。彼かれらは我々より価値がないのですから」

　フレアの静かな怒気も気にせず、ジルオールがこちらを堂々と見下す。

「好き勝手言ってくれるな。けど別に……否定はしないさ」

　レイジはジルオールの蔑べつ視しを取り合わず、軽く目を閉じながら零こぼす。

「ククク、どうやら下々の者の方が立場を自覚し、受け入れているようですよ」

　ジルオールが嘲あざ笑わらう。だがそれに対してレイジは卑ひ下げも怒いかりもしない。

　強いことが正しい――ここは、そういう場。そしてそれを肯こう定ていし、レイジもここにいる。

　強さこそが絶対。

　だが同時に、強さは不変ではない。

　だから瞼まぶたを開けたレイジは言葉は否定せず、眼差しとともにただ己おのれの意志を示す。

「その互いの〝強さ〟を決する為ために、俺たちは戦うんだからな」




　宣戦布告のような台詞を紡つむいだ時、学園の鐘かねの音が鳴った。




　わずかな静せい謐ひつの後に響ひびく、扉とびらの開く音。

　次の瞬間、講堂内の空気が変わった。扉とびらの奥おくから伝わる緊迫感プレツシヤーに、生徒たちにざわめきが起こる。

　フレアもジルオールもお互いから目を離はなし、そちらへ目を向けた。カナンは何事かとわたわたしながらレイジの腕にひっついてきた。

「強ければ良し、強者は許される、か。なるほどなるほど、さすが第四位に第一位サマともなると、余よ裕ゆうの登場だな」

　開かれた講堂奥の扉から、ライナーが指す強者が現れる。

　まず扉を通ってきたのは、一人の男。

　様々な国家・地域から集つどう学園でも珍めずらしい黒くろ髪かみ黒こく瞳とう。男はまるで剣けんのような鋭するどい覇は気きを纏まといながら歩いてくる。

　そして、そんな男の後ろをたおやかな一人の女性が続く。

　長身の青年と並んでも映はえる背せ丈たけに深い紫むらさきの長い髪を揺ゆらす美女。ただ、艶あでやかな顔立ちと優やさしげな瞳を具そなえながら、頬に奔はしる大きな傷きず痕あとが美しさをどこか歪いびつで儚はかなげに見せる。

「ではイルミナ教官、ここからは一いつ介かいの学生に戻もどらせてもらおう」

　黒髪の男が慇いん懃ぎんに振ふり返ると、紫髪の美女も倣ならって身を翻ひるがえす。

「悪いね、ディオにジュリエット。こんなギリギリまで雑用させちゃって。ここからは気持ちを切きり替かえて楽しんでちょうだい。なんたって再演の祭さい宴えん――つまりは盛大なお祭りなんだから」

　二人の態度に応こたえながら、眼鏡めがねをかけた妙みよう齢れいの美女が最後に扉を通ってきた。

　そのスタイルと雰囲気からも一目で生徒ではないとわかる。着ている教員服が妙に身体のラインを強調しているのは、わざとなのか無自覚なのか。

「この学園も都市も全部このお祭りの為にあるんだからね」

　カツカツカツとリズムよく踵かかとを鳴らしながら、眼鏡の美女が講堂を進む。そのまま一直線に全員から注目される前方の壇だん上じように立った。

　そして、美女――イルミナは凛りんとした佇たたずまいで生徒たちと向かい合う。

　講堂の喧けん騒そうはいつの間にか消えていた。

　イルミナは講堂右みぎ端はしへ向けた視線をゆっくりと左へ動かしていき、生徒一人ひとりの顔を確かく認にんしていく。だがレイジと目が合った次の瞬間、彼かの女じよのその視線が止まった。

　レイジの横。そこにいるのは、部外者のカナン。

　レイジはさきほどのフレアとのやりとりを思い出し、もう一ひと悶もん着ちやくあるのかと辟易しかける。だが避さけられるとも思えず腹を決めた。

「イルミナ教官、彼女は俺が連れてきたんだ。ちょっと事情があってさ。別に邪じや魔まはさせないから――」

「んー？　別にいいわよ」

　真しん剣けんな言葉の途と中ちゆうで、イルミナが軽い調子で承しよう諾だくする。

「特にコレ、極ごく秘ひってワケでもないし、それに不届きにも来るべき何名かは欠席してて席も余ってるみたいだしね。だから邪魔をしないんだったら誰だれがいてもいいわよ」

　レイジが拍ひよう子し抜ぬけした顔をしていると、イルミナがあっさり言ってきた。

　そしてイルミナは仕切り直すように一度笑えみを浮うかべた後、生徒の確認を再開する。その後は特に滞とどこおることなく、彼女は端から端まで見み渡わたし終えた。

「さぁ――て」

　それから下がってきた眼鏡を指先で直すと、イルミナは満を持したように口を開き、力強く告げる。




「【神話の再演】――神々の遊ゆう戯ぎを、演じてもらいましょうか」




　　　　　◆




「【神話の再演】とは四年に一度、学園全生徒から選せん抜ばつされた上位百名が、一年をかけて頂点を決める争いの宴」

　腰こしに手を当てたイルミナが教壇の上から、その選抜された生徒たちに語りかける。講堂内は張りつめた空気に満ちていた。

「君らには自明のことだと思うけど、ここにいる【神話の再演】への参加資格を持つ百名は、誰かに選えり好ごのみされたわけじゃない。資格を与あたえられたわけじゃなく、君らは資格をもぎ取った」

　イルミナが大おお仰ぎように言う通り、この宴には誰もが参加できるわけではない。

　この学園には学科レベル、神遺物との同調レベル、扱う奇き跡せきの特性、戦せん闘とうスキル、戦績など諸々の記録や測定値、総合的な成績を元に付けられる【神格序列】という名のランキングが存在する。

　そして【神話の再演】には、その【神格序列】ランク・上位百名の強者のみが参加を認められるのだ。

「中には滑すべり込こんだ……って表現の方が、いいコもいるかもしれないけどね」

　言いながらイルミナが、ちらりとレイジの居る方に視線を送ってきた。

「けど私はそんな得え難がたい資格を勝ち取った君らのその強さではなく、あえて意志に称しよう賛さんを贈おくるわ。負けることを肯定した、その意志に」

　これから勝利を目指す者たちへのあんまりな言葉に場内がわずかに動どう揺ようする。だがイルミナの言葉は、戦いの本質を的確に言い表していた。

「血を沸わかし、身を削そぎ、魂たましいを焦こがしたとしても……勝者はただ一人。どれだけの強さを以もつてしても、ただ一人以外はすべて敗者」

　全員が栄光を得ることは決してない。百名中九十九名が負けることは絶対に決まっている。けれども敗北するその覚かく悟ごを持たなければ、勝利する権利さえも得られない。

「敗北を忌き避ひするあまり、ランク外に身を置いた生徒もいる。だから私は君らを讃たたえたい。そして故に望む。ただ一者の栄光の為に誇ほこりある戦いが行われることを」

　皆みな一様にイルミナの言葉に聞き入っていると、唐とう突とつに乾かわいた拍はく手しゆが聞こえてきた。手を叩たたいているのはライナーだった。

「あら、ありがとう。でもその拍手どういう意味かしら」

　イルミナが軽く会え釈しやくして、ライナーを見つめる。

「いやいや、素晴らしい演説に対するスナオな感情表現じゃないですか」

「そうなの？　てっきりこういうツマラナイ話は終わらせて次へ行けって合図かと思っちゃったわ」

　気安いやり取り。だがそれは周囲に妙な緊張感を走らせた。

「まさかそんなそんな！　でもそういう意味に取って貰もらえると、手間が省けてありがたい」

「……まったく君は。いつも通り無礼で身も蓋ふたも無いわね」

　悪びれないライナーの言葉にイルミナは苦笑する。

「でも仕方なくないですか。それを聞きに来てんですから、俺おれたちは」

「……ま、確かに。ここまでは自分でよくわかっているでしょうから。じゃあ、みんなもお望みの次にいきましょうか。今回の【神話の再演】のルールについて、ね」

　にっこりと笑いながらイルミナが、目の前の教きよう壇だんのパネルを片手で操作する。すると光る幕状のスクリーンが宙に現れ、そこにババババッと無数の文字列――現時点での神格序列のランキングが表示されていった。

　第百位・ライナー、第九十九位・レイジから始まり、果てに第一位・ディオの名前までが並ぶ。イルミナはそのスクリーンを一瞥してから大仰に掌を前方にかざし、パチンと指を鳴らした。

　それを合図に、彼女の掌の中に一枚のカード・プレートが現れた。

「！　――？」

　その出来事に驚いていると次の瞬間、レイジの目の前にもイルミナが持つのと同じ硬こう質しつのカードが出現した。

　同時に講堂が騒さわがしくなる。

　見渡すと、カナンを除く生徒全員の前に同様のカードが現れていた。

「？　なにそれ？」

「のわっ！　考えなしにいきなり触さわるなよ」

「いいじゃん、いいじゃん、レイジのは私のでしょっ！」

「なにをさらりと言ってんだよ……でも、コレは本当になんだ？」

　レイジはカナンをいさめながら、宙に浮くカードを手に取る。

　カードにはレイジの名が刻印されており、その横には『第九十九位』という序列が表示されている。

　だがカードにはそれとは別に、もう一つ大きく数字が記録されていた。その数値は『１０』。横のライナーのカードを覗のぞいてみると、自身の名前とランクを示す『第百位』の他ほかにレイジと同じ『１０』の数字が光っていた。

「自分の名前とランクの数字はなんとなくわかるが……この数はなんだ？」

「その光る数字は与えられた『勲章ポイント』の数。まぁ呼び方通り、自分の持ち点ポイントだと思ってちょうだい」

「ポイント？　つまりいま俺は、持ち点１０ってことか」

「そうよ。そして、君らには約一年間を通して、その勲章の奪うばい合あいを行ってもらうの」

　レイジの質問を受けてイルミナが喋しやべり出すと、カードを眺ながめていた生徒たちの注目が再び前方へと集まる。彼女はそれを確認してから改めて教壇上のパネルを操作した。

　すると宙のスクリーンに表示されている名前の上に数字が追記される。その数値は一律ではなく、ある順位の区切りごとに異なっていた。

　百～五十一位に１０勲章。

　五十～二十一位に２０勲章。

　二十～十一位に５０勲章。

　十～二位に１００勲章。

　そして、一位には５００勲章。

「以上のように現時点での【神格序列】の順位に応じて、勲章が付ふ与よされている。君らにはこの勲章――多くの栄えい誉よを得ることを目指してもらうわ」

　芝しば居いがかった仕草を加えながら、イルミナが『争い』をどう行うのかを説明する。

「参加者は各おの々おのが宣戦布告し合い、互たがいの勲章を賭かけてバトルをしていく。自分の持っている『持ち点』の半分が賭け金となり、勝者へ敗者分の点が移行する。例えば、１０勲章ずつ持っているレイジとライナーが戦えば、それぞれ５ずつ賭け合い勝った方へ５勲章が移行する。５００点を持っているディオと１０点のライナーが戦った場合は、ディオは２５０勲章、ライナーは５勲章を賭け、ディオが勝った場合は５、ライナーが勝った場合は２５０の勲章を得るってな具合ね」

「なるほどねぇ……持ち点の高いヤツに挑いどんだ方が得られる点が多く、美お味いしい。けども、点を持ってるってコトはそれだけ実力があるってコトだから、当然勝つのはムズくなる、と。そこを敢あえて挑むか、低ポイント者を狙ねらい打うつかは、各々のやり方や戦術、信条次し第だいってワケか」

　ライナーがだらしなくイスにもたれながら呟つぶやく。ちょうどその時、銀ぎん髪ぱつの少女の手が上がった。

「教官、ひとついいですか？」

「あらなに？」

　イルミナが促すと、近くの席のレネが二つ結いの銀髪を揺らしながら律りち儀ぎに立ち上がった。抑よく揚ようはないが凛とした声が講堂に響く。

「その宣戦布告というのは無制限なのですか？　下位者が徒党を組んで上位者に連戦を持ちかけたりできるですとか、逆に極きよく端たんな上位者が下位者を総狩りできたりするのですか？」

「良いコト訊きいてくれるわね」

　誰かから訊かれることを期待していた質問だったのか、イルミナが御お礼れいとばかりにウインクした。ただレネはそれになんの反応もせず、ジッと答えを待つ。

「……コホン、もちろん無制限というわけではないわ。まず一戦ごとに両者には三日間のインターバルが与えられる。これは勝敗も負傷の有う無むも関係ない」

「戦えなくなる三日間インターバル。休息が本来の意味でしょうですが、その期間が不当な連戦防止にもなるということですね？」

　ルールの意図を読み取ったレネの確認に、イルミナが満足げに続ける。

「ええ。そして次の制限としては、挑ちよう戦せん権けんは下位の者が持つってこと。上位者は下位者からの挑戦を必ず受けなければならないけれど、上位者から下位者に対しては強制力がない」

「なるほどなるほど、つまり現時点で一位のディオは同意がなければ誰とも戦えないが、現時点で最下位な俺からの挑戦は誰も断れない、と」

　ライナーがだらしない恰かつ好こうのまま、ルールをかみ砕くだく。姿勢はともかく話はちゃんと聞いているらしい。

「そうよ。それが君の利になるかはわからないけれど、ね。あ、もちろん別に強制力がないだけで上位者から下位者への宣戦布告が出来ないってワケじゃないわよ。合意があればどんなランク同士だろうとかまわないわ。あと、いまの君たちの【神格序列】はあくまでも暫ざん定ていのモノだから、宣戦布告する際はそこも気を付けてね」

「……それはどういうこと、なのですか？」
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「今回のルールでは、奪い合った勲章に応じてその都度、ランクが更こう新しんされていくのよ。たとえば現時点での百位が一位に勝った場合、百位だったヤツが突とつ如じよ一位に！　なんてコトもあり得るってわけ。……ま、あの上じよう位い陣じんはそう簡単には倒たおされなさそうだけどね」

　ディオとジュリエットが座すわる場所へ目を向けながら、イルミナは意味深な笑えみを浮かべた。

「戦せん況きようと共に自分の順位も変わる、ですね。その時々、自分の順位に応じた戦略が必要になる……そういうこと、ですか」

　レネはそう言うと「了りよう解かいしました、です」と自分の言葉に頷うなずき、再び席に着いた。

「あーそうだ、それと、基本バトルは個々人同士の申しん請せいで行われるけれど、諸もろ々もろのイベントも用意しているから。そういうので順位関係なくシャッフルして戦ったりもするわよ。ランキングで第一位だろうと第百位だろうと、不戦で済むようにはしないから安心して」

　イルミナが百位のライナーと一位のディオを交互に見やった。

「それらの戦いの後、勲章の最終的な獲かく得とく数すう上位五人で【神話の再演】の最終戦【終宴】を行ってもらう。そして、その勝者が――」

　教壇に片手をつきながら、イルミナが想おもいを込めて言葉を紡ぐ。

「――【全一の極者】となる」

　レイジはその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、肌はだが逆立った。

　ルールを呑のみ込み、色々と組み立てていた思も考のが全部吹ふき飛とんだ。己の身体反応の意味が最初、わからなかった。だが一拍ぱくの後、気付く。

　告げられた〝最強〟の称しよう号ごう――示された〝最強〟への道筋。

　自分はそれに昂たかぶったのだ。

　心を抑おさえきれず、自然とカードを持つ掌に力がこもる。

「それと勲章数やバトル承しよう認にんなんかの管理は手元にあるカード――【儀式証オーダー・カード】で一元・一いつ括かつに行われるわ。その儀式証は、ある方の神遺物によるものだから二十四時間いつでもどこでも対応可能で不正不可、もし壊こわれても復元できる。だから存分にやりあってちょうだい」

「ということは……もう戦ってもいいのか？」

　カードの意味を知った瞬間に思ったこと。深く考えず洩もらしたレイジのわずかな声は、静まっていた講堂に波は紋もんのように響いた。そしてその発言により講堂にどよめきが起こる。

　さすがにイルミナも予想外だったのか、面食らったような表情をする。

「なにをほざく、場ば違ちがいな野良犬ごときが……!!」

　即そく座ざに罵ば倒とうが飛んできた。ジルオールが机を強く叩きながら立ち上がる。

「待って。落ち着きなさい……ちょっと驚おどろいたけど、彼の心意気自体は間ま違ちがっていないわ」

「教官、なにを馬ば鹿かな……！」

「全存在を賭ける戦いの宴なのよ。正直そのくらいでなくちゃ……困るくらいよ」

　飛び掛かからんばかりのジルオールを諌いさめつつ、イルミナがレイジに笑みを向ける。

「でも、悪いけど少し待ってちょうだい。【神話の再演】の始まりを告げるオープニングは盛大にイベント・バトルとして開かい催さいされると決まっているのよ」

「イベント？」

「そう。ついさっき言ったでしょ？　イベントを用意している、って」

　レイジはイルミナに、宴のオープニングを飾かざる初戦は個々人のバトル申請ではなくイベントとして開催されると諭される。

「ランダムで選ばれた二名に明日、中央戦せん技ぎ盤ばんで【神話の再演】の幕開けとして戦ってもらうの。このイベントと二名の選出については、もっと後で説明しようと思っていたんだけど……ま、いいかな」

　イルミナの楽しげな声に呼応し、宙のスクリーンに映っていたランキング表が崩くずれシャッフルされる。

「このまま二名の選出・発表といくわ！　さぁ、まずは」

　次々と参加者の名前がフェードアウトしていく中、一人の名がクローズアップされてスクリーンに大きく映った。

　その神格序列は一桁けた。




　――第七位者　フレア・トゥルーズ




「フレアだと！」

「いきなり、第七位者――【大いなグラン・エる十梯デイシヨン】の一人！」

「トゥルーズの王位継けい承しよう権けんを持つホンモノの姫ひめ様さまだ！」

「しょっぱなから【灼しやく熱ねつ姫ひめ】の奇跡が見れるのかよ!?」

　宙に浮かぶフレアの名を見て、場内に驚きの声が上がった。

　フレアの名を皆が知っているのは単に彼女が美人でお姫様だから、ではない。まぎれもない、彼女自身の実力に依よる。

　実はここ一年間、神格序列の上位十名の顔ぶれに変動がなかった。その不動が示すのは絶対の強さ――ゆえに彼らは【大いなる十梯】と呼ばれ、同じ生徒の中でも別格として讃えられている。歓かん声せいは、学園の象しよう徴ちようと言える一人が初戦を飾ることに対しての期待と高こう揚よう。

　ただ当のフレアは表情も変えず、冷静に決定を受け止めているようだった。

　そしてその高まった興味は次に当然、彼女の対戦相手へと向く。

「彼女と戦うことになる、運の悪い野や郎ろうはどこの誰だ?!」

「もしかしたら、相手も十位圏けん内ないか！」

「そうだったらいきなりの激戦――」

　だが、興奮の歓声は相対す、もう一人の名がスクリーンに映し出されたとたんに崩れた。

　フレアの表情はそのままで、横のライナーは口笛を鳴らした。

　対戦相手の順位は十位圏内ではなく下位も下位。

　後ろから数えた方が早いどころではなく、その神格序列は最後から二番目セカンド・ワースト。




　そこに映っていた名は――第九十九位者　レイジ・アドヴェント。




　ヒートアップしていた場内が、誰が見てもわかるほど一気に沈んだ。

　その理由は単純に二人の順位差。

　第七位のフレアと第九十九位のレイジでは、実力差がありすぎてまともな戦いにすらならないと誰もが思ったのだ。【大いなる十梯】にして灼熱姫の異名を持つフレアの本領を見られると期待していた者たちの失意の声が聞こえてきた。

　そんな生徒たちを背にジルオールが改めて主張する。我わが意を得たとばかりに揚よう々ようと背中を反そらせ、イルミナの方を向いた。

「僭せん越えつながら、コレはあまりに偏かたよりが過ぎませんか」

「どういう意味かしら？」

「簡単なことでしょう。選ばれた二人の順位があまりに違ちがい過ぎている。コレではイベントとして成り立たず、盛り上がりもなにもない。改めて選定すべきですよ」

　言い切るジルオールの表情は、この上なく得意げで自信に満ちていた。

「私はコレはコレで面おも白しろいと思うけど？」

「ハハ……御ご冗じよう談だんを」

「私は本気、よ？」

　イルミナの返答に、ジルオールの頬ほおがピクリと震ふるえた。

「っ……ふざけるな！　誰がどう見てもこんなのはおかしいだろうが!!」

「あらあら、そういう口調が地なのかしら？　心配してくれてありがと。でも、あっさり終わってしまったら、それはそれだから」

　簡単に態度を荒あららげるジルオールにイルミナが苦く笑しようする。いまさっきまでの余よ裕ゆうはもうジルオールの表情には一片もない。

「どういう意味だ！」

「強者が強者として勝つのも戦いの本質じゃない？」

　イルミナのにべもない一いつ蹴しゆう。ジルオールは言葉を継つげずに顔を歪ゆがめる。

　しばらく固まった後、ジルオールはレイジの方を向き、苦々しく怒ど鳴なってきた。

「崇すう高こうな【神話の再演】の開催を平民が飾るなど、過ぎたことだとわかるだろう！　どうせ必敗の戦いだ。潔いさぎよく辞退し――」

「……残念ながら、彼かれにそんな気はさらさらなさそうよ」

　こちらを見たジルオールが言葉を止め、イルミナは楽しげに笑う。

「これはもしかしたら、戦いの醍だい醐ご味みってのが見れるかもね」

「……レイジ、どうかしたの？」

　多分、状じよう況きように似つかわしくないレイジの表情が引っかかったのだろう。カナンまでが不思議そうに呼よび掛けてきた。

　いきなりの第七位との対戦。初戦を飾る大役。それらに対し不安も躊ちゆう躇ちよもなかった。

　強者と戦える――最強に近づける、というその幸運を噛かみ締しめる。

　だから、レイジは自然と笑っていた。







第二章　放課後の戦場







「いやぁ、あそこで笑ってみせるとか……さすがはレイジ、最強を目指す男はやっぱ一味違うなぁ！」

　学園からの帰り道。日が暮れると輝かがやき出す燐光樹ルミネージユが立ち並ぶ大通りを歩きながら、ライナーがバンッとレイジの背中を叩いてくる。

「のわっ！　って、いきなりなにすんだよ！」

　中心街とは逆方向の道の為ため、いつの間にかこの通りを歩いているのはレイジとライナー、そして少し前を行くカナンだけである。先ほどまでのコンクリフト建築が立ち並ぶ街並みからも外れて、周囲にライナーの大声を迷めい惑わくがる人はいなかった。

「お？　悪い悪い！　でもあんな大だい胆たん不ふ敵てきな態度をとる男が細かいこと気にすんなよ！」

「お前……バカにしてんだろ」

「おいおいおい、人が感動に打ち震えてるってのに、どこをどう見てそんなコトを……」

「……そういうところが、だろ」

「ねぇねぇ、あの相手って……やっぱあのレイジに話しかけてきた女だよね？」

　適当なライナーと実に適当な会話をしていると、先をひょこひょこ歩いていたカナンがくるりと回って訊いてきた。

「おっ、気になるかい？　いや気になるよなぁ！　そしてその通り。レイジに親しげに話しかけてきてた、あのスタイルのいい美少女お姫様が神格序列・第七位者のフレアさ！」

「……ライナーには訊いてないから黙だまってていいよ」

　カナンはつれなくライナーからそっぽを向く。

「ねぇそのフレアって変な男にも姫様なんて呼ばれてたけど、ホントにお姫ひめサマなの？」

「ん？　ああ、彼かの女じよはトゥルーズ王族直系で王位継承権を有しているからな。お姫様、で間違いない」

「学園のお姫サマ～、とかの紛まがいモノじゃないんだぜ！」

　今度こそレイジが答えたのだが、すぐさまライナーが割り込んできた。カナンが露ろ骨こつに迷惑そうな顔をする。その気持ちはわかるがライナーに対し、カナンは本当に容よう赦しやない。

「いいよなぁ、ホンモノの麗うるわしい姫ひめ君ぎみ！　まぁ、この学園には貴族やら王族やらの仰ぎよう々ぎようしいおエライさんが多いんだけどな。それでもやっぱ三大国家、あのトゥルーズのお姫サマ、となると注目を浴びないわけがない！　ちなみに第四位のジュリエットもカディグナーグの皇女サマなんだが……でも俺としてはやっぱ断然フレアだなぁ～、ジュリエットも美人だよ、絶世の。でも、フレアのあの胸はもう反則だろ？　なぁレイジ！　さすがにお前もこれには同意せざるをえまい？」

「だ、か、ら、ライナーはいるだけでジャマなんだからジャマしないで！」

　レイジへの問いをカナンが体を張って遮さえぎる。

「それに、むっ、胸はいま関係ないんだから、そういうことレイジに訊かないで！　私のレイジはそんなトコ気にしないんだから。ね、ね、ね、レイジ!!」

「ん?!　ああ、そう、だな？」

　物もの凄すごい勢いで凄すごまれ、ワケもわからずただ頷かないといけない気がしてレイジは頷く。

　するとカナンが満足げに「ほら！」と思いっきり無い胸を張ってみせた。

「……いや、というかどういう話になってんだよ」

「！　そうだよ、そんなコトはいいの！　フレアがお姫様だってのはもうわかったよ。それよりも大体トゥルーズとか三大国家ってなんなの？　国とかってそんな色々あるの？」

「なんなのって三大国家はあの三大国家に決まって……って、ああそうか、そうだった」

　なにを言ってるんだと思いかけて、彼女が記き憶おく喪そう失しつであることを思い出した。

　レイジは口調を改め、簡単に説明していく。

「三大国家ってのはトゥルーズ王国、カディグナーグ皇国、サウガウド連合のことで、この神しん殿でん都市の下にあるミドガルド大陸を三分するからそう呼ばれているのさ」

　長い文明の停てい滞たい期間であった数世紀にわたる【暗黒時代】を切り開き、神遺物レガシイによる奇き跡せきを狭せまい秘術ではなく、広い技術として発展・普ふ及きゆうさせた中心が三大国家だった。

　現在、ミドガルド大陸の八割は三大国家のいずれかの支配域となっており、その均きん衡こうにより秩ちつ序じよと平和が保たれていた。

「そして三大国家のバランスにより世界が成り立っているということが、この神殿都市と学園の状況にも大きく関係しているんだよ」

「？　それは、どういうこと？」

「三大国家同士はもう巨きよ大だい過ぎて正面からぶつかり合えない。その代だい替たい行こう為い……代理戦争の場にココがなっているんだ」

　国家の所有する神遺物の量と質はそのまま国力に直結する。故ゆえに各国家は世界に散らばり残る神遺物の発はつ掘くつ・回収に力を注ぎ、神遺使いレガリアを国家資格として庇ひ護ごし管理していた。文字通り一いつ騎き当とう千せんの力を有する神遺使いは、国力の象徴であり、国家の旗と言える。

　そして、ここは神遺使いの〝最強〟を決める学園。それ故、学園には国を代表し、国こく威いを示す為に多くの者がやってくるのだ。

「そして王族や貴族は、大たい概がいが高レベルの資質者であったり高位の神遺物を継いでいたりする。ま、だからこそ王族や貴族だったりするわけなんだが……だから、やたら身分の高い奴やつ等らがわざわざこんな空の上にやってきてるのさ」

「自分トコの強さを見せつけるのに、弱いヤツを送っても意味ないってコト？」

「つまりはそういうコト、だな」

　カナンの身も蓋ふたもない纏まとめにレイジは苦笑しながらも頷く。

　大きな均衡を保つ為には、逆説的に小さな衝しよう突とつが必要となる。この都市や学園はそういった調整・調律の場バランサーとして使われており、特に三大国家は力を入れて人材を送り込んでいた。故に学園設立の思想とは異なり、名家や新興階級出身者が生徒に多いのだ。

「へぇ……じゃあじゃあ！　レイジもその三国のどこかから来てるの？」

「いや、俺おれは大陸辺境の小国の小さな町からやってきたんだ。そういえば、ライナーはどこ出身だったっけ？」

「俺かい？　俺はここ、神殿都市の生まれさ。だから国こく籍せきっていうのは…………どうだったか？　この都市は国家から独立した治外法権地区だけど、法的には国際連合の機関持ちだったっけ？　いや、都市自治を行う神しん卓たく機関が独立を委任されてるんだっけか？」

「……本当にどうでもいいな」

　ライナーに捲まくし立たてられ、レイジは目を逸そらし嘆たん息そくした。

「おいおい、寂さびしいコト言うなよ！　もっと親友のプロフィールに興味を持とうぜ」

　大げさに哀かなしむ芝しば居いをしてからライナーが同意を求めてレイジの肩かたに腕うでを回してきた。

「何にでも一線引こうとするのはレイジの悪いクセだよな。もっと打ち解けようぜ、色々」

「これ以上、お前と打ち解けたら俺までダメ野郎になりそうだよ」

　ライナーが顔を間近に寄せ、その隻せき眼がんで意味深にレイジの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「二人とも、なななな、なにやってるの！　レイジはライナーに興味ないんだからひっつかないで!!」

　近づくライナーにレイジが睨にらみをきかせた時、カナンが焦あせりながら間に割り込んできた。

「おおっとっと。やれやれ……なんか知らんが俺、嬢じようちゃんのご機き嫌げんを損そこねたらしいね」

　ライナーは軽くカナンの追つい撃げきを躱かわすと、そのまま場を離はなれる。

「仕方ないねぇ、今日はこの辺で去らせてもらおうか」

「ああ、……ってお前、そっちの道だったか？」

　ふと気に留とまって訊くと、ライナーがスッと目を逸らした。

「いや、今日はヤボ用でな」

「ヤボ用？」

「お？　一いつ緒しよに来るかい？　嬢ちゃん、どうやらレイジは俺に興味があるみたいだぜ？」

「そんなことないよ！　ライナーなんてどうでもいいよね、レイジ！」

「はぁ……もういいや、じゃあな」

　レイジは二人のやりとりにうんざりしながら、ライナーへの問いも切り上げて、さっさと去るようにと掌てのひらを振ふった。

「じゃあな。明日のお前の活かつ躍やくを期待しているよ」

　身を翻ひるがえしながらライナーが口元を可お笑かしげにゆるめる。

「最後の最後まで……イヤミのつもりか？」

「どこまでも本気さ。俺はお前に、誰だれよりも期待してるんだ――だからさ、レイジ」

　去り際にライナーが口元から笑みを抜ぬき、一言残した。

「――気をつけろよ」




「なぁカナン……コレはなんだ？」

「コレって、なに？」

「なにって……いや、その、だ……近くないか？」

　レイジが困りながら視線を自分の右みぎ腕うでに落とす。するとこちらを見上げるカナンと間近で目が合った。ライナーと別れた後、カナンが近寄ってきたと思ったら、そのまま腕にしがみつかれたのだ。

「ライナーはよくて私はダメなの？」

　腕を解ほどこうとしたらカナンにムッとされた。なんのことかと思ったが、どうやら最後のライナーとの肩組みのことを言っているらしい。

「そ、そういうことじゃなくてだな」

「どうじゃないの？　ライナーの方がいいってコトじゃないの？」

「なんでだよ……はぁ、いいから、さっさと帰るぞ」

「あ、待って！　ちゃんと答えてよ！」

　答えるのも面倒で切り上げようとすると、カナンが『ぐいぃ』と力を入れて喰くい下がってきた。

「早く家でメシにでもしよう。カナンだって時間も時間だから腹へってるだろ？」

　いま時刻は正午をとうに過ぎている。彼女のおなかが空っぽなのを見み越こして、レイジは堂々と話を逸らした。言われたカナンはしばらく黙ってから拗すねた顔で口を開く。

「…………へってる、かも」

「明日のこともあるからな、さっさと帰って食おう」

　よし、と声をかけてから歩き始めると、カナンはまだ納なつ得とくしていないという素そ振ぶりをしながら付いてきた。だがよく見れば、その頬はわずかにゆるんでいる。

「ご、誤ご魔ま化かされたワケじゃないよ！　レイジがご飯を食べさせたそうだからなんだよ！」

「はいはい」

「だから、ライナーとのコト、いまは許してあげる！」

「……だからホント、それはどういう解かい釈しやくなんだよ」

　解けていないカナンの誤解に嘆息しながらも、二人一緒に街中を歩む。

　それからしばらくして、カナンが「あっ」となにかを思い出したように呟つぶやいてから、ひっついていた腕を離して訊きいてきた。

「ねぇねぇ――レイジは明日、あのフレアと戦うんでしょ？」

「そうだけど……なんだよいまさら？」

「ちょっと気になったんだけど……そのさ、レイジは怖こわくないの？」

　小走りで前に出ながら、カナンがちょっと歯切れ悪く尋ねてくる。

「怖がってる風に見えるか？」

「ううん、ぜんぜん！」

「……なんだよ、それ」

「どっちかっていうと楽しそうだよ。でもほら、レイジは弱いんでしょ？」

　くるりと振り返りながらカナンが、無む邪じや気きというか無む垢くというかストレートにそんな言葉を投げてきた。

「でしょ？　って言われてもな……なんでそうなるんだよ」

「だって、神格序列ってランキングだっけ？　あれでレイジは九十九番目じゃん」

「じゃん、て……まぁそれはその通りだな」

「昨日のレイジはちっとも弱っちそうには見えなかったよ？　というよりもすごく強そうだった。けどけど、ランキングだと後ろから二番目なんでしょ？　もうっ！　私のレイジがなんでそんな順位なの？」

　神格序列の評価に不満げなカナンにレイジは苦笑を返す。

「なんでってそうだな…………俺が、学園の落ちこぼれ、だからか？」

　なんと言ったらいいものか思おもい悩なやみ、腕うで組ぐみしながらレイジは言葉を選んだ。自分の順位の妥当性実力のなさを人に解説するというのは、なかなか胸にこたえる。

「？　？　？　どういうこと？」

「俺は――神遺物を扱あつかえないんだよ」

　レイジの告白の意味がわからなかったようで、カナンがキョトンとする。

「どういう意味？　だってココは神遺物と同調できる人しか通えない学園なんでしょ？」

「ああ。俺も同調はできる。でも俺は……扱えないんだよ」

「扱え、ない？」

「昨日の男が持っていた神遺物を、俺がぶっ壊こわしたのは憶おぼえてるか？」

　レイジは自分の右掌を眺ながめ、カナンも無言のまま頷うなずく。

　昨夜、その掌で触ふれた神遺物の宝玉は粉々に砕くだけた――それは正に異常。神遺物に付ふ随ずいする装そう飾しよくが砕けることはある。しかし、神遺物の本体たる宝玉部【結けつ晶しよう核かく】が砕けることは通常、ありえない。そして完全に壊れた宝玉に再び輝きが灯ともることは無い。

　神遺物を砕く。それは神の領域を蹂じゆう躙りんする、著いちじるしい異才。

　けれども、それは正道ではない。

　レイジ・アドヴェントは神遺物を破は壊かいすることは出来る。だが――

「俺は神遺物に刻まれた神性を具現すること――【神遺虚構グラフイツクス】を顕あらわすことが出来ないんだ」

「ぐら、ふぃっくす……？」

【神遺虚構】――それは人が人の身のままに顕す、神の奇跡の異名。決して起こりえず在りえない虚奇構跡を描えがくこと。

　説明するレイジの声には自然と自じ嘲ちようの色が混じっていた。

「同調はできる。でも力を引き出そうとすると……その神遺物自体を壊してしまうんだよ」

「え？　でも、じゃ、じゃあ、レイジはどうやって戦って――」

　カナンが言いよどむ。

　多分、昨夜のレイジの戦い方を思い出したのだろう。男たち相手に、レイジが使っていたのは拳こぶしと刃やいばのみ。神遺物は使っていなかった。

「扱えないんだから、それ以外の方法で戦うしかないだろ？　運よくそういうことを叩たたき込まれてきたからな。その為の仕込みもしている」

　そういうこととは、【制圧戦技オーバーアーツ】という戦せん闘とう技ぎ。仕込みとは、身に纏う武装。その戦闘技の免めん許きよを持つ家族に幼少期からしごかれ、鍛きたえられてきたことが役に立っていた。

「へぇ……って、そんなんでなんとかなるの?!」

「まぁ結構しんどいはしんどいさ」

　言うなれば人の身で神に挑いどむような行こう為いだ。カナンが驚おどろくのももっともである。

「でもさ、だったらレイジはなんでわざわざ戦っているの？」

「……それはどういう意味で訊いてんだ？」

「だって、それってすごく危なくて……大変なんじゃないの？　まるで勝てないものにわざわざ勝とうとしているみたい」

「……ホント、遠えん慮りよない感想を言ってくれるなぁ」

　だがカナンの疑問は当然といえば当然のもの。なによりもレイジ自身が己おのれの劣れつ位いを痛いほど知っている。

　そもそも神遺物を持たずに神遺使いに挑むなどあり得ない。武器を持つ相手に素す手でで挑むような話ではなく、戦争に素手で赴おもむくようなレベルのことなのだから。

「けど、戦わなきゃ得られないんだったら……戦うしかないだろ」

　それでもレイジの心には一片の迷いもなかった。

　己の才の欠けつ如じよを自嘲しようとも、己の決意を卑ひ下げすることはない。

　互たがいに喋しやべらずしばらく見つめ合っていると、カナンが気き恥はずかしそうに目を逸らした。

　二人の視線が離れたその時、




「そんなに無様にあがきたいか――野の良ら犬いぬが」




　二人だけの空気を台無しにする悪あく辣らつな声が届いた。

　声に宿る害意に反応し、レイジは反射的に振り返っていた。その過程で視線をスライドさせながら、ここがカナンと遭そう遇ぐうした公園広場だと気付く。瞬しゆん間かん、昨夜の男たちの姿が脳のう裏りをよぎった。

「レイジ、あいつは！」

　だが、結果として双そう眸ぼうが捉とらえた者の姿は違ちがった。

　そいつが着ているのは戦せん闘とう服ふくなどではなく、見慣れた学園の制服。クセの強い髪かみを風になびかせながら、トレードマークにさえ思える不ふ遜そんな眼まな差ざしをこちらへと向けている。

「ジルオール」

　視界を遮るものがない広場に、映る人ひと影かげはその者――ジルオールひとりだけだった。

　昨夜の男ではないことに内心ホッとしかけて、それを止める。

　視線の先にいたのは昨夜カナンを追っていた敵ではなかったが、いま自分は確かに害意に反応していたのだ。

　それを認にん識しきしたレイジの鋭するどい眼差しが、ジルオールの蔑さげすみとぶつかった。

「珍めずらしいな、トゥルーズの貴族サマが俺にわざわざ声をかけるなんて」

　そもそもこの男はたとえ挨あい拶さつだとしても、レイジに声をかけるハズがなかった。

　ジルオールという男は、自分がトゥルーズ王族遠とお縁えんの貴族であるというコトに自己価値アイデンテイテイのすべてを置き、他者をそこからの上下でしか評価しない人間だ。

　カナンにも教えた通り、この学園には王族や貴族などの上流階級の出身者が多い。

　それは『強者が来なければ意味がない』という結果故なのだが、ジルオールはその結果の意味を履はき違え、この学園を上流階級の社交場かなにかと思っているようなのだ。

　そんなジルオールの価値観と理解からすれば、平民で何者でもないレイジなどが学園に在ざい籍せきすること自体が許せないのだろう。

「へぇ、自分の立場をよく理解しているんだな。これでも我が慢まんして声をかけてやってるんだ。せいぜい光栄に思え」

「そこまでしてくれるとは……俺に一体なんの用だ」

「さっきの提案の、続きだよ」

「提案？」

「明日のイベントを辞退しろってことだよ」

「……なにを言ってるんだ？」

　ぶしつけな貴族の物言いにレイジは露骨に眉まゆを顰ひそめる。

「分不相応だと言っているんだ。【神話の再演】のオープニングを演じる者としても、我わが国くにの姫君・フレア様の相手役としても」

　こちらの反応が気に入らなかったのか、ジルオールが大おお仰ぎように見下してきた。

「そもそも平民が学園に居るコト自体が本来なら許されないんだからな」

「要は気に入らないから消えろってことか」

「そういうことだ。わかったら――」

「なるほど――で、イヤだと言ったら？」

　わざとらしく頷いてみせてから、レイジは明確な拒きよ否ひを示す。同時に、カナンの身が自分の背中に隠かくれるように身体の軸じくを移した。

「無様に敗北するとわかりながらも得た権モ利ノを手放せない、か……平民は浅ましいな」

　ジルオールは一いつ瞬しゆん表情を強こわ張ばらせたが、即そく座ざに嘲あざけりの言葉を投げかけてきた。

「望みはなんだ？　名めい誉よか？　金か？　勝者に与えられる【三国授じゆ与よ権章】の特権か？　それともまさか……この都市の妄もう言げんを信じてそれを求めているのか？　世界樹に訴うつたえたい望み……野良犬ごときが、神に縋すがりたい程の願いでもあるっていうのか？」

　願い。

　その単語に反応し、不意に表情が固まってしまう。

「レイジ？」

　ほんの些さ細さいな変化のつもりだったが、カナンだけは気付いたようだった。しかしレイジはすぐさま笑えみを上うわ塗ぬりし、強張りを隠す。

「悪いが叶かなえてほしい願いなんてないんだよ」

「なにを強がる？　使命もない愚ぐ民みんが欲もなく戦うはずがないだろう」

「求めるものはある。けどきっと場ば違ちがいな貴族サマにはわからないさ」

「……なんだと？」

　人に散々悪態を吐ついていたジルオールは、こちらのたった一言のイヤミで表情を歪ゆがめた。

「ここは貴族の遊ゆう戯ぎ場じようじゃない。ただ強者を決する為ための盤ばんだ」

　そしてレイジが喋るほどに、ジルオールが露骨に顔をしかめていく。

「……どうやら人間の言葉が理解できないようだな、犬には」

「言葉が通じ合わない、ってのには同意するよ」

　憤ふん怒ぬと冷れい笑しようの眼差しが交差し、ジルオールが腰こしに下げる鞘さやから短刀をゆっくりと抜く。

「言ってわからないのなら仕方がない」

　ジルオールは短刀を仰々しく構えた。

　それは柄えから鍔つば、刀身までが一体となった深ふか紫むらさきの短刀――装飾は刀身に嵌はめこまれた深紫の宝玉ただ一つ。

　その宝玉が光を灯す。すると前方の空間が奇き妙みように黒ずみ、歪み始めた。

「力ずくでわからせてやるよ……!!」

「待て、開かい催さい前の演者同士の争いが禁止されているのは知ってるだろ！」

　向けられた明確な戦意に反応し、レイジは制止を叫さけんだ。

「ハッ、僕ぼくを誰だと思っている！　そんなもの、後でどうとでも処理してやるさ！　だからお前は安心して倒たおされればいいんだよ!!」

「――無む駄だ、か。ま、それならこっちも相手してやるよ!!」

「レイジっ!?」

　ジルオールが本気なのを察した瞬間、レイジは飛び出していた。滑すべるように距きよ離りを詰つめ、一瞬にして相手に迫せまる。前方に出現した不可思議な歪みを避よけた結果、死角から回り込むような軌き道どうとなった。

　先制しようとして虚きよを突つかれたジルオールが、慌あわてながら短刀を振るう。だがレイジはその腕自体を右の掌しよう打だで弾はじいた。

「なっ!?」

　ジルオールの抵てい抗こうをあっさりといなした後、レイジはそのまま体を巧たくみに捌さばき、瞬しゆん時じに刃を握にぎる相手の右腕を自分の両手で絡からめ取とる。

「なにを気安く僕に触さわってい――」

「口、閉じといた方がいいぞ――お前、いまから落ちるからさ」

　声に次いで、鈍にぶい激げき突とつ音おんが園内に響ひびく。レイジがジルオールの身体に一気に体重をかけ、組くみ伏ふせる要領で、文字通り地面へ叩き落としたのだ。

　ジルオールの口から呻うめきが洩もれる。逃のがれようと抵抗するがレイジの押おさえ込みが的確な為、ジルオールは無様にもがくことしか出来ない。

　わずかな間の後、必死の反はん抗こうが治まるとくぐもった声が届く。

「……ぅ……やめて……くれ」

　ジルオールの掌から短刀が零こぼれ落ち、ガシャリと音が鳴った。するとレイジは一人頷いた後、すぐに拘こう束そくを解くとそのまま立ち上がった。

「よし。じゃあ、行くか」

　そしてレイジは何事もなかったようにカナンに声を掛かけた。

「え？　え？　い、いいの？　あのままで」

「負けを認めたんだ。だからこの戦いは、これで終わり」

「お、終わっていいの？」

　冗じよう談だんでしょ？　とばかりにカナンが聞き返す。

「ああ、いいんだよ、これで」

　勝負がつけば、そこまで。

　それが、イザコザの多いこの街で生徒同士が則のつとる暗あん黙もくのルール。だからこそレイジはジルオールを追い撃うつようなことはせず、躊躇ためらうカナンの背中を押して気楽に歩き始めた。

「レイジがそういうんだった――ら」

　しぶしぶレイジに従おうとしたカナンの表情が途と中ちゆうで固まる。それを察した瞬間、レイジは振り返っていた。

　そこには、地に伏していたジルオールが身をよろつかせながらも立っていた。彼かれは灰色の髪を乱し、落とした短刀を右手に握り直しながらこちらを睨む。

「ちぃいいいいっ、薄うす汚ぎたない野良犬が僕にふざけた真ま似ねを!!」

　目を血走らせながらの咆ほう哮こう。

　怯おびえるカナンの身をレイジは咄とつ嗟さに自分の背中を盾たてにして庇かばう。ただレイジが危険と感じたのはジルオール自身ではなく、その前方に出現していた深紫の影かげ。

「僕の《騎士ナイト・レ機構プリカント》に為なすすべなく屈くつしろ!!」

　ジルオールが乱暴に振るう短刀から光が弾けた。一瞬にして深紫の影が実体化し、ジルオールを優に二周りも上回る全身甲かつ冑ちゆうの騎士が出現する。

「レイジ！　あ、あれは!?」

　それは短刀の神遺物に宿る神性情報の顕けん現げん――【神遺虚構】。

「どういうつもりだ、もう決着は――」

「はぁ？　はぁああ?!　なに舐なめたコト言ってんだよ！　ここからが本番！　お前が僕にぶちのめされないで終わるわけないだろう!!」

　刹せつ那な、ジルオールの激げつ昂こうに反応し《騎士ナイト・レ機構プリカント》が動いた。

　甲かつ冑ちゆう騎き士しが神速を見せつける。重じゆう厚こうな外見からは想像できない挙動。片手に持つサーベルを振り上げた騎士が、一瞬にしてレイジの眼前に現れた。

　レイジは反射的に避けようとし――その身を止めた。

　避けること自体は容易たやすかった。だがそれはレイジ一人ならば、だ。

「レイジ……!?」

　自分の後ろには、カナンがいた。

　カナンを置いて回かい避ひする選せん択たく肢しをレイジは即座に破は棄きした。だが同時に二人一緒では避けられないことをも悟さとる。

（――カナンを抱かかえてでは間合いからの一瞬での離り脱だつができない。なんとか一いち撃げきは避けられても追つい撃げきを躱かわせないんじゃ意味がない――……あとは）

　高速で思考を奔はしり巡めぐらせ、一つの可能性を見み出いだす。

　そしてその瞬間、レイジはカナンの身を押しのけていた。自分はその場から動かず、カナンのみを強制的にこの場から離脱させる。

「!?」

　訳もわからず驚くカナンに、レイジは謝あやまるように笑みを送る。

　レイジが決めた、選せん択たく。それはカナンの安全を最優先し、自分がこの場で《騎士ナイト・レ機構プリカント》が放つ神速の一いち刃じんを引き受け、なおかつ紙かみ一ひと重えで避ける、というもの。

　針の穴をくぐるような無む謀ぼうな賭かけ――だがカナンを傷つけず、避けさせるためにはこれしかなかった。

　――無いのなら、やるだけ。

　レイジの決断も知らずジルオールが嘲あざ笑わらい、サーベルが振り下ろされた。

　それは迷いのない、屠ほふりの一刃。

　巨きよ大だいなサーベルが直ちよく撃げきすればそれだけで只ただでは済まない。わずかに掠かすっただけで刃に身を削そがれ、衝しよう撃げきで骨が砕ける。

「やぁあああ――――――――――――――――!!」

　カナンの絶ぜつ叫きよう。彼かの女じよの目には、もはやその一撃は避けようがなく映り、レイジの命が潰ついえる寸前に思えただろう。

　けれどもレイジに命を捨てたつもりはなかった。現にその双眸は必殺の一撃を捉えていた。研とぎ澄すまされた意識が、カナンの悲鳴をどこか遠くに思わせる。加速した思考が刃の軌道を読み、転てん瞬しゆんの反応を自分の身体に求めてきた。

　神速の刃が命を狩かるか、極限の回避により命を拾うか――しかし、次の瞬間に訪おとずれたのはどちらでもなかった。

　決着を霧む散さんさせたのは、怜れい悧りな声。




「《支配者の法ルーラーズ・ルール》に従い、虚構よ――失うせろ」




　その声が響いた瞬間、言葉のままに眼前の甲冑騎士が散っていた。

　重厚だった《騎士ナイト・レ機構プリカント》がまるで硝子ガラスで出来ていたかのように砕け、一片さえ残せず粉々になる。

「【神話の再演】への参加者――演者同士の争いは、明日の開催まで禁止されている」

　その場の全員が状じよう況きようを理解できずに茫ぼう然ぜんとしていると、再び冷ややかな声が届く。

「ただの諍いさかいならば黙だまってもいられるが、神遺虚構を使うのならば、話は別」

　レイジが声の方へと顔を向けると、そこには純白美び麗れいな長ちよう剣けんをこちらへ向ける黒くろ髪かみの男――第一位者・ディオが立っていた。そして、そのディオの後ろで第四位者・ジュリエットが静かに佇たたずむ。

　ディオは黒の双眸でレイジとジルオールを見み据すえながら、露つゆ払はらいのように白の長剣を軽かろやかに振ふるった。ただそれだけで不可視の圧力プレツシヤーが周囲へと拡散する。

「なるほど……いまのはあんたの神遺虚構のせいってわけか」

　神格序列・第一位。現在この学園で最も高い頂に立ち、【隷れい従じゆうの剣けん域いき】の異名を持つディオ。

（噂うわさでは聞いたことがあった……第一位者・ディオの神遺虚構は、神遺虚構を砕く神遺虚構、だと）

　神の奇き跡せきに対たい抗こうしうるのは、同じく神の奇跡以外にありえない。

　ならばもし、相手の神遺虚構を無効化できるならば、それだけで勝負は決まる。どれほどの奇跡を持った相手だったとしても、誰だれだろうと何だろうと関係なく取るに足らない相手にできるのだから。

　もしも噂が本当ならデタラメに過ぎる。それ故ゆえ、レイジはその話を正直なんらかの比ひ喩ゆだと思っていた。

　だがどうやら――噂通りのモノらしい。

「なるほど……〝最強〟か」
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　第一位者の圧あつ倒とう的てきな力を認識しながらも、レイジの表情から零れるのは、笑み。

「あとはその〝最強〟がどれだけのものか、だな」

　呟つぶやきながらディオが握る剣を注視する。輝かがやきを放っているかと見み紛まがう程に澄んだ純白の刀身。だがその切っ先が僅わずかに黒色化しているのをレイジは見み逃のがさなかった。

「なにを…………なに勝手なことをしやがるんだ!!」

　その時、すっかり存在を忘れていたジルオールの声が聞こえてきた。

「僕は――トゥルーズの王族に名を連ねる貴族だぞ！」

　先ほどのディオの忠告も届いていないのだろう。己の神遺虚構を完かん膚ぷなきまでに砕かれたジルオールが頭の悪い獣けもののように吠ほえたてる。

「カディグナーグの名を剥はく奪だつされた罪人風ふ情ぜいが僕に――っ!?」

　だが、わめくジルオールは突とつ然ぜん、息を詰まらせた。

　そうさせたのは、ただの視線。

　どこまでも重く鋭えい利りなディオの眼差しに、ジルオールは気け圧おされたのだ。ディオは剣を納めながら、そんなジルオールを一いち瞥べつする。

「哀かなしいな、末席の貴族……いや第六十二位者とあえて呼ぼうか。お前はもう負けている」

「な」

　ジルオールは一瞬、言葉を失った。しかしすぐさま反論する。

「っ、クク、僕が負けている？　ク、ハハハハッ！　なにを馬ば鹿かなことを！　貴様が邪じや魔まをしなければ僕の勝ちだった！」

「いや、すでにお前は負けている」

「いいか！　貴様が邪魔をしなければ、いま頃ごろは僕が――」

「――その前に、だ」

　必死に言葉をひねり出すジルオールを、ディオは容よう赦しやなく切り捨てる。

「彼がその気だったなら、組み伏せられた瞬間にお前の神遺物は砕けていたのだから」

　姿を見せる前から、ディオは戦いの一部始終を見ていたらしい。

　ディオは視線をレイジへと移しながら問う――「だろう、【破は壊かい者しや】？」と。

【破壊者】――それは同調した神遺物を砕いてしまうレイジの、不ふ名めい誉よな二つ名。その言葉を受け、レイジは無意識に身構えていた。

「まさか第一位者に知ってもらってるとは……光栄だな」

　苦く笑しようするレイジとは対照的にジルオールはディオの指し摘てきに愕がく然ぜんとし、今度は言葉だけではなく表情まで完全に失なくしていた。

　ディオは、再びレイジとジルオールを流し見てから視線を逸そらし、止める。刹那、ディオから鋭い覇は気きが発せられ、場の空気が一層張はり詰めた。

「な……なになに？」

　その眼差しを向けられたのは、カナンだった。それに気付いたレイジはディオの視線を遮さえぎるように身をずらした。

「なんだ、コイツを知っているのか？」

「いや……見まみえたことは、無い」

「だったらその熱い視線はなんだ？　綺き麗れいなお姫ひめ様さまを連れているってのに、そんなにコイツに魅ひかれるか？」

　まだ一言も喋っていないカディグナーグの皇女・ジュリエットをちらりと見やり、視線の意図を窺うかがうために茶ちや化かしながら牽けん制せいする。だがディオの表情はわずかも揺らがない。

「魅かれる、か。確かに自然と魅みせられる、極ごく上じようの神遺物だ……――なぜ使わない？」

「っ！」

　カナンが背後でビクリと身を強張らせた。

（一目でカナンの腕うで環わを、神遺物だと見み抜ぬいたってのか……？）

　神遺使いは他の神遺使いが発する神域の力場を第六感的に知覚できる。だが同調もされていない神遺物からわずかに漏もれ出でる力場を読むなど、聞いたことがない。

「……なんで使わないかって？　それは破壊者に対しての皮肉か？」

「破壊者、だからこそ――なのだがな」

　ディオの発言の意味がわからず、レイジは眉まゆ根ねを寄せる。

「どういう意味だ？　……だが使うも使わないも、そもそもこの腕環は俺おれのじゃない」

「――なるほど、そういう……その程度の理解か」

「……なんだ？」

「いや、いい。もしソレを扱あつかって真価を発揮すれば、あのフレア・トゥルーズでさえもどうかと思ったのだが……他者が告げることではないだろう」

　残念がるように目を伏せてからディオが頷うなずき、それからそのまま踵きびすを返した。

「――待てよ」

　あっさりと立ち去ろうとするディオを、レイジは咄嗟に呼び止めた。

「ここになんか用があったんじゃないのか？　……じゃなけりゃ、こんな広場にあんたらみたいな身分の輩やからが来るハズがない」

「――……偶ぐう然ぜんだ」

「偶然？　王族貴族な奴やつ等らはほとんど中心エリアを出ないじゃないか。なのにお前らは市街地から外れた、こんな雑多なエリアに散歩にでも来たっていうのか？」

　ディオはこちらに背を向けたまま、わずかに間を置いてから言った。

「……昨晩、この辺りで異常な神域が観測され、我々はその調査でここに来たのだ。確かに、ここには用があった。だが、お前たちに会ったのは偶然だ」

「異常な、神域……？」

　こちらの反はん芻すうは無視され、ディオは一いつ顧こだにせず歩みを再開させる。その後を追う為、傍そばに佇んでいたジュリエットがこちらへ恭うやうやしく一礼をしてきた。

「では明日の【神話の再演】で――レイジと、あなた」

　いままで口を閉ざしていた美女は、やわらかな笑みをレイジとカナンの二人に向け、優やさしく言葉を送ってきた。

「ご武運を――お二人とも」

　それからジュリエットは身を翻ひるがえし、ディオの後ろに付き従う。

　唐とう突とつに現れた二人は、こうして悠ゆう然ぜんと去っていった。




　ディオの姿が見えなくなるまで、レイジは緊きん張ちようを解けなかった。

　ようやく一息吐つけた後、ゆっくりと周囲を見み渡わたす。いつの間にかジルオールの姿はなく、そしていまさらながらここがどこかを認にん識しきする。

　――〝昨晩、この辺りで異常な神域が観測され、我々はその調査でここに来たのだ〟

　神域とは、神遺物との同調時に発生する力場。

　ここは市街地外の公園広場。

「レイジ……？」

　自然とレイジはカナンを見つめていた。

「……そういうこと、なのか」

　ここは――昨夜、カナンと出会った場所。




　　　　　◆




「クソっ……!!」

　悪態とともに路地裏の壁かべを全力で叩たたく。古びたコンクリフトの壁に亀き裂れつが奔り、鈍い音が響いた。

「クソがクソがクソがクソがクソがクソがクソ――がぁ!!」

　呪じゆ詛そのように連呼しながらジルオールが、何度も何度も壁を殴なぐる。そしてついには大きな音とともに拳こぶしが埋うまるほど壁が砕くだけた。

「ハァ……ハァ……ハァ……アアアアアアアアア!!　監獄国家カデイグナーグの、逆ぎやく賊ぞく、如ごときが、僕に、意見など…………なんの、つもりだ!!」

　路地裏の薄うす暗ぐらい道をうなだれた姿勢で、ジルオールがゆっくりと進む。自尊心を踏ふみにじられ、まるで平静を保てていない。

「西の盟主・トゥルーズの貴族が大した有様だな」

　がなり立て近づきがたい憤怒の念を発するジルオールに、どこからともなく平然とした声が掛けられた。

　声は、路地裏奥おくから届く。ジルオールは歪ませたままの顔を上げた。

「誰、だ……！」

「弱さは、罪じゃない」

「……誰だと訊きいてんだろ!!」

「奇跡を起こすことも出来ず、独りでは存続すら危あやうく、世界を生き抜ぬけないヒトが弱いのは自明の理。そもそもが世界にとって不必要で誤りの存在なんだ。だから弱いことは罪じゃあない」

　コツ、コツ、コツ、と石いし畳だたみを踏む音とともに語る声が近づいてくる。

「人という種自体がそうなんだから、お前が弱くても誰もお前を責められない」

　ジルオールは吸い寄せられるように、ただ道奥の闇やみを見つめる。

「でもさ」

　ようやく闇からその者が出いでる。わずかに射さし込む陽ひに照らされ、姿が浮うかび上がった。

　現れたのは、騎士。

「困るんだよ、それじゃあ」

　重装甲ではなく美麗な装そう飾しよくが施ほどこされた軽甲冑を纏まとった男は――騎士だった。

　緩ゆるやかな口元と犀さい利りな眼光が印象的な男。

　姿を現したその男に、ジルオールはなにも言えなかった。一いつ瞬しゆんにして、騎士の空気に呑のまれていた。

「つっかかるんなら……もっとと上う手まくやってもらわないと、さ。やるんなら徹てつ底てい的てきに。じゃないと試金石にもならない」

　騎士の口調は軽かった。

　まるでいつもの朝の挨あい拶さつのように親しげで、その声は侮ぶ蔑べつも愚ぐ弄ろうもせず、ただジルオールの心を弄もてあそぶ。

「それにさ、脆ぜい弱じやくな若者……その無力――無力故の無様を、」

　そして騎士が、誘さそう。

「どうにかしたいと思わないか？」




　心に生じた隙すき間まを、声が確かに撫なでた。




「――望むなら、夢を見せてやろう」




　　　　　◆




　窓辺に肘ひじをつきながらレイジは夕暮れ時の外を眺ながめていた。

　煉れん瓦が造づくりのボロ家でこの二階の窓からだけ唯ゆい一いつ、世界樹を眺めることが出来る。

　自宅に戻もどり雑務をこなした後、この場所で一時過ごすのがレイジの習慣だった。

「……フレアか」

　明日のことを思おもい描えがき、戦う少女の名を呟いた時。とたたたたたた！　と階段を駆かけ上がる軽快な音が聞こえてきた。

　振り向くと階段のところからカナンがひょこりと顔だけ覗のぞかせていた。きょろきょろと辺りを窺い……こちらの姿を発見するとようやく上り切った。

「レイジ！　やっと見つけた！」

　聞こえてきたカナンの声がいつもの通りの調子で、レイジはホッとする。

　帰りにあったディオとのやりとりの後、彼女はどこか緊張を解けないでいるようだったからだ。

　家に着いてから楽しみにしていた食事を振ふる舞まってもそんな状態だったため、レイジは気分転てん換かんとしてゆっくりと湯を浴びるようにカナンに勧すすめたのだ。

（ジルオールにディオ……立て続けに色々あったからな。気き疲づかれでもしたんだろう。風ふ呂ろは思いつきだったけど、ちゃんと気分転換になったんなら良かった）

「どうだった、カナ――ン」

　途中、不自然にレイジの声が上ずった。それは目に入ってきた少女の姿のせい。

　カナンは湯上がりのせいで金きん髪ぱつがしっとりと濡ぬれ、吸い込まれそうな碧へき眼がんや透すけるような肌はだも潤うるみを帯びていた。

　ちょっとした雰ふん囲い気きの変化。だがそれにより改めてカナンの愛らしくもズバ抜けた容姿に気付かされたレイジは、出会った時と同じく一瞬言葉を失ってしまったのだ。

「ん？」

「いや、その……なんだ」

　そんなこちらの様子にカナンが不思議そうに首を傾かしげてきた。その仕草にやられつつ、レイジはさらにある事実に気づいてしまった。

　元々彼女はローブのような服の上から、レイジが貸した上着をだぼっと羽織っていたのだが、いまはそのローブを手に持ち、レイジが用意したシャツとズボンのうち、シャツのみをワンピースのように身に着けていたのである。

　生き地じは厚めでボタンもきっちり留とめてはいるが、きわどい丈たけなので湯上がりの太ふと股ももがちらちらと視界に入り込んでくる。

（なんで下穿はいてないんだよ……っていうか、そういえばカナンの下着ってどうなっ――）

「って！　なにを考えてんだよ、俺は！」

「なにかどうかしたの？」

「のわっ、カ、カナン！　……いや、違ちがうんだよ、その」

　こちらへ近寄るカナンに、反射的に身を引きそうになる。けれども彼女が平然としているのに過か剰じよう反応するのはどうかと思い、なんとか踏みとどまった。

「なにを見ていたの？」

「な、なにって別に変な目で見ていたわけじゃ……」

「外に、なんかあるの？」

「…………そと？」

　カナンが訊いたのは、どうやら先ほどまでレイジが眺めていた窓の外のことらしい。拍ひよう子し抜ぬけしていると、カナンがいきなりこちら側に身を乗り出してきた。

　カナンの背せ丈たけにとっては少し高めの窓なので、覗こうとした結果、窓の前に座すわるレイジとぴったりと密着する。

「俺がどくから……って、ちょ、ちょっと待て！」

「別にレイジは動かなくていいから！　そのままでいてよ……もぅ！」

　どこうとするレイジの身体をカナンは逆に押おさえ込み、台にして外を望む。

「……――世界樹、だ」

　目に飛び込むのは、この都市を空に支える世界樹。

　しばらく感かん慨がいに浸ひたるように景色を眺めてから、カナンはいきなりこちらを向いてきた。

「そういえば、レイジ！　さっきのあのヘンな貴族？　が『世界樹に訴うつたえたい望み』とか『神に縋すがりたい程ほどの願い』とか言ってたけど、あれは……どういう意味だったの？」

「ああ、あれか？　あれは、【神話の再演】の勝者はあの世界樹と同調し加護を得られるっていわれてるからさ。それにたとえての嫌いや味みだろうな」

「？　同調……？　なんか神遺物みたい」

「みたい、というか……世界樹は神遺物なんだよ」

「世界樹が……神遺物？」

　カナンの記き憶おく喪そう失しつな反応にレイジは言葉を足す。

「ああ。ただ、普ふ通つうの神遺物ではないけどな。あれは神話の時代に神の【極】を争あらそった、普通の神の遺物じゃない。あれは、それらの神々に争いの盤ばんを提供した神――この世界を創つくった、【創造神】の神遺物なんだよ」

「創造神の……神遺物」

　カナンの唇くちびるがレイジの言葉をなぞる。

「その、世界を創った神様の神遺物が……願いを叶かなえてくれるの？」

「そういう噂うわさがあるってこと。けど、ただの噂」

　真しん摯しに問うカナンにレイジは苦笑しながら返した。

「……噂？」

「この神しん殿でん都市に伝わる、都市伝説フオークロアっていった方がいいか。全一の極者は、勝利の祝福を得るため世界樹の奥へ進み【結けつ晶しよう核かく】に触ふれることが出来るから、その時に願いを一つ叶えてもらえる……ってな具合のさ」

　願い事が叶うという、話。

　神遺物の本体たる【結晶核】。創造神の神遺物と同調することが出来れば創造神の奇跡を得ることが出来る、ハズ――創造の奇跡に不可能なことは無く、望む願いを得られる……そんな御お伽とぎ噺ばなしのような噂話。

「勝てばなんでも願いが叶うって、わかりやすい話だろ？　だからだろうな、只ただの噂だと誰もが知ってるのにいつまで経たっても廃すたれない、この都市特有の噂だよ」

　誰もが真実ではないとわかっていて、なお消えない噂話。

　それは信じていなくても、真実であって欲ほしいと望む者たちがいる証明だ。

「そもそも【神話の再演】自体が、」

「――創造神に捧ささげられる儀ぎ式しき」

「う――ん？」

「【神話の再演】は神々を模も倣ほうし、神話の時代を再現し……創造神が創った戦いの盤としての機能を稼か働どうさせ、世界に輝きを齎もたらす儀式」

　説明しようとしていたことを滔とう々とうと述べられてしまい、レイジがあんぐりと口を開ける。と、そんなレイジの反応を見て、カナンが自分の発した言葉に気付く。

「――あ、れ？　私、いま……」

「カナン……もしかして、なにか思い出したか？」

「……ううん」

　けれど彼かの女じよは戸と惑まどいながらもゆっくりと首を横に振った。

「わからない」

「……わからない？」

「なにも、思い出せてはいないの。でも自然に、喉のどの奥から言葉が出てきたのは……本当。きっと私はなにかを知っている……んだと思う。そして、心の奥おく底そこのなにかが――」

　カナンは自分の胸に掌てのひらを当て、遠い世界樹を見つめながら、浮かんできたという気持ちを吐と露ろする。

「あの、世界を創った神様に逢あいたいと想おもっているの」

　見たいでも触れたいでもなく――逢いたい。

（創造神に、逢う。それは失われているカナンの記き憶おくとなにか関係あるのか……？）

「――ん？」

　言葉の真意を探さぐる途と中ちゆう、いつの間にかカナンがこちらを見つめていた。

　向けられたその眼まな差ざしに熱さを感じる。

　内側から溢あふれる想いすべてが、レイジへ一心に注がれているようだった。

「そしてね、レイジ。私は――私の心は、あなたと一いつ緒しよにいたいと想っているの」

　彼女の小さな唇が紡つむぐのは、そんな願望。

　そして、その言葉とともにカナンが身を託たくしてきた。

「――か、カナン!?」

　しなだれかかってくる華きや奢しやな少女の両りよう肩かたを咄とつ嗟さに掴つかみ、彼女の身体を受け止める。

　一度間を置いて、どぎまぎしている気持ちを落ち着かせる。それからしっかりと少女の瞳を覗くと、そこに灯ともる光は揺ゆれていた。

　怯おびえとも恐おそれともわからないが、彼女の心の不安をレイジは感じとった。

「ねぇ、もしも……もしも、だよ」

　カナンはゆっくりと視線を下げ、自分の右みぎ腕うでに嵌はまる漆しつ黒こくの腕環を見つめる。

「この神遺物を……レイジに渡わたしたらどうする？」

「……どういう意味だよ」

「これをあげたら、あなたは私と一緒に――」

　そんな風に不安交じりの言葉を紡ぐ少女を、

「――ここにいたいんだったら、いればいいだろ」

　レイジはあえてあっさりと遮ってみせた。そのあまりのあっけなさに、カナンが驚おどろいたらしく目を丸くする。

「なにを言ってくるかと思えば、このボロ家にいたいって？」

「あ、あの……レイジ？」

「別に好きにすればいいだろ。こっちは、こんな所じゃイヤだろうから落ち着いたらどうしたいか相談しようと思ってたってのに……ったく、心配しがいがない」

　わざと大げさにレイジが呆あきれてみせると、カナンがあたふたし始めた。

「レ、レイジ……私が言いたいのは、そういうことじゃなくて！　私は自分が誰だれかも、なんなのかもわからないんだよ！」

「それは聞いたよ」

「だから！　なにがあるか……わからないんだよ!?　危険なことだってあるかもしれない……そもそも出会った時だって」

「ああ、そんなことはもう、出会った時からわかってるだろ」

「あ……」

　必死に訴えるカナンの頭にレイジは無ぶ遠えん慮りよに掌を置く。そしてそのまま、ぐりぐりと撫でた。

「レ、レイジ！　話を聞い……ぁ、だ、駄だ目めなんだよ……こ、こらぁ！」

　少女の制止も無視して、レイジは逆に彼女が黙だまるまで撫でに撫でてから掌を離はなす。

　カナンはくしゃくしゃになった金髪を手て櫛ぐしで直しながら、「うぅ……」とレイジを涙なみ目だめで睨にらむ。そんな風に拗すねる彼女にレイジは澄すまし顔がおを返した。

　しばらくの沈ちん黙もくの後に少女は、

「…………面めん倒どうを、見させてあげる」

　ふてくされた顔でようやく、いつもの調子で了りよう承しようを告げてくる。

　レイジは恥はずかしげな少女に、今度は優しく笑いかけた。

　すると、しばらくして落ち着いてから、カナンが再び遠えん慮りよがちに訊いてきた。

「ねぇ、レイジ……」

「ん？」

「この神遺物の腕環さ。私にはよくわからないけど、スゴいモノなんでしょ？」

　レイジは首を傾げ、思案しながら答える。

「多分、な。俺もそこまで目め利ききじゃないが、それがスゴいモノってのは間ま違ちがいないだろ」

　神遺物には格位があり、それはどれだけの神性情報が残っているかによる。神遺物が放つ輝かがやきは世界法則への干かん渉しよう度合を示し、神遺物の輝きと描く奇き跡せきの強さは比例していた。

　低位の神遺物ならば販はん売ばい認にん可かされた店で買うこともできるが、高位の神遺物は大体が血けつ縁えんの中で受うけ継つがれたり国家に管理されたりする為ため、市場に出ること自体が稀まれだ。

　一いつ般ぱん人じんが高位の神遺物を手にすることは――それが桁けた外はずれに高額だということを差し引いても――難しい。

「あの時のあの輝きは、並の神遺物じゃ出せない。宿っている奇跡がどんなもんかにも依よるだろうが……」

「じゃあさ！　もしもコレがレイジの役に立つんなら……本当に貸そうか？」

　レイジの肯こう定ていにカナンは意を決したように、だがどこか遠慮がちに先ほどのこと――腕うで環わのことを提案してきた。

　だがその空気は先ほどとは異なる。今度はなにかの取引でも対価を求めてでもなく、純じゆん粋すいにレイジのためを思っての発言だろう。

「いや、いいよ。壊こわしたらマズいだろ」

「……レイジぃ」

「な、なんだよ」

「こっちは思い切って訊いてるんだよ！　それをそんなテキトーに返さないでっ」

　カナンが両手を振ふり回まわしながら怒おこってきた。自分的にはちゃんと返したつもりだったのだが、ダメだったらしい。レイジは戸惑いながらも弁解する。

「いや、こっちだって別に適当に言っているワケじゃなく」

「うそっ！」

「う、うそって、あのな……本当にいいんだよ。もっとも、破は壊かい者しやな俺おれじゃせっかくだけど使えないだろうが」

「でもほら！　ディオとかいうヤツも言ってたじゃない。使ってみたらもしかして……」

「……そう言えばそんなことも言ってたか」

　カナンに食い下がられ、レイジは腕うで組ぐみしながらその時のことを思い出す。しかし、それでもレイジは結局、軽く首を振ってみせた。

「でも、いいんだよ。それはカナンのだし、俺はそのうち自分の神遺物に出会えるって信じてるからさ、その時まではこのままで」

「その時までって……でも、あのフレアとは明日戦うんでしょ？　そのままで、勝てるの？　第七位のあいつは強いんじゃないの？」

「ま、強いだろうな」

　必死なカナンの心配をレイジはそっけなく認めた。あまりにあっさりだったためか、カナンが「ええっ！」と声を上げ、わたわたと慌あわてはじめる。

「それでも戦うと決めているんだ。相手の強さを気にしても仕方ないだろ」

　だがレイジはさらに平然とそんな風に言い切ってみせた。そんなレイジの揺るがない様を見て、カナンはなにかを思い出したようだった。

「……ねぇ、レイジ」

「ん？」

「レイジは、世界樹に願いたい――なにか、望みがあるの？」

　少女が見えない奥底を探るように、こちらを見つめてきた。

【神話の再演】の勝者に与あたえられる幻まぼろしの栄光。

　それは只の噂話。

　けれどもその虚きよ構こうの光が、心の奥底に潜ひそめた欲望の影かげを映し出す。

「たとえ嘘うそ偽いつわりだと知っていても願わずにはいられない……望みがあるんじゃないの？」

「望み、か」

　――もしも、只一つ願いが叶うならば。

「けどな、俺は別になにも、」

「本当に、無いの？」

　軽い返しを拒こばみ、カナンが純粋な眼差しで念を押おしてくる。

　どれだけかの沈黙の後、レイジは止めていた息を洩もらした。

「無いって答えることが、俺の望みなんだろうな……そのために俺は〝最強〟になりたいんだから」

　いつも通りに紡いだつもりが声には鋭するどさが宿っていた。

「どうして、そんなにそれを――最強を、望んでいるの？」

　カナンが緊きん張ちようした面おも持もちで問う。しばらく考え込んでから、レイジは心を決めて口を開いた。

「つまらない話なんだけどな、聞いてくれるか？」

「……うん」

　こちらの決意を感じ取ってくれたのか、カナンが深く頷うなずく。

「生まれた時にもう父親がいなかったんで、俺は母と姉との三人で小さな町で暮らしてた」

　それは、幼い頃ころの思い出話。

「そこは三大国家にも属ぞくさないというか属せないような辺境の小国の、なんでもない町だった――そんな町がある日、テロリストに襲おそわれたんだ」

　それは辺境の町を突とつ如じよ襲った悪夢。

　町を襲ったのは【人じん智ち同盟】――神遺使いにより構成された国際テロ組織。後から聞けば、町を襲しゆう撃げき・占せん拠きよしたのはその末まつ端たん組織のさらに枝葉の者たちだったらしい。

　なんの思想も計画性もない、野盗と変わらぬ行こう為い。

　だが辺境の小さな町には、それを鎮ちん圧あつできる力も備えもなかった。

「一応、保安官や自警団も居たんだけどさ、真っ先にやられちまった。そのあたりはやっぱ野盗よりは賢かしこかったんだろうな」

　抵てい抗こうの為のわずかな武力も潰つぶされ、町は本当になにもできなくなった。

「あとはもう好き勝手やられるだけ……蹂じゆう躙りんされるのを待つしかないと思った時、町で唯一の元・神遺使いがテロリストに挑いどんだんだ。それは誰でもなく、俺の母だった」

「レイジの……お母さん？」

「母が神遺使いだというのは知ってた。けど俺はその時までどれだけの神遺使いかは知らなかった」

「……強かったんだ、お母さん」

　カナンが優やさしい声で零こぼすと、レイジは苦く笑しようしながら少し自じ慢まんげに答える。

「ああ、元々やたらと気と腕うでっ節ぷしの強い母親だとは思っていたが……本当に、神遺使いとして強かった。なんたってテロ集団をたった一人で壊かい滅めつ寸前まで追い込んだんだ」

　快活で気も力も強かった母。だが意外にも怖こわいという感じはなく、優しく綺き麗れいな印象が心に残っている。さらに、その辺の要素を欠かすことなく継いでいるのが姉だった。

「俺も姉も……いつも明るい母が好きだった」

　母は仕し舞まっていた神遺物を手に取り、戦った。

　彼女は、絶望に近い逆境にも怯ひるまなかった。

　だがその母は結局、殺された。

「……どうして？　……お母さんは……強かったんでしょ？　レイジが憧あこがれるほどに」

「ああ、母は強かった」

　記憶を記憶のまま伝えるため、レイジはなだらかに声を紡ぐ。感情を交じらせたら言葉にする自信がなかった。

「じゃあ、どうし――」

「だが、彼女は自らの神遺物を手放したんだ――息むす子こを、人ひと質じちに取られて」

「え」

　一拍ぱく遅おくれてから、カナンが言葉の意味に気付く。

「それはつまり……レイ、ジ」

「母親が好きで、俺はその強さが誇ほこりだった。だから俺はあの時、母親の邪じや魔まになりたくなかった。戦いを放ほう棄きしてほしくないと……思っていた」

　レイジは誰にともなく、懺ざん悔げするように語る。カナンはグッと耐たえるように小さな両掌を合わせ握にぎりしめていた。

「けど俺はその心を、叫さけべなかった。そして、母親が神遺物を手放した時、俺は確かに……安あん堵どしたんだ」

　あの時、自分の首元に突つき付つけられていた刃やいばが下ろされて、喜んだのだ。母にどういう未来が待っているか、わからないはずがないのに。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、と笑う母に俺は……――！」

「でも……でもでも、でもっ！」

　自じ嘲ちようするレイジに我が慢まんできないとばかりに、カナンが大きく首を振りながら声を上げてきた。

「……レイジはその時、小さな子供だったんでしょ？　だったらどうしようもないじゃない！」

　少女がレイジの代わりに弁解してくれる――仕方なかったんだ、と。

　それは罪ではないかもしれない。

　誰かに赦ゆるしを請こえば、赦されることなのかもしれない。

「そうだな」

　カナンの必死の訴えをレイジは聞き入れる。

「……そう、幼い俺を誰も責めなかった。姉でさえ、俺のせいだとは言わなかった。みんな、母親を失った俺に優しくしてくれた。だから俺もそう思おうとした。仕方なかったんだ――どうしようもなかったんだ、と」

　語りながら、いつの間にかレイジは拳こぶしを力の限り握りしめていた。

「けどそれでも消えないんだ。思ってしまう、俺のせいだと。俺が弱かったせいなんだと。俺がもう少し強ければ全すべては……って」

　先ほど受けとめた優しい言葉全てを否定し、レイジは己おのれの罪悪感全てを肯定する。全てが自分のせいであり、弱さの結果だったのだと。

「そんな……違うよ」

　いつの間にかカナンが泣き出しそうな顔でこちらを見つめていた。

「違ちがわないんだ。全てを解決したのも、結局力だったんだから」

　母を殺したテロ集団は、その後到とう着ちやくした対テロ部隊の神遺使いに殲せん滅めつされた。

　絶対にどうしようもないと思っていたコトが、あっさりと排はい除じよされた。

　力に踏ふみ躙にじられ、力に救われた。

　解放され町が歓かん喜きに沸わく中で、レイジは茫ぼう然ぜんと想った――この力を俺が持っていたら、全部なんでもなかったんだ、と。

　町が蹂躙されることも、母が死ぬことも、姉が泣くことも……なかったんだ、と。

「どうしようもできなかったのは、ただ俺が弱かったから。俺が全てをひっくり返せるほどに強ければよかったんだ、って」

　無意味な妄もう想そう――だがそれが無意味なのは、無力だったから。

「俺は、あの時の無お力れを決して赦せないから、ここにいるんだ」

　その想いはもはや感情というよりも、心の一部。

「だから、もしあの時に戻もどれるならって……考えないわけじゃない」

「……レイジ。それがレイジの願い、なんだね。あなたはお母さんを――」

「――違う。そうじゃない……言ったろう？　願いは、無いって」

　告白を受け止めてくれたカナンが紡ぐ言葉を、レイジは無下に遮さえぎった。

「もしたとえ世界樹の噂うわさが本当だとしても、俺はそれを世界樹に望んだりはしない」

「……え？」

　誤りの時をやり直したい。失った人を取り戻したい。

　それは願って当然の望み。

　そんなある種の否定しようのない正しさを、レイジは否定する。

「それは願ったり望んだりすることじゃないから」

　なぜならそれは、全ての否定だから。

　過去に苦しみ、後こう悔かいしたとしても、その過去そのものを否定はしない。自分の為に命を捨てた母の決意を、己の脆もろさの為に汚けがしはしない。

「俺は過去をなくしたりどうにかする為に戦ってるんじゃない――俺は、なにも願わない」

「じゃあ……！　レイジはなんの為に【神話の再演】に参加するの？　レイジは地位や名めい誉よなんかの為に戦っているんじゃないのはわかるよ。でも、だとしたらあなたは……――戦いの先になにを求めているの？」

　カナンからの再びの問い。

　もう一度問うのは、もはや望みや願いではなく、ただ純粋なレイジの心。

「言ってるだろ？　俺は俺の無力が赦せないって」

　その想いこそがレイジが力を求める根底。

　思おもい詰つめたようにこちらを見るカナンに、レイジは苦笑しながら、

「救いたいと思うもの全てを救えるように俺は――最強で在りたいんだよ」

　途と方ほうもなく傲ごう慢まんな想いを、無む邪じや気きに口にした。




　　　　　◆




（……やっぱり帰りましょう）

　外灯の下、ひとり佇たたずんでいたフレアが溜ため息いきを吐ついてから踵きびすを返した。

「おいおい、ここまで来て会わなくていいのかよ」

「っ！」

　唐とう突とつな声こえ掛かけに、赤髪を揺らしながらフレアが振り向く。そこには眼帯長身の男・ライナーが壁かべに背をもたせかけながら立っていた。

「ラ、ライナー！　どうして貴方あなたがこんなところに!?」

「そこを訊きいちゃうのかい？　そこを訊かれたらこっちも聞き返さないといけなくなるぜ。『フ、フレア！　お前こそどうしてこんなトコロにいるんだ!?』ってさ」

　ライナーが壁から背中を離し、飄ひよう々ひようと近寄ってくる。

「そ……それは」

「それにしてもホント奇き遇ぐうだな。こんな市街地外の……レイジの家の近くで会うなんてなぁ……レイジの」

「べ、別にここにはたまたま来ただけで……その」

　堪たまらずフレアは目を泳がせる。

　ライナーがやたらと指し摘てきするように、ここはレイジの家の真ん前だった。周囲の寂さびれた雰ふん囲い気きに古びた煉れん瓦が造づくりの家がよく馴な染じんでいる。

　ただ商業施し設せつもない倉庫街みたいな区画なので、たまたま通るなんてことはまずない。

「ココに住んでたら別だけど、こんなトコ用事がなけりゃ来ないよなぁ。どうしたんだ？　今日のジルオールの非礼を代わりに詫わびにでも来たのかい？　それとも明日の戦いについて、なにかを伝えに来たのかい？　そ、れ、と、も、単純に愛いとおしくなったのかな」

「そ、それ以上のからかいは宣戦布告と見なすわよ！」

「おおっと、じゃあ、あれか。ヤツのことは愛おしくないと、別にどうでもいいと思ってるんだな？　いやぁ寂しいねぇ哀かなしいねぇ」

「レイジをどうでもいいなんて思っているハズないでしょう！　わ、私が彼かれに、いつからどれだけ魅ひかれているかも知らな――……あ」

　フレアは自分がなにを言っているのかに途中で気付いて、掌てのひらで慌てて自分の口を押さえるが……どうにも遅おそい。ちょっと間を置いてから、恐る恐るライナーの顔を見やると、彼は『照れずに続きをどうぞ』と言わんばかりの澄まし顔をしていた。

「い、いまのは違うから！」

「へぇ、やっぱり違うんだ」

「ち、違くはないけれど、そうじゃなくて！」

「じゃあやっぱり――」

「ち、違う――わ、私はっ!!」

　というようなやりとりを数度繰くり返かえさせられた。それからフレアは切れた息を整えてから、なんとか攻せめ返そうとライナーに詰め寄よった。

「そういう貴方こそ一体なにを――」

「あ、ちなみに俺はテキトーにぶらついてたら珍めずらしい人ひと影かげを見つけてさ。夜よ這ばいでもするのかなぁ……って覗のぞいてたんだけど、なにもせずに帰ろうとしたから『おいおい、ちょっと待った！』と思って声をかけたわけよ」

「よ、夜這い!?　な、なにを考えているのよ。私がレレ、レイジにそんな……」

「俺は別に誰が誰にどうとも言ってないんだけどなぁ。そうかお姫ひめサマは豊かな胸の奥おくにそんな想おもいを秘ひめていたのか……」

「～～～～っ!!」

　ライナーに軽くいなされ、結局フレアは悔くやしくも押し黙らされた。

「ハッハッハ、俺の言うことは全部本気だけど全部冗じよう談だんなんだからあんま気にしない方がいいぞ、真面目まじめなお姫サマ！　って、いや、でもホント、どうしたんだよ、フレア」

　こちらを振り回すだけ振り回してからの、平然とした問いかけ。フレアはもう口をきかないとばかりに目を逸そらした。

　だが、じーっと見続けてくるライナーの眼力にいつしか屈くつしてしまう。

「ああ、もう！　なんでここに来てしまったのか……それは私もわからないわ」

　胸を抱だくように組む腕に力を入れながら、フレアは纏まとまらない心のままに答える。

「ただきっと私は戦う前にしっかりと話しておきたかったんだと……思う」

「なるほど……愛しい彼と戦う前に自分の気持ちを告げておきたかった、と」

「そ、そんなコト言ってないでしょ?!　どうしてなんでもそういう風に捉とらえるのよ！　私の彼に対する気持ちはもっと、その、純粋で……」

　少しでも真しん剣けんに答えたことを、フレアは顔を赤くしながら後悔した。

「いやいや、まぁざっくりと気持ちはわかったけどさ」

「絶対にわかってないわ！」

「ままま、そこは認にん識しきの相そう違いだな。でもだったら会わなくていいのか？　さっき去ろうとしてたろ」

「うっ…………！」

「はっはっは、これは的確な指摘だろう？」

　ライナーが実に爽さわやかにイヤミな笑えみを向けてくる。この男はふざけたことに、ふざけながらも要点は外さない。

「……来ておいてなんだけれど、ここで会うのは違うと思ったのよ」

　フレアは結局、堪らずに息を吐きながら心情を吐と露ろした。

「いいのかい？」

「いいのよ。明日、正式な場で確かめる。どうせ、彼はきっとなにがあっても引かないし」

　凛りんとした声で言い切ると、そのままフレアはふたたび踵を返した。

（それに……）

　歩み出す前に最後、ちらりとレイジの家の二階の窓に視線を送った。

　そして、誰だれにも聞こえないほどかすかな声で、フレアは一言呟つぶやく。

「ちょっとだけ……彼の姿が見れたしね」







第三章　灼熱の姫君　フレア・トゥルーズ







　青天の空にいくつもの祝しゆく砲ほうが撃うたれ、街に轟ごう音おんが鳴なり響ひびく。

「レイジ、レイジっ！　なんか今日は人がすごいよ！」

「ああ、今日は【神話の再演】のオープニングだからな。街全体がお祭りなのさ」

　こちらの袖そでを引っ張りながらカナンがはしゃぐとおり、広場には出店や屋台まで立ち並び、大勢の人々で賑にぎわっている。周囲の建物には横断幕が張られ、どこから散らされたのか空には紙かみ吹雪ふぶきが舞まっていた。

「お祭りかぁ……で、それで今日はどこに行くの？　昨日と同じトコ？」

　人々の活気を楽しそうに眺ながめていたカナンが、くるりと瞳ひとみをこちらに向けて訊いてきた。

「今日行くところは、戦せん技ぎ盤ばんさ」

「せんぎ、ばん？」

「争いのためだけの舞ぶ台たい、戦技盤。ほら、あそこだ」

「わあぁっ！　あれなの？　あのおっきいトコ全部が戦技盤ってやつなの!?」

　レイジが広場の向こうに見えてきた円柱建築を指さすと、カナンはその大きさと景観に驚おどろきの声を上げた。

　一見巨きよ大だいな壁にさえ思えるそれは、神の力を操あやつる神遺使いレガリア同士が戦せん闘とうを行う為ために設計された円形闘とう技ぎ場じよう【戦技盤】。

　現代技術の粋すいを結集した施設でありながら、外観はわざわざ古びた大理石で装そう飾しよくされており遺い跡せき然ぜんとしていた。そのスケールと趣おもむきが、そこが特別な場所であると訴うつたえてくる。

　これから行われる【神話の再演】のオープニングの為、レイジはカナンを連れてそこへ向かっていた。

「これからあそこでレイジが戦うんだね」

「ああ、あそこで俺おれは、」

「いよう！　レイジにカナン嬢じようちゃん！」

　レイジの感かん慨がい深ぶかげな呟きを陽気な声が吹ふき飛とばす。二人がうんざりしながら振ふり返るとそこには予想通りライナーが片手を振って立っていた。

「うわぁ……」

「ん？　おいおいなんだよ、嬢ちゃん？」

　傍そばに来たライナーはわざわざ目線を下げて、うろんげな顔をするカナンを見る。

　ジッと見つめられたカナンはレイジの背中に回り込んで身を潜ひそめ、脇わきからライナーを睨にらんだ。

「はっはっは、なんかあんまり好かれてないみたいだな、俺」

「お前……昨日のやりとりで好かれる要素は皆ゼ無ロだったろ」

「そうか？　結構喋しやべってたから好感度的にはかなり貯たまったと思ったんだがなぁ。女心は難しいねぇ」

　ライナーは本気とも冗談ともつかない態度で「やれやれ」と両掌を広げポーズを取る。次いでこちらの顔を見てニヤリと笑う。

「それにしてもレイジはよく無事にここまで来れたな」

「？」

「あ～、レイジくらいだと顔を知られてないから逆に安全なのか？」

「どういう意味だ？」

「いや……いやいやいや、もしかしてアンタのお蔭かげなのかい？」

「だからお前はなにを――」

　こっちの声を無視してライナーは勝手に喋り続けて納なつ得とくし、さらに問いかける。レイジは怒ど鳴なる途と中ちゆうで、ライナーの言葉が自分へのものではないと気付いた。

「――神格序列・第九十九位者」

「!?」

　背後から届いた、低く重い声。無意識の内にライナーが声を向けていた者だと察し、反射的に振り返る。するとそこには気配もなく大おお柄がらの男が佇んでいた。

　格好はレイジたちと同じ学園の制服。長身のライナーよりもさらに背せ丈たけがあり大きく、巨きよ躯くという言葉をそのまま当あて嵌はめたかのような男がこちらを静かに見下ろす。

　互たがいの視線がぶつかる。生じた緊きん迫ぱく感かんからか、傍に寄より添そうカナンがレイジの服を強く握ってきた。

「第十位者、グレイズ……！」

「ほぅ、我を知っていてくれるか」

　レイジが思わず零した言葉に巨躯の男・グレイズが感心する。

「別にあんたを知ってんのは不思議じゃないだろ。【大いなグラン・エる十梯デイシヨン】は一人残らず有名なんだから。逆にそっちはなんで俺なんかを知っている？」

　神格序列の上位者には畏い怖ふと敬意と羨せん望ぼうが向けられる。その中でもここ一年間不動の最上位者・十名である【大いなる十梯】は別格。学園の生徒で知らぬ者はいない。

　無論、レイジも例外ではない。だがレイジがグレイズに抱くのは、畏怖でも敬意でも羨望でもなかった。

　眼前の男を〝最強〟を目指す為に倒たおさねばならぬ対象だと認識し、レイジは瞳に自然と戦意を灯ともしていた。

「貴き殿でんは聞いていた以上に勇ましいようだな。だが、いま刃を向けるべきは我ではない」

　だがグレイズは自分に向けられた戦意を取り合わずに軽くいなす。

「そして、いまの我の役目は第九十九位者、つまり貴殿を無事に盤まで送り届けることだ」

「へぇ、第十位者がエスコート役！　レイジも偉えらくなったねぇ……誰の気き遣づかいなんだか」

　ライナーがいつもの軽い口調でグレイズに話しかける。対してグレイズはそんなライナーに一いち瞥べつのみを返した。

「ライナー、お前はさっきからなにを言ってるんだ？」

　言葉の意味がわからず若じやつ干かん苛いら立だちを込めて睨むと、ようやくライナーがこちらを見る。

「レイジは一応、礼を言っといたらどうだい。コイツはここまでけなげにお前を護衛してくれてたんだろうからさ、陰かげながら」

「護衛？　なんで俺に――」

　レイジが再度ライナーに詰め寄ろうとした時、広場に激しい叫び声が響いた。びっくりしたカナンが左右を見み渡わたす。

「な、なになに、なんなの？」

「お？　ちょうど良さそうだな。あれを見ればどういう意味かわかるんじゃないか？」

「あ！　ねぇ、あそこにいるのはフレアじゃない？」

「フレア？」

　なんだか騒さわがしい様子の広場の向こう側を見やる。すると人だかりの中心には、確かに深しん紅くの髪が映える美少女が立っていた。

「せっかくだ。もうちょい近くで見ようぜ」

　面おも白しろそうに笑みを浮うかべるライナーに促うながされ、向こうへ進む。レイジは近づく途中、ざわめきが単なる騒ぎと違うと察した。

　歩きながら後ろについてくるカナンの様子を見ようとした時、再び声が上がった。

「――フレア・トゥルーズ!!」

　それを発したのは、フレアと向かい合って立つ見知らぬ男。どうやら人だかりはフレアとその男を中心に出来ているようだった。

「……まだ、やるつもりなのかしら？」

　名を呼ばれたフレアが気だるげに口を開く。その声こわ色いろは男とは対照的に醒さめたものだ。

「逃にがしはしないぞ、灼しやく熱ねつ姫ひめ！」

「逃げたつもりはなかったのだけれど？　貴方が立ち上がれそうもなかったから終わったものとばかり、ね」

「～～っ！　勝負はまだ終わっていない！　さぁ続きだ!!」

　フレアの指摘を誤ご魔ま化かすように、男は乱暴に右みぎ腕うでを振りかざした。その掌が握にぎる宝玉が輝かがやきを放つ。

　光に照らされた周囲の人々が『待ってました』とばかりに歓かん声せいを上げた。その様を眺め、レイジはようやく状じよう況きようを理解した。

「くそっ……そういうことか」

　苦々しい顔のまま、レイジがライナーとグレイズそれぞれに視線を送る。グレイズは無言で視線を受け、ライナーはなぜか満足げに笑う。

「多分、フレアはここに来るまでにも何戦かやってんじゃないか？　【大いなる十梯】だとこういう時大変だよなぁ、有名税ってヤツかね？」

「？　？　レイジ、どういうこと？」

　己の迂う闊かつさにうんざりしているこちらを、カナンが不思議そうに覗き込んできた。

「俺もああいう【神話の再演】の参加者じゃない奴に挑いどまれていたかもしれないってコト――だろ？」

　カナンに答え、ついでに陽気に笑うライナーを一睨みしてから、レイジは改めてフレアと見まみえる男の顔を確かめる。

　神遺物レガシイと同調する男はレイジたちと同じ学園の制服を着ている。だが昨日の講堂では見かけなかった顔だ。

「参加者じゃない？　？　？　どういうコト、なの？」

「俺やライナーみたいに百位圏けん内ないにギリギリ滑すべり込こんだ奴らがいるってことはつまり……滑り込めなかった奴らがいるってこと、だろ？」

「そう！　そして、そんな奴らは思うだろうねぇ……ちょいと違っていれば、あの時の点数が、あの時あいつが、コレがああでアレがこうだったら……なんて、な。まったくの圏けん外がいだったら諦あきらめもつくだろうが、ギリギリの野や郎ろうほどやさぐれるだろうねぇ。なんで俺が！　運が悪かっただけだ！　平等じゃなかった！　間ま違ちがっている！　って」

　ライナーが大おお袈げ裟さなジェスチャー混じりに落らく伍ご者しやの心情を表現する。

「なにを妄想してどう自分を慰なぐさめようが、思ってるだけなら実害はない……でも中には暴走しちまうヤツがいるってことさ。ま、気持ちはわかる、しかも、そんな気持ちを晴らす方法は簡単だ。【神話の再演】は強者の祭さい宴えん――参加しているヤツに勝てば『俺の方が上だ』って証明できるんだからな」

　ライナーが語る意味に気付いたのか、カナンがそこでハッとしたように目を見張る。いまがその証明の為の現場なのだ。

「な？　レイジはよく無事にここまで来れたよな。もしくはデカい兄ちゃんがよっぽど頑がん張ばってくれてたのか……なぁ？」

　それはレイジも気になるところだったが、グレイズは相変わらず言葉を返さなかった。

「お前を倒して認めさせてやる……俺に資格があるってことをな!!」

　再び一ひと際きわ大きく男の声が聞こえてきた。視線を戻もどすと男の放つ神域の光が宙で収束していく。周囲の観客はこういうイザコザには慣れた様子で、距きよ離りを取って突とつ発ぱつ的てきな余興みたいに楽しんでいる。

「ねぇねぇ、そういえばあの二人は戦っていいの？」

「どうしてそう思うんだい、嬢ちゃん？」

「なんか【神話の再演】前の戦いはダメだとか黒くろ髪かみが言ってた気がするから」

「黒髪？　あぁなるほど。その第一位者サマの言うコトはその通りさ。けどダメなのは参加者同士。ほら、あいつは参加者じゃないだろ。だからコレはさ」

「――ただの喧けん嘩かってワケだ。学コ園コでは珍しくない、少しハデな」

　レイジが継ついだ言葉にライナーが同意の笑みを返す。その呼吸の合ったやりとりにカナンがムスッとした瞬しゆん間かん、周囲が鳴動した。

「神遺虚構グラフイツクス……――《天落のメテオロス杙柱・クラツジ》!!」

　次いで男の頭上に、神しん殿でんを支える円柱の如く巨大な岩石が出現した。その大質量の岩柱は一いつ端たんが杙くいのように尖とがっており、その切っ先は当然のごとくフレアに向いている。

「……俺の、勝ちだ」

　男が堂々と言い放つ。しかし、いきなり勝利宣言されたフレアは表情も変えずなにも言い返さない。

「灼熱姫の異名を持つトゥルーズの姫君……炎ほのおの神遺虚構を操るあんたじゃあ、俺の《天落の杙柱》には勝てない。焼き焦こがすしかできない炎じゃ、この質量をどうこうすることは不可能。ぶつかり合えば、俺の負けは無い！　だったらもう俺の勝ちしかありえない！　言葉もないだろう?!　神権の相あい性しようさ……俺が神遺虚構を出せた時点でこの勝負は決した!!」

　静かだった声は最後には叫さけびになっていた。その様は勝利の自信に酔よっているというよりも、必死に自分へと言い聞かせているようだった。

「神しん卓たく機関も生徒会の奴らも第七位者に勝てば文句は無いだろう！　【神話の再演】に参加するのは強者!!　つまりはこの俺――」

「炎、ね」

　一言。

　フレアの艶つややかな唇くちびるが紡つむいだ瞬間――空が、燃えた。

　次いで、轟音。その地じ響ひびきと錯さつ覚かくするような音は、空中の岩が炎えん上じようする音だった。

「なっ……」

「まったく……なにを言っているのかしら」

　いたたまれなくなったのか、フレアが茫ぼう然ぜんとする男に言い捨てる。

「物理的な条件ステータス・順序プロセスを無視してこそ、神の奇き跡せき――故ゆえに私の神遺虚構《紅蓮の創出プロミネンス》は、全すべてを燃やし灰かい塵じんと為なす……そう全てを」

　フレアの台詞せりふが過言ではないと示すように、《天落の杙柱》は一片も残らず燃やし尽つくされる。いつの間にか男は膝ひざを折り、そしてそのままガックリと両掌を地面についた。

「これが…………灼熱姫!!」

　圧あつ倒とう的てきな光景に心まで焼き尽くされたのか、男はそのまま立ち上がれなかった。余よ韻いんの火の粉が舞う中、灼熱姫は静かにその様を見下ろしていた。

「さすがは第七位者、結局一歩も動かずに撃げき退たいしてみせたな」

　ライナーが歓かん喜きの口笛を鳴らす。それが合図となり、周囲から盛大な拍はく手しゆと喝かつ采さいが沸わき起おこった。だが当の本人は勝利の余韻に浸ひたることもなく、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえす。

　そのままフレアは無言で戦技盤へと歩み去っていった。

　一いつ瞬しゆんだけレイジは彼かの女じよと目が合い、その時わずかに相手の表情がゆるんだ気がした、のは多分自意識過か剰じようだろう。

「第九十九位者、貴殿もあそこへ行くのだろう。我われがあの門まで無事に送り届けるぞ」

　彼女の背中を見送っていたら、グレイズが申し出てきた。

「……まだ付いてくるのか？」

「それが我の役目だ」

　グレイズはもうすぐそこの戦技盤までの道程をキッチリとエスコートするつもりらしい。「にしてもなんでフレアには護衛が付いていないんだ？　あっちの方が必要だったんじゃないか？」

「彼女自身が不要と申し出、それを尊重したまでだ」

　生き真ま面じ目めそうなグレイズにレイジは嫌いや味みを投げかけたが、淡たん々たんと言い返された。

「じゃあなんで俺には有う無むを言わさずなんだよ」

「貴殿は既すでに前科があるだろう、昨日のな。故に生徒会としては今日のイベント開かい催さいまでは見守る必要があると判断したのだ」

「……それを言われるとな。じゃあ、せっかくだから最後まで頼たのむよ、第十位者」

　逆に痛いところを突つかれたレイジは先を促して歩き始め……当然のことながら、すぐに戦技盤に辿たどり着ついた。




　　　　　◆




「奇跡が奇跡として隠いん匿とくされ、一極の支配により文化、思想、知識、全てが淀よどんでいた暗黒時代。その時代を我々が切り開いてから三百余年……その時の流れがこの学園と都市の歴史でもあります。神の奇跡のあくなき追求と広い解放を求めるという、我々の思想の実じつ践せんである【神話の再演】がこうして執り行われることに対し――」

　最上位の貴き賓ひん席せきから、学園長が祝辞を述べている。

　この学園が、神遺物技術の一極独どく占せんを防ぐべく設立されたという目的や、これまでの歴史、【神話の再演】が齎もたらす向上心うんぬんのありがたい話が流りゆう暢ちように語られる。

　戦技盤を囲む階段状の観客席は人で溢あふれかえり、千人以上の観客がその話に皆みな一様に聞き入っていた。

　だが、そんな高こう尚しようでありがたい話もレイジの耳には届かない。

　レイジはいま、ゆっくりと戦技盤のフィールド中央に向かっていた。同じように対戦相手であるフレアも反対側からやって来ている。

　開放された天てん井じよう部ぶから太陽の光が二人を照らした。

　古代の闘技場を模した会場は壮そう麗れいで格調高く、ある種の美術品を思わせる。だが観客席の安全のために設置された防ぼう御ぎよ障しよう壁へき装置など、細部に目を向けると随ずい所しよに最新の設備が用いられているとわかる。

　ここは神々の争いを再現する為に、現代技術の粋を集めて整えられた戦場。

　全力でぶつかり合う為だけに用意されたフィールドを歩み、レイジとフレアはどちらともなく中央付近で足を止めた。

　互いに数歩ずつ進めば、ぶつかる程の距離。相手の呟きも聞こえ、瞬まばたきも見逃すこともない。だが逆に動かなければ触ふれられない程の、二人の間合いが重なるギリギリの距離だった。

「【神話の再演】の最初の相手がフレアとは……俺たちは縁えんがあるな。初めて学園に来た時を思い出す」

「レイジと最初に会った時、ね」

　豊かな胸を抱だくように両りよう腕うでを組みながらフレアがこちらを見る。互いの揺ゆるがない眼まな差ざしが交差する。

「私が上級生に絡からまれていると思ってレイジが割って入って……結局、入学式に出られなかったって思い出よね」

「そうそう。でも実はあれ、絡まれてたんじゃなくてフレアが絡んでたんだよな」

「な!?　ち、違ちがうわよ！　なんでそんな記き憶おくになっているのよ!!」

「え？　いや、確かそうだったろ？」

　ちょっとした懐なつかしい話のつもりでいったのだが、フレアは心外とばかりに声を荒あららげ真っ赤な髪かみを振り乱した。

「私がしたのは注意！　素行の悪さを注意したら彼かれらが勝手に絡んできたの！　そこに貴方あなたがよく知りもしないで止めようと乱入してきて、ゴチャゴチャになったんじゃない……っ！　もうっ、そっちこそ憶おぼえていないの？」

「……あれ？　そうだったか？　でもま、大おお騒さわぎになったってのは間違いないよな？」

　ちなみに辺境の小国より学園にやってきたレイジにとって、その日が登校初日だった。

（神遺物も持たない俺がその上級生を倒したせいで、その仲間がぞろぞろやってきて……最終的には大だい乱らん闘とうになったんだよな）

「正直、私一人でどうとでもなったから、無用と言えば無用だったんだけれど。レイジの無む謀ぼうな程の……真まっ直すぐな強さは憶えているわ」

「へぇ、フレアも憶えてくれてたんだな」

「わ、忘れられるわけないじゃない！　誰だれかに守られたことなんて初めてで……いまでも胸から離はなれなくて……た、大変なんだから！」

　素す直なおな感想を述べたところ、頬ほおを赤くしたフレアに困り顔で怒おこられた。

　よっぽど自分に助けられた出来事が彼女にとっては心外だったのだろう。過ぎたこととはいえ、レイジは若じやつ干かん申し訳なくなる。

「それはその……悪かったな」

「え？　あ、ち、違うの！　そ、その、レイジが悪いとかじゃなくて……むしろ嬉うれしくて、その時から貴方のことが……じゃ、じゃなくて！」

「？」

　なぜかフレアはそこで髪を振り乱みだし、一いつ旦たん言葉を切って息を整える。

「そ、そういう話はともかく……うん、そんな頑かたくななレイジに訊いても、いまさらだとは思うけれど……――本当に、やるのね」

　フレアが取り乱しかけた理由はちょっと気になったが、彼女の律せられた表情に促されて質問にだけ答える。

「それは、どういう意味だ？」

「言葉通りの意味よ」

「おいおい、お前まで俺に生まれとか資格がどうとかいうのか？」

　昨日のジルオールとの問答を思い出してうんざりしかけるが、彼女は首を横に振る。

「そうじゃない。私が訊きいているのは、貴方の覚かく悟ご」

「……俺の、覚悟？」

「レイジ――貴方は絶対に私には勝てないとわかっていて、それでも戦うの？」

　無ぶ遠えん慮りよな言葉。だが、それを問う彼女の表情は真しん剣けんだった。

　彼女にはレイジを弱者と見る侮ぶ蔑べつも憐れん憫びんもない。

　それはただ純じゆん粋すいな、意志の確かく認にん。

「勇気と無謀を履はき違えてはいない？　敗北の美学に酔ってはいない？　起きるはずのない奇跡に望みを賭かけていない？　覚悟なく私と戦おうとはしていない？　ちゃんとわかっている？　――戦えば、貴方は絶対に負けるのよ？」

　もう一度繰くり返かえす。ただ彼女は『どうせ負けるのだから戦うな』と言うのではなく、『ちゃんと負ける気で戦うのか』と訊いているのだ。

　からかいでも嘲ちよう笑しようでもない、ただ残ざん酷こくなまでに透とう徹てつした訴うつたえ。

「……不戦敗ってした方がスマートなんだろうな。そうすればあがき苦しむことも、傷つくこともなくて済むんだからさ」

　敗北すれば全てが無む駄だになり無タ傷ダでは済まない。確かにどうせ負けて手持ちの勲章ポイントを失うんだったら、戦わずにこのまま負けを認めた方が効率はいいのだろう。

「なら――」

　だが、レイジにそんな気は微み塵じんもなかった。

「悪いな。俺おれはそういうことが出来ないんだよ」

　フレアの言葉を否定も憤いきどおりもせずに受け入れながら、それでもレイジは拒きよ絶ぜつする。そして静かに拳こぶしを握りしめた。

「敗北する覚悟は、出来ているということね――」

「――俺は敗北にまみれても〝最強〟を目指すと決めてるんだよ」

　示すのは、己おのれへの決意と揺るぎない信念。

　その言葉を聞き、フレアは静かに頷うなずく。

「うん――貴方はきっと、そう言うと思った」

　その声は優やさしく、穏おだやかだった。彼女は組んでいた両腕をゆっくりと解くと、そのまま肩にかかる緋色の長ちよう髪はつを払はらい、宙にたなびかせた。
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　厳しげな表情を崩くずし、フレアがわずかに微ほほ笑えむ。

「やっぱり、私は貴方みたいな人に傍そばにいてほしい――」

「……？」

「あ」

　彼女自身も思わず呟つぶやいた台詞だったのか、慌あわてて言葉を継いでくる。

「き……騎き士しとしてよ！　トゥルーズ王女である私の直属の騎士として従えたいってこと……そう、そうよ！　そういうことなんだから誤解しないでよ」

「？　どう誤解しちゃいけないんだ？」

「そ、そこはいいから！　私がトゥルーズの王女としての責務を果たす日に、その、横にいて支えて欲ほしいと思っているだけで……できたらずっと一番傍にいて欲しいなぁ、なんて思ったりとか」

「さぁ――睦むつまじい二人の仲を引ひき裂さいてしまいますが、そろそろ時間です!!」

　あたふたと必死に喋しやべるフレアの声を、進行アナウンスの声が遮さえぎった。

「主役同士が囁ささやき合っていたのは、互いへの励はげましかやはり愛なのか！」

　アナウンサーが面白がるように口上を述べる。そのパフォーマンスに場内が乗っかり、「イチャイチャすんなよー！」「誰だお前、灼しやく熱ねつ姫ひめ様さまから離れろー！」などの野や次じが飛んだ。

　それにフレアは顔を赤くしながら肩かたをふるふると震ふるわせている。どうやら相当怒っているようだった。

「けれどもそんな二人に待つのは戦いの運命――では！　両者は儀式証オーダー・カードをその手に!!」

　芝しば居いがかった煽あおりを受け、観客席がさらに沸き、場内が歓声に包まれた。

　フレアはその割れんばかりの熱ねつ狂きように逆に我に返ったようで、落ち着きを取り戻す。

　彼女はゆっくりと周囲を見やってからレイジに視線を戻し、自らを諌いさめるように一息吐ついてから改めて口を開く。

「いいわ、じゃあ――始めましょうか」

「ああ」

　フレアが豊かな曲線を描えがく胸むな元もとから儀式証を取り出す。レイジも胸ポケットに仕し舞まっていた儀式証を出した。

　二人が儀式証を表に出した瞬間、それらが光を放った。

「なんともまぁ、ハデなギミックだな」

　そして、カードに記されていた情報が空中に大きく転写されて映し出される。空がそのままスクリーンと化し、二人の名前や神格序列、保有勲章数などの情報が並び浮かぶ。

「賭けられるのは自身が保有する勲章数の半分――つまりレイジ氏は５、フレア氏は５０！　そして勝負が決した時、勝利の栄光と共に勝者へ敗者の勲章が与あたえられます！」

　解説のアナウンスが流れる中、宙には両者の情報の他ほか、学園章の映像イメージが明めい滅めつしながら現れた。ついにはすべての映像が明滅を始め、最後に弾はじけて消える。

「試合承しよう認にん・完かん了りよう！　さぁ、人がまま神が如く――【神話の再演】を!!」

　場内アナウンスが叫ぶ。それが戦いの合図となった。

「レイジ！」

　フレアは胸にかかる装そう飾しよく品ひん・炎神トゥルー・トゥルーズの神遺物を輝かせ、瞬しゆん時じに神域を纏う。そしてそのまま両りよう掌てのひらに紅蓮の炎を宿し、示じ威いするように周囲に振ふるってみせた。

　炎が尾おを引き、無数の弧こを描き出す。

「始めよう、フレア！」

　牽けん制せいの如く一帯に火の粉が舞まい散ちる。だがレイジは怯おびえも躊躇ためらいもせず、炎を纏うフレアの元へ一気に突っ込んでいった。

　一足飛びで距離を殺し、レイジは拳を撃うつ。

　フレアの懐ふところに飛び込み、瞬またたく間まに拳を相手の胸元まで迫せまらせる。だがレイジは直ちよく撃げき寸前の拳を突とつ如じよ、強ごう引いんに引き止めた。

「っ！」

「勘かんが、いいのね」

　フレアの声が耳を撫なでた瞬間、拳を撃ち進めようとしていた空間に紅蓮が生じた。

「さぁ《紅蓮の創出プロミネンス》――世界を燃やし尽くしなさい」

　拳を振り戻し、その反動のまま距離を取る。それから改めてフレアへ目を向けると、視界が陽かげ炎ろうのように歪ゆがんでいた。

　原因は、一瞬のうちに生じていた圧倒的な熱量。

「これが灼熱姫の炎……面おも白しろい」

　視線が外れたわずかの間に、フレアの眼前に巨きよ大だいな火球が生み出されていた。そして、その炎の塊かたまりに向かってフレアが自らの腕うでを差し込む。

　その行動に場内がどよめく。だが彼女は表情も変えず、平然と素す手でで火球を振り払う。

　するとまるで積み木が崩されたかのように、球状を保っていた巨大な火か炎えんが無数の焔ほのおの破は片へんとなり――爆はぜた。

「っ!?」

　レイジは危機を察知し、瞬しゆん間かん的てきに後ろへ跳んでいた。だが無む秩ちつ序じよに飛び散るだけに見えた炎は、レイジの方向を見定めて軌き道どうを変える。

　立て続けに襲おそい来くる炎の嵐あらしを巧たくみな体からだ捌さばきで回かい避ひする。だがその全ては避よけ切れない。

（さすがに素手じゃ……無理か）

　胸の中で愚ぐ痴ちりながらレイジは制服に収めていた仕込刃ナイフを取り出した。その無数の刃を間合いによって斬ざん撃げきと投とう擲てきとで使い分け、炎を凌しのぐ。

　だが、取り出す度たびに刃がなくなる。炎を薙なげば刀身は焼け朽くち、熱で掌は焦げ、投げ放った刃は道半ばで焼しよう失しつさせられた。

「鍛たん造ぞう鋼こうが一瞬で消し炭か……結構高いんだぜ？」

　刃の焼け残りを投げ捨てると地面で砕くだけた。大量の武器を消費しながらもなんとか炎の一陣じんを防ぎ切ったレイジは間合いを取り、体勢を直す。

「ごめんなさい――でも」

　フレアはこちらのあがく様子を眺ながめながら、今度は巨大な火炎を両手から現出させる。

「そんなものでこの先、私の炎に抗あらがえるの？　神遺物でさえない、なんの変へん哲てつもない刃で」

　その問いかけを引き金にして二つの火炎が破は砕さいする。そして、先ほどよりも多くの火球がより激しくレイジに襲い掛かかった。

「抗うさ。俺はこんな戦いしか出来ないからな！」

　だがレイジに出来ることは変わらない。だからレイジは迫る火球群を、より巧みに躱かわす。

　躱して、躱して、躱して、躱して、躱して、躱して、躱して、躱して――躱し、切る。

　さらにレイジは避けながらも後ろへは一歩も引かず、逆に一歩前に踏ふみ込んでいく。

　一歩進むごとに炎の苛か烈れつさが増す。

　無謀と紙かみ一ひと重え。だが決してそれは自暴でも自じ棄きでもなく、己の意思による行こう為い。




　――レイジは紅蓮の豪ごう雨うをかい潜くぐりながら、攻こう勢せいの機を窺うかがっていた。
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「……すごい！」

「はっはっは、だろう？　こんな特等席から【神話の再演】のバトルを見れるなんて滅めつ多たにないからな。しかもオープニング！　さらに演者は灼しやく熱ねつ姫ひめ!!　迫はく力りよくが違う違う！　十分に堪たん能のうしようぜぃ」

　カナンとライナーはいまレイジ側の壁かべ際ぎわに面した控ひかえ席に居た。

　フィールド・サイドの壁へき面めんに設置された出場者の控え席は、傾けい斜しや状に設置された周囲の観客席スタンドに比べ、距きよ離りも近く周囲の雑音もなく、純粋な戦せん闘とうの臨場感で大きく勝っていた。

　だがカナンが感かん嘆たんしているのはそういうことではなかった。

「ちーがーうー！　私が言っているのはそういうコトじゃなくて、レイジがすごいって言ってるの!!」

「ああ！　はいはい、なるほどなるほど、レイジね、レイジ。でもイイ場所だってのは間ま違ちがっちゃないだろ？　なぁレネちゃん！」

　カナンの非難も気にせずライナーはとぼけた様子で視線を反対側へ移し、この場にいるもう一人の少女に話しかける。

「その呼び方は止めて下さいです、眼帯」

　纏う静せい謐ひつな雰ふん囲い気きと愛らしい双束の髪形が印象的な少女――レネがなぜか当然のようにレイジ側の控え席に座すわっていた。

「あらら、ツレないねぇ」

「ただ言っていた通り、観戦に適した場所ではあるのです。そこだけは感謝します、です」

「だろ？　いや～勇気を出して誘さそって良か――」

「そこ以外は微塵の感謝もなんの感情もありませんですが」

　眉まゆ一つ動かさずそう言うと、レネはそっけなく顔を戦せん技ぎ盤ばんへと戻もどした。

「ねねね、ライナー、なんでこのコはここにいるの？」

　フられて嘆なげくポーズをとっているライナーに、ようやく時機を見つけたと思ったカナンがちょいちょいと突っつきながら話しかける。

「さっきライナーが出てったのは、このレネってコを連れてくるためだったの？」

　レイジとフレアの試合が始まる前にライナーは少し席を外して、このレネを連れて戻ってきた。

　それがあんまりに当然のようで、しかもレネも特にこちらへ話しかけもしないので、カナンは不思議に思いながらも訊けずにここまで観戦していたのだった。

「いや、あれは全然別件。秘密の用事ってヤツだから何の件かは訊かないでくれよ。いやな、戻る途と中ちゆうにレネちゃんがフィールドに見入ってて。その様子があんまり熱心というか真剣だったからさ。この試合にそんなに興味があるのかなぁ～、と思って声をかけたんだよ。あと可愛かわいい女の子なら何人いてもいいだろうしさ」

　実にライナーらしい中身のない発言にカナンは溜ため息いきを吐く。ただ経けい緯いはわかったので、レネにちょっと話しかけてみた。

「そんなにレイジの戦いに興味があったの？」

　そうだとしたらなんかちょっと嬉しいかも？　と思ったカナンだったが、レネはすげなく返す。

「正直、興味があったのはフレア・トゥルーズです。【全一の極者】を目指す自分にとって、第七位者の実力はこの目で見ておきたかったですから。こうして間近で観察できるのは僥ぎよう倖こうです」

「そ、そっかぁ」

「ただ、です」

　レイジのことをスルーされてカナンがガックリしたから、ではないだろうがレネが言葉を足してきた。

「彼も気になっていましたです。彼の戦い方は――普ふ通つうではないですから」

「フツウ……じゃない？」

　言いながらレネがカナンへ向けていた視線を戦技盤へと戻す。カナンもつられて、改めて戦いを見つめた。

　フィールドでは猛もう威いを揮ふるうフレアの神遺虚構による炎えん撃げきに、レイジが磨みがき上あげた技ぎ巧こうと強固な意志のみで抗っていた。

　神格序列の順位ランクで見れば一方的な攻こう防ぼうになってもおかしくない。だがそうはならず、逆にレイジが攻せめ入いっているようにさえ見える。

「頑がん張ばってんなぁ、レイジ」

「うん！」

　ライナーの言葉に満面の笑えみで頷きつつ、カナンはレイジの戦いを見守る。しかしすぐにレネの発言が気になり、じっくりと観察してみる。

「……むむむ」

　だがレイジの姿を見ていてもレネの言う意味がまったくわからず、しかも炎の猛もう攻こうを凌ぎ切るレイジを見ていたら別の想おもいが湧わいてきた。

「んん？　急にしかめっ面つらになってどうしたんだよ？」

「……なんかレイジ、強すぎじゃない？」

「おいおいおい、いきなりナニを言い出すんだ、嬢じようちゃん！　しかもそれがなんで不満なんだよ」

「だ、だってあんなに心配して見送ったのに……拍ひよう子し抜ぬけっていうか。全然、戦えてるし」

　ツンと唇くちびるをつき出し、納なつ得とくできずに拗すねる。それに対しライナーが笑いながら説く。

「レイジは強いさ――なんせ神格序列・第九十九位なんだからさ」

「あのね……だからレイジは第九十九位なんでしょ？　最下位ビリから二番目の。私は『なんでレイジがあんなに強いんだろう』って言ってんだよ？」

「いや、だからさ。ヤツは【神話の再演】の参加者百名の中で言えば確かに九十九番目。だが、だ」

　またズレたことを……と思ったカナンがうんざりとした眼差しを返す。だがライナーは面白がるように続ける。

「嬢ちゃんは学園に所属する神遺使い……あの神格序列の対象者数を知っているかい？」

　無論、答えを知らないカナンは無言でライナーを睨にらみ返した。

　その時、レネがスッと言葉を漏らす。

「――一千二十四名、です」

「…………え？」

「彼はその中を戦い抜ぬき、あの場に立っている」

　カナンはレネの言葉の意味するところがわからず、素でキョトンとしてしまった。ライナーはカナンの反応に満足そうに笑う。

「そう――全参加者・一千二十四名。レイジはその中での第九十九位。単純に上位一割に入っているだけで優ゆう秀しゆうも優秀。さらに言えばヤツは、神遺虚構無しなんていう常識じゃありえない条件で、だ。これはとんでもない順位さ」

　百人中の九十九位――で、一千二十四人中の九十九位。

　ライナーはまるでイタズラの種明かしをするように面白がって告げる。

「で、でもレイジは全然順位に満足してなさそうだったよ!?　自分でも落ちこぼれなんて言ってたし！　それが……上位一割?!」

　ようやくライナーとレネの言っていることがわかってきたが、頭の整理が追いつかない。

「落ちこぼれ、ね。多分アイツはホントにそう思ってんだろ。一位じゃなきゃ、二位だろうと九十九位だろうと一千二十四位だろうと……目指すべき上があるってんで同じくらいにダメなんだろうさ」

　無む茶ちや苦く茶ちやにも思える理屈だったが、レイジの性格を考えると釈しや然くぜんとしないが納得してしまう。

「レイジは多分、二位だから俺よくやった！　なんてきっと言わない……」

「だろ？」

　もしかしたら一位でも満足しないかもしれないし、と思ったところでライナーが次いで訊いてくる。

「そんでさ、アイツが【制圧戦技オーバーアーツ】って軍式の戦闘技術を使ってるのは知ってるかい？」

「……なんかそんなコト言ってた気がする」

　一流の神遺使いでもあった母親と厳しい姉にそういう名前の『戦い方』を叩たたき込まれたとかなんとか。

「神遺虚構は使えないが、それを用いない通常戦闘での戦績はトップクラス。特に徒と手しゆ空くう拳けんの戦いでレイジが負けたトコ見たことないし……というか無敗だったんじゃないか？」

　ライナーの話を聞きながら、昨日一昨日のレイジの戦闘を心で反はん芻すうする。

「……なっとく」

「だろだろ？　しかもアイツ、平然と神遺物ナシで神遺使いに挑いどんで戦ったり喧けん嘩かしたりするがさ、そんなコト普通のヤツじゃしない……ってかそもそも出来ないコトなんだよ」

「普通じゃない……そ、そうなの？」

　レイジが当然みたいに戦っていたので、カナンは危ないとは感じていたものの変とは思っていなかったのだが……どうやらまっとうではないらしかった。

　そこに至り、カナンは先ほどのレネの言葉が指していたコトを理解する。

「彼かれは神遺物無しで第九十九位まで至った、です。神遺物を持たないが為ために彼の戦い方は、相手が神遺虚構を発現させる前に倒たおすか、もしくは」

「相手の神遺虚構が切れるまで凌ぐか、ってなモノ」

　レネの言葉をライナーが不敵に笑いながら継ついだ。

「？　どういうこと？」

「神域を纏っている使い手に常人が触ふれることはできない。ただ神遺物との同調には極度の集中、つまりは精神力が要いる。故ゆえに延々と神域を纏い続けられるワケじゃない」

「……レイジは超ちよう短たん期きか、もしくは持久戦でここまで勝ってきたって……コト？」

　カナンは二人の言葉を自分なりにかみ砕いて、窺う。

「相手が神遺物を纏う前後にしかチャンスがないからな。ただ持久戦って表現は正解半分ってトコか。レイジの戦術スタイルは、相手の精神力を使い尽くさせる、ってコトだからねぇ」

「使い、尽くさせる？」

「そう！　巧みに、攻めて攻めて攻めて、相手の攻こう撃げきを誘い、それを凌ぎ切り、プレッシャーとストレスを与え、神域を保てない状態に相手を追いやるってな具合にさ」

　いまひとつイメージできないカナンに、ライナーが大おお袈げ裟さなジェスチャーと共に語る。

　その横でレネが一人、合が点てんがいったように深く頷く。

「尋じん常じようではない戦い方、です。常じよう軌きを逸いつしているとさえ思っていましたですが、彼があの【制圧戦技】の使い手だというのならば……納得できましたです」

　色々と話を聞き、カナンが『あれ？　レイジってホントにスゴい？』と思いかけた時――不意に場内が沸き立った。

　カナンは反射的に戦技盤の方へと視線を戻す。

「レイジ――あいつは、強いよ」

　振り向くカナンの耳にライナーの囁きが届いた。

　さきほどまでの陽気さが欠けた、どこか怜れい悧りな声――だが、それを不思議に感じた気持ちは、すぐに観客の熱狂に呑のみ込まれる。

　会場が沸いた理由はすぐにわかった。

　ついにレイジが炎の豪雨を抜け、灼熱姫たるフレアに詰つめ寄よったのだ。

　レイジは黒くろ焦こげた刃を握にぎりしめながら、フレアの懐に飛び込む。彼が狙ねらうのはただ一点、彼女の神遺物のみ。

「や、やった！　ライナーっ！　なんかレイジがとんでもないコトをやっ、」

「けど」

　会場の熱気にあてられてはしゃぐカナンに向かい、ライナーが無表情に言い放つ。

「レイジは、勝てない」

「でしょうね、です」

「――え？」

　ライナーの断言とレネの同意に、カナンの声と思考が止まった。

「灼熱姫相手に揺さぶりなど無意味で精神力を尽きさせるなんて不可能です。そもそもそんな戦い方は【大いなる十梯】クラスに通じるものではありませんですから」

　先ほどまでの感嘆もどこかに、レネが淡たん々たんと評価を下す。その厳しい言葉にカナンは咄とつ嗟さに助けを求めるようにライナーを見た。

「あいつは、強い。けれどもこれは、【神話の再演】――神々の争いを模した宴うたげは、神遺虚構による決戦こそが本質。故にレイジは、絶対に勝てない」

　しかし返ってきたのは先ほどと同じ言葉。

　ライナーは、無慈悲な真理を告げるように言葉を紡つむぐ。

「あんな強もさのは弱者の強さ――人の身で神の領域を侵すことは出来ない」
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　――刃は、届かない。

　握っていた戦せん闘とう刃ばが炭となって崩くずれる。レイジの全身全霊を込めた一いち撃げきは神域に至るまでもなく、炎の壁かべに阻はばまれた。

「これでも……まだ駄だ目めかよ」

　フレアの身に触れる寸前、レイジの拳こぶしは炎に包まれ、弾かれた。

「言ったでしょう。貴方あなたは絶対に勝てない、と」

　拳に纏わりつく炎を振り払はらいながらレイジは一いつ旦たん引き下がる。そして、燃え残った刃の柄えを放り捨てて、構えを取り直す。

「ようやく……〝解放〟ってところか」

　改めて見ると、彼女の胸元の装飾品が一層の輝かがやきを放っていた。

「わかるの？　……そして、驚かないのね」

「第七位のフレアが神遺虚構を一つしか描けないとは思っていないさ」

　神遺使いは神遺物と同調して奇き跡せきを描いて終わり、ではない。

　多くの者が最初に顕けん現げんさせた一つの神遺虚構のみに固執し、駆使するだけで終わってしまうが、神遺物との同調には〝段階〟がある。

　修練と才に依り、さらに深く干かん渉しようすることでさらなる神性の深しん淵えん、さらなる神遺虚構奇跡を顕現させることができるのだ。

「神遺虚構のレベルには、顕現・解放・昇華の三段階がある……マクレイン・アーサーの理論をレイジが知っているとは、意外ね」

「おいおい、これでも学園の生徒なんだぞ？　ま、確かに俺おれ自身には関係ないけどな」

　その第一段階にさえ辿りつけていないレイジには、縁えんが無いといえば無い知識だった。

「ただそれを使えるような奴やつらと戦うんだ。知っててもいいだろ？」

「知っていても……どうにも出来ないでしょうに、ね」

　フレアの余よ裕ゆうを示す吐と息いきとともに、装飾品が変へん貌ぼうを始めた。

「この神遺虚構を描いたらもう、私は攻撃さえしなくていい」

　フレアの神遺物はどこから質量を獲得したのか、徐々に彼女の身を覆っていく。

　そしてついにはその装そう飾しよくが着ている制服のほとんどを覆い隠かくし――美しくまるで真紅のドレスのような鎧よろいを形づくった。

「指一本動かさず、私は貴方に勝てる。だって貴方は、私に決して触れられない――いいえ、近づくことさえできないのだから」

「そうかい、そうかい……そう言われると、試したくなるな！」

　忠告に従わず、敢あえて再び挑む。レイジは挨あい拶さつとばかりにジャケットの内側から無数の仕込刃を取り出すと瞬時に投げつけた。

「神遺虚構――《紅冠のヘリオシス・玉座スクウエア》は、侵すもの全すべてを自動的に焼き払う」

　彼女の口上の通り、投擲した刃はすべてが寸前に生じた炎に阻まれ、焼失していく。

「無む駄だよ。誰だれも何も、私には辿りつけない」

「っ！　これなら、どうだ!!」

　レイジはもう一度、刃を放つ――と同時にフレアの死角に回り込み、拳を撃ちつけた。

「同じことを言わせないで。無駄、なのよ。私に死角はあっても《紅冠のヘリオシス・玉座スクウエア》に死角は無い」

「!?」

　当然の如く全ての攻撃が炎の壁に阻まれる。刃も拳も、瞬間的に生じた炎に弾き飛ばされた。実際に体感し、フレアの台詞せりふの真意を知る。

「なるほど……一定の領域に入った対象の全焼失反応、か」

　神遺虚構の力を理解した――が、レイジは手を止めなかった。連撃に乱撃を重ね、焼失反応の間かん隙げきを突こうとする。

　だが結局、全てが同じ結果となった。

「私の炎が尽きることなどないってわかっているでしょう……そして、たとえ炎を破っても貴方の拳が私に触れられないって知っているのに……」

「――っ……ハッ！　なんとでも言ってくれよ……！」

　幾いく度どもの挑ちよう戦せんの結果、レイジの身は炎の衝しよう撃げきで軋きしんでいた。だがそれでもなんとか倒れず、構えだけは崩さない。

「貴方は、諦あきらめないのよね」

　レイジが挑む様を表情無く見つめていたフレアが、目を細めて告げる。

「決して諦めず、向かってくる貴方の意志に応えて……手を下してあげる」

　フレアが言葉とともに捧げるように両りよう掌てのひらを上げる。

　するといくつもの巨きよ大だいな炎柱がレイジを取り囲んで現出した。

　莫ばく大だいな燃焼が一気に引き起こされ、空気が唸うなる。炎が奏かなでる轟ごう音おんが戦技盤全体に響ひびいた。一帯に熱波が奔はしり、レイジの頬ほおをつたった汗が途中で蒸発して消えた。

「これで、終わり。もう避けようもなく、どうにもできないでしょう？」

　フレアの言うとおり四方を業火に囲われたレイジに逃げ場はない。

　事実上の敗北――つまり勝負は決まった。

　それがフレアの狙い。彼女はこれ以上レイジが無様にあがけないようにと、この過か剰じような程ほどの紅ぐ蓮れんを巻き起こしたのだ。

「さぁ、あとは貴方が負けを認め――」

　灼しやく熱ねつを侍はべらせて立つフレアの台詞を、レイジの強い眼まな差ざしが遮さえぎった。まるで怯ひるまないレイジの様子に逆にフレアが動どう揺ようする。

「レイジ、貴方は……まさか」

「俺が負けてもいないのに負けを認めると思うか？」

「！　……どうなるかわかっているの？　貴方は神遺物を持っていない。つまり貴方は神域を纏まとっていない！　貴方は素す手で。それがなにを意味するかを……！」

「ああ、もちろん知っているさ。誰よりも、な」

「っ！　だったら！」

　フレアの揺さぶりにも、レイジの戦意は変わらない。

　通常、神遺使いの戦いは相手の纏う不ふ可か侵しん障しよう壁へき【神域】を砕くだけば終了となる。故に基本的には相手が深手を負うことはない。

　しかし、レイジは神遺物を持っていない。つまり神域を纏わないレイジは、そうやっては終われない。相手の攻撃は神域で防げず直接的なダメージとなり、一歩間違えばそのまま命を失いかねない。

　だからこそフレアはレイジに自らの敗北を宣言させようとしたのだ。だがレイジは首を軽く振ふり、苦く笑しようを返す。

「ここで引くんだったら、最初から戦っていない」

　レイジに自ら進んで敗北を認めるような心はない。九分九厘、敗北が決していたとしても、地に伏ふして終わるまで戦うと誓っていた――たとえ命を失っても。

　フレアは一いつ瞬しゆん苦く渋じゆうの表情を浮うかべた後、小さく頷うなずいてから仕方なさそうな顔をする。

「それが貴方の心なのね……私もトゥルーズの全てを背負い、託された期待と全うすべき使命を持っている。同じ演者として、意志には意志を以もつて応えてあげる」

　フレアが合図として指を鳴らす。

　レイジの表情はそれでも揺ゆるがない。

「じゃあね、レイジ――……これで、終わり」

　四方の炎柱が一いつ斉せいに動き出す。その炎に対し、レイジは身体一つで臨もうとする。

　だが圧あつ倒とう的てきな炎は抗あらがうことさえ許さず、レイジをただ呑み込む――その瞬しゆん間かん、




「レイジ――――――――――!!」




　――叫さけびが届いた。




　　　　　◆




　――彼を失うと思った瞬間、〝世界〟が爆ぜていた。




　それは、なにかが起きたわけでもなく、なにかが壊こわれたわけでもない。

　ただ、自分の中のなにかが確かに砕けた。

　心の奥おく底そこに圧おし込こまれ沈んでいたモノが、解かれていく。




　――……彼を失ってはいけない。

　――……彼を死なせてはいけない。




　なぜなら私は――あなたを必要とする存在だから。

　なぜなら私は――あなたが無ければ在あれない存在だから。




　初めてあなたに触れた時、傍そばを離はなれるわけにはいかないと思った。

　思い出せないのに、ずっとずっとこの時を――あなたとの瞬間であいを求めて来たのだと感じた。




　だから、私は全てを捧げる。




　そう――爆はぜたのは〝世界〟への認にん識しき。

　自分がなにものかを思い出し、世界が一変する。




　わたしは、あなたにすべてをあげる。

　だってわたしは――……




「レイジ――わたしはあなただけのもの――……」




　　　　　◆




　――視界が晴れていく。

　失われていた五感が徐々に戻もどっていく中で、自分に意識があること自体に驚おどろく。

（いったい、なにが……俺はどうして無傷でいるんだ……？）

　霞みながらも見えてきた光景は予想外のものだった。目の前にはなぜか金色の髪かみの少女が佇たたずんでいた。

　少女は淡い光を纏っている。そしてそれは、神域の輝き。

　辺りは静まり返っていた。観客は声を上げるのを忘れ、フィールドに立つフレアさえも茫ぼう然ぜんとしている。皆みな一様に、状じよう況きようがわからず戸惑っているようだった。

「――レイジ」

「カ、ナン？」

　レイジは驚いたまま、だがなんとか頭かぶりを振り声を絞り出す。現状を理解できないが、それでもここは戦場で、いま自分はフレアと戦っているのだから。

「どういうつもりだ。邪じや魔まを――」

「大だい丈じよう夫ぶ、だよ」

　しかしカナンは逆にこちらを宥なだめながらそっと右みぎ腕うでを向けてきた。まるで、そのか細い腕うでに嵌はまる漆しつ黒こくの腕うで環わを差し出すように。

「私はただあなたに、あなたの神遺物モノを渡わたしに来ただけなんだから」

「……言っただろう、カナン。それはお前のものだって」

　にべもなく拒きよ絶ぜつするが、カナンはまるで気にしない。その様はこちらが見当違ちがいな返答をしているかのようだった。

「ねぇレイジは――この腕環を、壊せる？」

「……な、に？」

　からかいのような問い。

　だがカナンの表情はからかうようではなく、慈しむような笑えみ。

　少女が、破壊者レイジを誘さそう。

　壊せるか――それはいままで誰にも問われたことのない、問い。

　レイジは無数の神遺物を砕いてきた。だがそれは誇るようなものではなく、請われたり問われたりするようなことではなかった。

　自分が同調すれば腕環は砕けるだろう。

　だが砕く意味が無い。

　渡すとされた存モ在ノの破は壊かいを唆そそのかされ、彼かの女じよの意図がわからずに戸と惑まどい躊躇ためらった。

　それなのに自然と腕が動き、レイジは右掌を差し出していた。カナンの微笑ほほえみに魅入られたように。

　指先が、漆黒の腕環に触れる――と、光が溢あふれだす。

　あの夜、初めて触れた時のように腕環を起点に発光現象が起きる。

　それは世界の摂理と神の権能の衝しよう突とつにより生じる、神域の光。業火が消え、煙で霞かすむ世界を極光の輝きが満たす。

　目を細めて神遺物特有の反応を窺うかがいながら、レイジはしっかりと腕環を掴つかむ。そして、触れる掌から漆黒の腕環に意識を注ぎ込んだ。

　注ぐ意識に呼応し、光が増していく。

　やがて光量が膨大なものとなっていき、レイジの経験が心にブレーキをかけさせる。

（これ以上の同調は……ヤバい）

　崩壊の予兆を察してレイジはカナンの顔を覗のぞく。

　すると彼女はただ一度、コクリと頷いた。

　瞬間、背中を押おされたように最後の一歩を踏ふみ込んでいた。漆黒の腕環とレイジの同調が、一層深まる。

「どう、だ……!?」

　途と端たんに腕環からの光が不安定に明めい滅めつし始めた。

　そして明滅は次し第だいに激しくなり、最後には、




　落とされた硝子ガラス細工のように――……腕環が砕けた。




　漆黒の欠片かけらが、宙に舞まい散ちる。

　起きたことを理解し、表情が歪ゆがむ。だが行ったことを思えばそれは当然の結果。

　レイジは【破壊者】と呼ばれる存在。

　壊そうとして壊れただけ。故に愕がく然ぜんとするようなことでは無い。

　だがそれでも『この腕環なら砕けないのでは』という僅わずかな望みが消え、心が揺れた。

　そしてなにより、カナンが抱いていただろう期待に応えられなかったことが……堪こたえる。

（やっぱり俺は……壊すことしかできない）

「カナ――」

　悔やみ詫わびるように呼び掛かけた声を、止める。

　瞳に映る、砕けた神遺物が舞う光景。

　それは破壊者と揶や揄ゆされるレイジにとっては見慣れた光景、のはずだった。

　けれどもレイジを驚かせ声を止めさせたのは、瞳に映る光景からの、違い和わ感かん。

　――粉々に砕けた腕環の欠片が、煌きらめく奇跡の光を浴びていたのだ。

　変わらずに周囲を満たす、神域の光。

　はじめは目に映るものの意味がわからなかった。だが一拍ぱくの後、ようやく違和感が疑問となる。

　――どうして神遺物が砕け散ったいまも奇跡の光が世界を満たしているのか？

　腕環からの光は失われた。

　それならば何な故ぜ、目の前の少女はいまだに神の輝きを纏っているのか？

　光を齎もたらす神遺物はもう無い……はずなのに。

「――そんな顔をしないで、レイジ」

「カナン、これはいったい……腕環が砕けたってのに」

「あんな腕環はどうでもいいんだよ。私が渡したいのは……――これなんだから」

　輝きを纏う金色の髪を揺らしながらカナンが近づいてくる。膝ひざをつくレイジと少し屈かがんだカナンの眼差しがちょうど真まっ直すぐに重なる。

「貴方たち、なにをしているの！」

　自然と二人が見つめ合うかたちになっているといつの間にか、周囲に薄く漂っていた煙が払われ、そして、カナンの向こう側にいるフレアが炎ほのおを纏っていた。

　同時に場内が微び妙みようにどよめく。先ほどまでのお祭り騒さわぎを再開していいものか、判断に迷い狼狽うろたえているようだった。

「いまは【神話の再演】中よ!!」

「～～～～もうっ、うるさいなぁ！」

　カナンは面めん倒どうそうにフレアを一いち瞥べつだけしてプイっと捨て置く。その反応にフレアがさらに声を荒あららげてきたがカナンは平然とスルーする。

　そのままカナンは改めてこちらを向くと、ゆっくりと顔を近づけてきた。

　次いでふわりとした感かん触しよくが頬をつつむ。カナンの掌がレイジの両頬にそえられたのだ。

「これは……なんのつもりだ？」

「大だい丈じよう夫ぶだから……まかせて」

　カナンに触ふれられ、レイジは不思議な感覚に囚われる。

　まるで意識を注がれるような錯さつ覚かく。神遺物との同調時に起きる、別の存在と重なり合う充足感が身を満たす。

「あなたを失いそうになって……わかったの」

　煌めきを宿す少女の碧へき眼がんの中に自分の顔が見えた。少女の瞳はただジッとレイジだけを映していた。

「私はどうしようもなく……あなたと一いつ緒しよにいたい、の」

　カナンの告白とともに距きよ離りが縮まっていく。

「きっと私は、あなたの為ための存在。あなたしか私を自由にはできない。そして、私しかあなたを自由にはできない」

　カナンの瞳が閉じられる。

　レイジも自然と瞳を閉じていた。

「あなたに私の全てをあげる」

　唇くちびるが少女の吐息を感じ取る。その吐息がゆっくりと近づく。

「だからあなたは――私を以て」




　やがて吐息の距離が――ゼロになった。




　閉じられた視界には、なにも映らない。

　けれども世界が奇跡に満たされていくのはわかった。







「――全てセカイを砕いて、世界スベテを自由にして――」




　　　　　◆




　戦せん技ぎ盤ばん全体を満たすほどに生じた光が終息し、視界が晴れていく。

「――……レイジ」

　静寂の中、こちらを呼ぶフレアの声が届いた。

　視線を上げると、紅蓮のドレスを纏ったフレアが変わらずに佇んでいた。

　レイジはフレアの姿を見つめてから周囲を眺ながめ……最後に自らの右腕へ視線を落とす。

「いまのはいったい……!?　そしてそれは……なんなの」

　フレアの眼差しもまったく同じところに注がれる。

　それ、とは――右腕を覆おおう、漆黒。

　指先から肩かたまで右腕全体を漆黒の装甲が覆っていた。

　重じゆう厚こうな外装。だがその構造は精せい緻ちで、独特の美しさを宿す異質のガントレット。

　右腕を掲げるように持ちあげ、レイジは丁てい寧ねいに眺める。よく観察すれば、武骨な外装には五つの起点からなる刻印の意い匠しようが描かれており、どこかカナンの砕けた腕輪に似ていた。

　レイジが意識を込めると漆黒の装甲が淡い光を脈打つように放った。

「神域の……光。それは神遺物、なの？」

「ああ」

「どこにそんな神遺物を隠して……――！」

　フレアは言葉の途と中ちゆうでなにかに気付き、周囲を見み渡わたし始めた。

　先ほどまであった存在をフレアは捜さがしているようだ。だがどれだけ捜しても、その存在は見つからないだろう。

　しばらくして、先ほどより険しくなった彼女の瞳がこちらを見据える。

「まさか、それが……!?」

「ああ」

　フレアとは異なり、レイジは驚かない。

　自分の心を満たす感覚が全てを理解させていた。

　これがなんであるか――迷いはなにもない。

　その己おのれの理解を噛かみしめる為、ゆっくりと右腕を動かす。

　無用な重さも感じず、感覚にも寸分のズレはない。その漆黒の装甲は右腕を覆うというよりも、右腕そのものと一体化しているようだった。

　それは、歪な美び麗れいさを宿す神の造形。

「そう――これは、カナンの神遺物」

　呟つぶやきながらレイジは漆黒の拳こぶしを握にぎりしめ、フレアへと向ける。

　荒こう唐とう無む稽けいなことだと頭ではわかっていた。彼女の正体について……数多あまたの神遺物を砕いてきた自分について……浮かぶ疑問にキリは無い。

　だがそれらの問いは、疑いにはならない。レイジの無意識が全ての疑問を払はらいのける。

　――この漆黒の装甲がカナンの神遺物。

　――いま自分がその神カ遺ナ物ンを砕くこともなく扱あつかえている。

　僅かも揺らぐことなくそう思え、そのことが心全てを満たす。

「ふざけないで！　つまり貴方あなたは、あの少女が神遺物だったとでも言うつもり?!」

「まぁ、そういうことになるよな」

「意思を持つ神遺物だったと？　もし伝説の【神代の巫み女こ】でも気取ったのだとしたら……それこそ冗じよう談だんにもならない冗談よ!!」

　一連の出来事を悪ふざけと見なしたフレアは怒声とともに大きく腕を振り払い、巨大な火球を生じさせた。

「貴方が戦いを茶番にするなんて……残念だけれど、これ以上は付き合い切れないわ」

「自分で同調してみないとわからないかもな。見えなくても俺おれはいま彼女と――」

〈――レイジ！〉

「のわっ！　……て、カナン?!」

　心の中に少女の声が響いた瞬間、視界にカナンの姿が映り込んできた。

　背中から回り込むようにカナンの姿が現れたのだ。

「お前、その姿は……？」

　レイジは目を丸くして瞳に映る彼女を確かめる。彼女の愛らしさは変わらないが、白いワンピースを纏ったその姿は淡く透き通っており、しかもふわふわと浮かんでいる。

〈？　どこか変かな？〉

「いや、変っていうかだな……」

「どこを見ているの、レイジ！」

　フレアの横よこ槍やりにカナンがムスッとする。その辺の反応も変わっていない。

「どこをってそりゃ……カナンをだよ」

「まだからかいを続けるつもり？　……もういいわ。全すべて燃やして、全て終わりにしましょう！」

　真ま面じ目めに答えたというのにフレアは納なつ得とくできなかったらしく、こちらを処断するように炎を放ってきた。一帯に撒まかれた炎の波をレイジは素す早ばやく躱かわす。

（おいおい、もしかして……カナンのその姿は俺にしか見えていないのか？）

〈うんっ！　なんかそうみたいだね〉

「!?　声に出さなくても……わかるのか」

　胸の中での独り言に同意されて焦る。

（でも俺にしか……同調者しか見えないってことは……俺の意識内でのみの視覚化か……もしくは特とく殊しゆな波長での投とう影えいか……）

　仮説を組み立ててさらに思考を巡めぐらせようとしたが、そんな暇ひまは与あたえてもらえなかった。いつの間にか眼前に第二波となる灼熱の炎が迫っていた。

　避よけるため身を引こうとした瞬間、カナンの掌てのひらが漆黒のガントレットに置かれた。

〈もう避けなくても大丈夫だよ。あなたには私がいるから〉

　その声にレイジは心を押され、意識を右腕に注ぐ。

　すると刻まれた五つの刻印の一つに光が奔った。

〈――拘こう束そく封式〉

　カナンが凛りんとした声で紡つむぐ。

〈――限定破砕解除・第一神権発動――〉

　彼女の声をレイジは、脳では無い意識の奥底で理解する。同時に、なにかの力が解放されたことがわかった。

〈さぁ――レイジっ！〉

「ああ、カナン――この奇き跡せき、揮わせてもらう！」

　一筋の光を宿した漆黒の腕を、迫せまる巨きよ大だいな炎へと全力で打ち込む。刹せつ那な、質量さえ伴ともなうような火球が爆ぜた。

　空間を焼き揺らす爆音が響き、次いでワァ！　と歓かん声せいが上がる。目まぐるしく変わる状況にどう反応していいものかまごついていた人々が爆音に背中を押され、「おお！」「灼しやく熱ねつ姫ひめの炎が吹ふっ飛とんだぞ！」「なんなんだコレ！　なんなんだアイツ！」などと声を出し、一気に騒ぎ始めた。

「な……!?」

　そして、火か炎えんが無数の火の粉となる中で、フレアも驚愕の声を上げる。だが、それは己の炎が消し飛んだからではなく、己の炎が失してなお、別の炎が眼前に在ったから。

「なに……その炎は」

　その起点は、拳。

　レイジの漆黒のガントレットが炎を宿していた。

〈「第一神権――《神性イミテート再現・デバイン》」〉

　心に響ひびくカナンの声とレイジの声が同じ言葉を紡ぐ。

　そしてレイジは湧きおこる心のままに、弓を引くように拳を構え、矢を放つように拳を撃うつ――その拳から炎撃が迸ほとばしった。

「その炎は、私の神遺虚構を模も倣ほう、――っ」

　レイジの紡いだ炎がフレアに降ふりかかり、彼女の叫さけびが途切れる。

「灼熱姫の炎――《紅蓮の創出プロミネンス》、描かせてもらった！」
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　炎が直ちよく撃げきし、爆炎が一面を埋うめ尽つくした。だがレイジは攻こう勢せいを緩ゆるめず、炎が消えるのも待たずに業火の中に突っ込む。

　右腕に宿した炎で炎を切り開く。そして進んだ炎の先でフレアを発見した。

　燃焼による空気の奔ほん流りゆうでフレアの朱しゆ色いろの髪は乱れ舞っていた。だが彼女の服は一片も焦こげず、火の粉一つ彼女には触れていない。

　灼熱姫は炎の中心に悠ゆう然ぜんと在った。

「……だよな」

　あれだけの炎をまともに浴びながら無傷。その様にレイジは苦く笑しようする。

　だが最初からこの程てい度どで彼女がどうにかなるとは思っていなかった。だからこそ、こうして火中にまで攻せめ入いったのだ。

　レイジは漆黒の拳を握りしめ、纏わせる炎を律した。

　そんな拳に宿る炎をフレアが苦々しく見つめる。

「私に炎を向けるなんて……もしも《紅冠のヘリオシス・玉座スクウエア》を燃やそうとしたのだったら、無む駄だなことよ！」

　憤いきどおりを隠さずにフレアは声とともに無数の火球を生み出し、そして躊躇ためらいなく一いつ斉せいにこちらへ向けて放ってきた。

〈レイジ、来るよ！〉

「ああ！」

　多方向から迫る火か焔えん弾だんをレイジは超速の反応で躱し切る。しかも避けながら漆黒の掌でいくつかの火焔弾をわざわざ受け止めていく。

「私の炎を……集めている?!」

　意図を察したフレアにレイジはただ微笑を返した。

「まさか同属・同質の神遺虚構であること……模倣であることを利用して私の炎さえ自分のものにするつもり?!」

「ご明察」

　フレアの叫びをレイジは肯こう定ていした。そのままレイジは静かに構えをとる。すでに無数の炎がレイジの拳に集約していた。

　そして、灼熱姫の獄ごく炎えんを従えてフレアへと駆け迫る。

「なぁフレア、灼熱姫は全てを燃やす灼熱姫の炎にも……耐えられるか？」

「ふざけた真ま似ねを――！」

　彼女は激げつ昂こうとともに再び無数の火球を出現させ、レイジの進行を阻もうとする。

　だが漆黒の装甲という盾たてを手にしたレイジはそれら火球の猛もう攻こうをものともせずにくぐり抜ぬけ、フレアの眼前にすぐさま到とう達たつした。

「っ!?」

「――よう」

　囁ささやきが届く程ほどの距離。

　驚おどろく彼女に声をかけ、そのまま紅蓮の拳を撃ち出す。

　灼熱姫の炎が、灼熱姫を焼く。

　だがそれが現実になる寸前――フレアの表情の変化を双そう眸ぼうが捉とらえた。

「――うん」

　フレアが小さく頷うなずき、それでレイジの動きが止まる。

「正直、ここまで攻め入られるとは思わなかった……うん、驚いたわ。意思を持つ神遺物に、神遺虚構を模倣する神遺虚構……そしてなにより、やはり貴方自身の力に――だから、」

　いつの間にかフレアの表情から驚きは拭ぬぐい去られていた。

　その表情はすでに凛とした灼熱姫のもの。

「第七位者フレア・トゥルーズ――灼熱姫と謳われる、本当の奇跡を顕みせてあげる」

　涼しげに示じ威いする彼女の瞳ひとみにレイジは苛か烈れつな眼光を返す。

「本当の奇跡か。面おも白しろい――この炎を、焼け焦がせてみせてくれよ！」

　煽あおりながらレイジは止めていた紅蓮の拳を放った。

　だが次の瞬しゆん間かん――炎が、消えた。

　レイジの思考が一瞬、止まる。突とつ如じよとして前まえ触ぶれもなく炎が失したのだ。

　同時に周囲で燃えていた、舞い散る火の粉までを含めた一切の炎が消えていた。

　因果を無視した唐とう突とつな消失現象に戸惑い、五感と思考が乱される。

「貴方が私の炎を使おうとしても、無駄」

　そんな中で変わらぬ声が響く。

「だって〝炎〟は決して私に逆らえないから――」

　いま、事象を引き起こしたのは間ま違ちがいなくフレアの力。だがいままで揮っていた力とは明らかに性質レベルが異なっている。

　となれば、それが示す意味は一つ。

「さすがは【大いなる十梯】……これが第三段階、〝昇華〟した神遺虚構の奇跡――炎の事象支配か……っ！」

　その言葉をフレアは無言の笑えみで肯定した。

　炎の事象支配――彼かの女じよが司るのは炎という物理現象ではなく、概念そのもの。

　無意識に息を呑のみ、レイジの喉のどが鳴った。

「……なるほど」

　自分が口にした言葉の意味を意識が理解し、相手と自分の間にある圧あつ倒とう的てきな隔たりを思い知る。だがレイジはその状じよう況きようをぐっと噛みしめた後……笑った。

「高いな……頂点は。だがそうでなきゃ目指す意味が、無い」

　奇くしくも両者の笑みが交差した。

「本当に貴方はどこまでも諦あきらめないのね……仕方のない人」

「悪いな……もう少しだけ付き合ってくれ」

　二人はお互たがいから目を離さず、構える。

　相手が敗北を認めないのならば、戦いが続くのは当然。

「さぁ――決着をつけましょう！」

「ああ。じゃあ勝たせてもらうとしようか!!」

　互いに全力をぶつけ合う決意を叫んだ瞬間――

「なにをやっているんだよ」

　――重みも決意もない、つまらなそうな声がその場に反響する。




　同時に、不ふ可か侵しんの戦技盤に一つの影が降り立った。




　　　　　◆




「お前は……」

　すぐさまレイジは声が聞こえてきた方を向く。先ほどまでの場内の歓声はざわつきに変わり、一様に盤上のなりゆきを観察していた。

　戦技盤の端はしに降り立ったのは、灰色髪かみの男。

　見ると男は歪ゆがんだ双眸でこちらを睨にらみつけていた。

「……ジル、オール？」

　フレアも男の姿を捉え、わずかに疑いを込めながら名を呼ぶ。

〈ねぇレイジ……アレは昨日のアイツなの？〉

「そう……だろ？」

　距離はあるが、レイジも一目で男がジルオールだとは気付いていた。だがフレアが言い淀よどみ、カナンが問いかけてくるように男には拭えない違い和わ感かんがあった。

　クセの強すぎる灰色の髪に華きや奢しやな身体つき。そして常に他者を見下す不ふ遜そんな眼まな差ざし。どこをどうみてもジルオール本人だ。

　だが本能がそれに納得しない。まるで同じ姿形をしながら中身が別物であるかのように。

「僕ぼくの忠告も聞かず、恥知らずにも舞ぶ台たいに上がっているのか」

　レイジの疑念も知らず、本人はいつもの罵ば倒とうを吐はく。そしてそのままこちらに近づいてこようとする。

「貴方、なんのつもり？」

　だが二人の戦場に踏ふみ込もうとするジルオールをフレアが制した。

「？　これはこれはフレア様、失礼、失礼。御おん身みの手を煩わずらわせてしまっているようで」

　ジルオールは一度首を傾かしげてから、彼女に一礼した。

「ソイツには昨日、身分相応に振ふる舞えと命じたのですが……言うことをきかなかったようで。ですがご安心を。いまから僕がその愚ぐ民みんを排はい除じよしますから」

　ジルオールはフレアの意を理解していないようで、見けん当とう違ちがいな言葉を返す。

「彼かれとはいま私が正式に戦っているのよ。貴方に邪じや魔まをされて戦いが無効にされるのは不本意です……そのまま下がりなさい」

「王女…………立場を弁わきまえてください。トゥルーズの姫ひめ君ぎみであるあなたが、どうしてそんな下げ賤せんな民と同じ舞台に立つことを是ぜとするのです。上は上らしく、下を下として扱ってもらわないとダメです――……ダメ、なんだよ」

　フレアが改めて説いて聞かせるがジルオールは納得せず、不満げに表情を歪ゆがめてきた。

「ジルオール！　そこまで地位の貴き賎せんに拘こう泥でいするのならば、貴方こそ誰だれに意見を言っているの！」

　止やむなくフレアは毅き然ぜんとした態度でジルオールをばっさりと切り捨てる。

「それにこれは貴方の為でもあるのよ。神遺虚構を顕けん現げんさせたいまのレイジは……貴方では手に余るわ」

　その言葉にジルオールの歩みがピタリと止まった。

「そうよ、だから……」

　聞き分けてくれたと思い、フレアが一息吐いた瞬間、突如としてジルオールが荒々しく声を上げてきた。

「お前も僕がこんな野の良ら犬いぬに…………劣るなんて言うのかっ!!」

　絶ぜつ叫きように近い声が戦技盤に響き渡わたる。観客が反応し、ざわざわと会場が揺ゆれた。

　そのままジルオールは血走る双眸でレイジの姿を凝視する。横目で覗のぞくとフレアはジルオールの反応に絶句していた。

「犬、続きだ。昨日の戦いの続き……僕が勝つハズだった戦いの続きだよ!!」

　ジルオールは大おお仰ぎように腕うでを払ってから、勿もつ体たいぶるように重々しく歩みを再開させた。

「ディオもフレア様もなにを言ってるんだ……僕は貴族でアイツは平民なんだよ？　こんな野の良ら犬いぬ風ふ情ぜいにトゥルーズ王族所縁ゆかりの貴族である僕が劣るはずないだろう？　なぁ？　ありえない、ありえない！　そんなこと絶対にアリエナイのになんで!!」

　ジルオールが洩もらす敵意を肌はだが感じ取り、レイジが警けい戒かいする。

　乗っかるように後ろから抱きつくカナンが、耳元に唇を近づけてきた。

〈レイジ……あいつ、なんかヤバくない？　昨日も変といえば変だったけど、なんかさらに何周かしちゃってるみたいで……怖こわいよ〉

「……なんか知らんが大層好かれているらしいな、俺は」

　ジルオールの只ただならぬ気配にフレアもまた身構える。対たい峙じしていた二人がともにジルオールの接近に備える図となった。

　だがそこでさらに他方向からの横槍が入る。

「やれやれ、田舎の貴族風情がなにをしようとしている！」

　観客席から一人の男が降り、ジルオールを呼び止めた。

〈な、なに？　また変なヤツが現れたよ〉

「あいつは……」

　その者は既き知ちという程ではないが昨日の講堂で見ていた顔だった。その為ため、降り立ったのが何者かは理解できた。

　新たに現れた男はレイジたちと同じく【神話の再演】にエントリーされている神格序列・第三十四位者グスタフ。

　彼はレイジとフレアに目配せをしてから、改めてジルオールに目を向けた。

「これは我々にとって大切な【神話の再演】の始まりの儀オープニング。もしその邪魔をするというのならば、この私が演者の一人として排除させてもらうことになるぞ」

「ハハッ……王無き野蛮なサウガウドの成金如ごときがこの僕に意見なんて……反へ吐どが出る」

　牽けん制せいするグスタフに対し、ジルオールは雑言を吐きながら躊躇いなく神遺物を取り出す。

「僕の《騎士ナイト・レ機構プリカント》に屈くつして、地べたを舐めろ」

　ジルオールは己の神遺虚構――全身紫甲冑の自律騎士を具現させた。

　いきなりの神遺虚構の出現に場内が沸わき立つ。

　だがその盛大な期待に甲かつ冑ちゆう騎き士しは応えられなかった。なぜならグスタフもまた間かん髪はついれずに神遺虚構を揮っていたから。

「地平よりの輝かがやき――《黄昏を裂く槍列ホライゾン・ライン》よ、終わりを下せ!!」

　声とともに十数の長槍が降り注ぎ、瞬またたく間まに甲かつ冑ちゆうを貫いて串くし刺ざした。

　突つき刺ささる槍の衝しよう撃げきと荷重により、ジルオールの《騎士ナイト・レ機構プリカント》があっさりと拉ひしやげ散る。甲冑騎士はほんのわずかな間しかその姿形を保てなかった。

「ハッ、六十位台の貴様が三十位台の私に正面からやり合って勝てると思ったか」

　グスタフは神遺虚構の槍を一本握り締めながら言い捨てる。だがジルオールは己の切り札を破られたというのに不思議と全く動じていなかった。

「……なにをしている？　もう勝負はついた。さっさと退場しろ」

「クククククッ、クハハハハハ」

「……なにを笑う？」

「可笑しいのさ。これから負けるのに得意げになっているお前がさ……ククハハハハッ！」

　ジルオールは歪み切った口元を、さらに歪めていく。

「神となった僕の強さを見せてやるよ」

　ジルオールが高慢な言葉を吐いた瞬間、彼の全身を〝闇やみ〟が覆おおう。その光景を見ていた誰もが驚愕した。

「――！」

〝闇〟だと思われたモノは拉げ散った《騎士ナイト・レ機構プリカント》の残ざん骸がい。

　破は片へんと化した甲冑が蠢うごめき、ジルオール自身を核かくに再構築されていく。

「ククククククアアアアアアアアハハハハハハハハハハハハハハハハハハ」

　ジルオールが奇怪な声を上げる。
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　まるで呑のみ込まれていくような様と絶叫が合わさり、その姿はまるで自分の神遺虚構に喰くわれていくようだった。

〈レ……レイジ〉

「ジ、ジルオール、貴方はなにを……くっ」

　軋み響く金属音が凄せい惨さんな錯さつ覚かくを見る者に与え、客席の所々から悲鳴が上がった。レイジも生理的な嫌悪感を覚える。

　ジルオールの姿が見えなくなり……やがて再び全身甲冑の騎士が具現する。

「さぁ――僕の《騎士ナイト・レ機構プリカント》」

　だが虚構の騎士は先ほどと同じ姿ではなかった。

　鎧の色は黒く淀み、造形はより生物的になりながら決して生物とは思えず、例えるならばより禍まが々まがしい印象を齎もたらすカタチとなっていた。

「全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部…………壊そう」

「……！」

　甲冑の兜かぶとの奥おくからジルオールの声が発せられた。それに反応して、茫ぼう然ぜんといった様子で眺ながめていたグスタフが身構え直す。

　握にぎる槍を構え、再び槍の雨を降らせようとした――が、すでに遅おそい。

　騎士は一いつ瞬しゆんのうちにグスタフの眼前へ到達し、漆しつ黒こくの剣けんを振っていた。

「ひぃ――、」

　悲鳴さえ途と中ちゆうで斬撃音にかき消され、あっさりとグスタフが吹き飛ぶ。そして、受け身もとれずに戦せん技ぎ盤ばんの壁かべに激げき突とつした。

　展開していた神域が命は守ったようだが、衝撃には耐えきれなかったらしい。神域の光が散り消える。

　グスタフの神遺虚構である槍が無惨に砕くだけ、彼の意識が失われたことを伝えた。

　その様に――場内が困こん惑わくし始める。

「なになに？　なんなのコレ……っ！」

「吹っ飛んだヤツ、動かないけど大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「おい、これはマジでヤバそうだぞ！」

　突とつ発ぱつ的てきな余興として状況を眺めていた観客が、グスタフの敗北をきっかけに怯おびえ出す。

　思いあがった乱入者が強者に身の程を知らされる――そんなイベントを期待していた人々が、これが本当のイレギュラーなのだといまさらながらに理解したのだ。

「あの化け物みたいな奴やつは、ホントにあの生徒……人間、なのか!?」

「運営は！　生徒会はなにをやってんだ！」

　ジルオールが放つ異様な雰ふん囲い気きと禍々しい外見が、そんな者たちの不安をさらに助長し、混乱を増大させていた。無数の叫びに似た声が上がり、それがさらに多くの人々を煽っていく。

「品も格もない成金にはやっぱり地べたが似合うな」

　満足げにグスタフを眺めた後、ジルオールは再びレイジの方を向いた。

　そして、瞳無き漆黒の騎士兜の奥からジルオールの声が告げてくる。

「さぁ……神罰の時間だ」







第四章　カナン・グラフィックス







　異形の騎士と化したジルオールをレイジの双眸が望む。すると脳の奥にざらつくような違和感を覚えた。

「？　……カナン、どうかしたのか？」

〈…………え？　な、なにが？〉

「いや、なんかカナンから……んー、不安みたいなものを感じたからさ」

　いまの違和感の正体を、同調して感覚を共有するカナンからのものだと思ったレイジは、自分にひっつくカナンの瞳をジッと覗き込む。

〈そ、そう……かな？　別に全然、私は大だい丈じよう夫ぶだよっ！〉

　カナンはどこか慌あわてながら、こちらの心配を吹き飛ばすようににっこりと笑え顔がおを向ける。

「俺おれの勘かん違ちがい……ならいいけどさ」

　少しひっかかりながらも状況が状況な為、レイジは構えを整えながら気を取り直した。

「――どうやら一時休戦とするしかなさそうね」

「ああ、そうした方が良いな。なんか普ふ通つうじゃなさそうだ」

　並び立つフレアからの提案にレイジは首しゆ肯こうする。

「なぁ、ヤツのあの神遺虚構グラフイツクスの変化は第二段階である〝解放〟ってコトでいいのか？」

「……普通なら神遺虚構の変化はそう捉えるべきなのでしょう。けれど……アレはとてもそうは見えないわ。それに申し訳ないけど、ジルオールは使い手として解放を行えるレベルには全く到達していなかった」

「王女様は手厳しいな。けど、だとするとアレは一体どんな状態なんだ」

　フレアの表情を窺うかがうと、彼女は眼差しを厳しくし、口元を苦渋に歪めていた。

「推測で言うならば……〝暴走〟ね」

「……暴走？」

「本来、神遺物レガシイを扱あつかうべき使い手が神遺物の遺志に呑み込まれ、逆に扱われている状態よ」

「神遺物の遺志……そんなこと講義で習ったか？」

「普通は在りえないから講義では習ってないわ。でも、現に意思を持つ神遺物があったのだから……絶対に在りえないとは言えない現象よ。どうしてジルオールが暴走に陥っているのかはわからないけれど、ただこれが悪い状態だということに間違いはない。とりあえず貴方あなたは下がっていて。あとは私が――」

　そのまま前に出ようとするフレアをレイジが片手で制した。

「ここは俺だろう。なんせ本人からのご指名なんだ」

　自分への禍々しいほどの敵意を肌で感じながら、どこか得意げに告げる。

「!?　――彼はトゥルーズの貴族よ。なのにこの私に下がっていろというの？」

「気持ちは分かるけどな……フレアは周りを頼たのむよ」

「……周り？」

　息巻くフレアを、レイジは周囲を指しながら諭さとす。

　観客席を見れば動どう揺ようは騒動に発展し、荒れに荒れていた。放っておけば本当にパニックに陥りそうな状態だ。ちなみにグスタフは壁かべ際ぎわに倒たおれたまま完かん璧ぺきに放置されている。

「こ、これは……」

「こっちは平民な俺に任せてお姫ひめ様さまはあっちを頼む。生徒会の連中も何名かは会場にいるハズだろうし、そいつらと協力してさ」

「で、でも、それなら逆でもいいじゃない！」

　フレアが胸の前で掌てのひらをギュッと握りしめながら訴うつたえてくる。

「俺が生徒会の連中とうまく連携できると思うか？　……な？　フレアが大局を治めてくれ。これも地位に伴ともなう義務ってヤツだと思ってさ」

「っ！　……それは」

　理解はできても納なつ得とくができないようで、フレアがはがゆげに唇くちびるを噛む。

　そんな彼女にレイジはいたずらげに言葉を投げた。

「なぁフレア。正直、ここまで言われて俺が……引き下がると思うか？」

　フレアは一瞬、キョトンとしてから嘆たん息そくし、苦く笑しようする。

「いいえ……だって貴方は言ったら聞かないじゃない」

「――だろ？」

　本当に仕方なさそうなフレアに対し、レイジも苦笑を返す。それからジルオールと相対す為に一歩踏み出した時、先ほどのざらつく違和感をレイジは再び覚えた。

「……どうかしたのか？」

〈レ、…………レイ、ジ……！〉

「……カナン?!　どうした！」

　返ってきたカナンの声が震えていて、レイジが驚く。

〈ごめん……でもなんか、あのジルオールを見てたら……不安になってきちゃって……あの、その……ごめんなさい〉

「謝らなくてもいいさ。まぁ愛らしく思うような格好じゃないしな」

　レイジは宥めながら、改めてジルオールの姿を捉とらえた。たしかにその騎士の姿はどこか歪いびつで、生理的な嫌悪や畏い怖ふを感じさせる。

〈違うの！　姿とか見た目とかじゃなくて、あいつを……あいつの〝神遺虚構の状態〟を見ていたら怖くなったの〉

「神遺虚構の、状態？」

〈さっきフレアが言っていた暴走……神遺物が使い手をあんなにするなんてっ！　私も……私もあんな風にレイジをどうにかしちゃうんじゃないかって思ったら……私！〉

　どうやらカナンはジルオールの姿形に恐きよう怖ふを覚えたわけではなく、神遺虚構の暴走という状態を見ていて不安になったらしい。

「……なるほど」

〈自分がなんなのかわからないのが怖いんじゃないの。ただなにかである私が、あなたを壊こわしてしまうんじゃないかって、そう思ったら……っ！〉

「大丈夫、だよ」

　神遺物である自分自身に怯えるカナンにレイジがさらりと返す。

〈そ、そんなあっさり……わ、私は本気で言ってるんだよ！〉

「俺も本気だよ」

「～～～～レイジっ！　正体がわからない神わ遺た物しの神遺虚構で不安じゃないの?!　私がレイジをあんな風にしちゃうかもしれないんだよ!!　それなのに……そんな簡単に大丈夫だって言っちゃうの!?」

　カナンは目の前の不可解な存在に、正体不明な自分を重ねてしまっていた。そして、記き憶おく喪そう失しつである彼女は、一ひと度たび湧わいた自分の存在への不安をどうにもできないようだった。

「私は……大丈夫じゃないよ……！　あなたを失くしたら私は――」

　けれどもレイジは、彼女の不安を無用のモノとして拭う。

「俺はお前といるから大丈夫なんだよ」

〈――――え、〉

　少女の淡い掌に左掌を重ねながら、揺るがない理由を告げる。

　雑まじり気のない――純じゆん粋すいな信頼。

　当然のように全幅の信頼をレイジから気負いもなく託され、彼女は言葉を継げないようだった。

「だからカナンも大丈夫だと思ってくれ」

〈レイ……ジ〉

　レイジは驚おどろく彼かの女じよを見つめ、笑えみを送る。

「俺とお前はこれから共に歩むんだからさ」

〈――レイジっ！〉

　背中から全力で抱だきついてくるカナンの声を受けながらレイジが駆け出す。

「さぁ、行こう。神々の祭さい宴えんなんだ――このくらい騒さわがしくなきゃ面白くない！」

「ゴチャゴチャと一人でなにを喋しやべっている!!」

　こちらの疾しつ走そうに反応し、ジルオールが吠ほえる。

「そんな拗すねるなよ。いま相手をしてやるからさ！」

　両者の間合いが瞬しゆん時じに重なる。

　その先手を取ったのはジルオール。ジルオールそのものである異形の騎士がレイジへと高速で剣を振り下ろした。

　だがレイジも劣らぬ刹せつ那なの速さで身を捌さばき、斬撃を避さける。

　結果、漆黒のサーベルは空振り、勢いのままに地面に激突して地表を砕いた。

　刀身が深々と地面へと沈む。だがジルオールの動きは止まらない。凄すごまじい膂りよ力りよくを以もつてすぐさま剣が引き抜かれ、よどみなく第だい二に刃はが放たれた。

　追つい撃げきを躱かわせないと読んだレイジは、咄とつ嗟さに漆黒の右みぎ腕うでを撃うち出す。そして、刀身を殴り払はらい、強ごう引いんに必中の軌き道どうをずらした。

　鈍にぶい金属音とともに剣が虚こ空くうを薙なぐ。

「なにぃっ……！」

　表情の無い兜の奥からくぐもった声が漏れた。

「平民が……平民がぁ！　誰の許可を得て刃を避けたぁ！」

「悪いな、貴族サマ！　だがここは学園だ。誰にも否定されず偉ぶっていたいんだったら、最初から故こ郷きようの屋敷にでも引きこもってろ！」

「ぐ――愚民、誰に意見する！」

　ジルオールが激げつ昂こうとともに超高速度で刃を幾いく重えも奔らせた。

　だがレイジは超人的な身のこなしと右腕による迎撃を組み合わせ、無む尽じんの刃を見事に凌しのぎきってみせる。

「なんで……なんで、当たらない!!」

　一向にダメージを与あたえられない自分の斬撃に、ついにはジルオールが焦しよう燥そうの声を上げた。

「僕はもう〝神〟そのものになったんだぞ！　神遺物の全すべてを解放し、神の全てを顕あらわしているんだ。なら当たらないはずが……ないじゃないか!!」

《騎士ナイト・レ機構プリカント》は強きよう靭じんな騎士を顕す神遺虚構。その騎士と一体化しているジルオールの身体能力は、人間のレベルを圧あつ倒とう的てきに上回る。

　人間が真っ向から挑いどんで勝てるハズがない。正面から戦い合えるハズがないのだ。

「――なのに……なぜ！」

　その《騎士ナイト・レ機構プリカント》と化したジルオールと、レイジは互角の攻こう防ぼうを繰り広げていた。甲冑騎士の圧倒的なパワーとスピードに、右腕の装甲のみで対応できている。

「貴様は……なんなんだ！」

「よく知ってんだろう？　落ちこぼれ、さ」

　レイジは拳こぶしを揮いながら言い捨てる。

「神遺虚構を禄ろくに扱えず、暇ひまを持て余し、それでも諦あきらめて無為に過ごすこともできず……」

　普通の生徒が神遺物や神遺虚構について、その力や扱い方、戦術等を学び修める間、レイジはその何一つとしてできなかった。

「この身に、研けん鑽さんに研鑽に研鑽に研鑽に研鑽に研鑽に研鑽を重ねるしかなかった――」

　ただ一人での修練――それは刃を研とぐようなものではなく、身を削そぎ砕き、鏃やじりを作る行こう為いに似ていた。

「落ちこぼれの学生だよ！」

　己おのれの弱さに傅かしずかず誰だれの強さにも屈しない為に磨がれたレイジの力が、カナンの助力によりいま、余すところなく発揮されていく。

　迎撃の暇いとま、レイジはジャケットから数本の戦せん闘とう刃ばを抜ぬき出すとジルオールへと擲なげうった。

　無論、ただの刃が甲冑を傷つけることはない。だが刃は狙い通り寸分違たがわず甲冑の関節部に刺さり、一瞬だが動作を阻害する。そのわずかな隙を突き、レイジは甲冑騎士の懐ふところに飛び込んだ。

「――！」

　同時に放った漆黒の拳が、黒騎士の兜を直ちよく撃げき。メキャリ、と金属の歪ゆがむ音が拳を通して身体に染しみ込む。

「じゃあな、ジルオール――」

　レイジがトドメとして拳を振ふり抜く為、さらに力を注ごうとした瞬しゆん間かん、

〈――――――ダメ!!〉

　カナンの叫さけびが心に木霊こだました。

　レイジは問い返しもせずに拳を引き、身を反そらす。カナンの言葉に従い、迷いもなく好機を捨てた。

「どうしたん――」

　しっかりと間合いを取ってからカナンに目を向けた時、地面が揺ゆれた。

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　その原因はジルオールの地に響ひびく程ほどの雄お叫たけび。さらに彼かれは両手で持った巨きよ大だいなサーベルを揺れる地面へ叩たたきつけた。

　凄まじい音とともに、戦技盤の地面が爆ぜんばかりに砕け散る。

〈レイジ……気をつけて〉

　カナンの囁ささやきと同時に、ジルオールの纏まとう神域の光が不安定に瞬またたき始めた。それが大気を奇き妙みように揺らし、歪な風を起こす。

〈あいつ……もっと、自分を〝喰わせる〟気だよ〉

「……喰わせる？」

「なんで僕ぼくが殴られるぅうううっ！　僕はもう、昨日までの僕じゃない！　もう僕は………………誰にも負けないくらいに強いんだぞ!!」

　慟どう哭こくのような叫びとともジルオールの身体が脈動した。甲冑全体が奇怪な音とともにカタチを変えていく。

　同時に纏う雰囲気の禍々しさが増し、およそ異質としか形容できない気を撒き散らす。無軌道な害意を感じ取り、肌はだにぞわりと寒気が奔った。

「……コレのことを言ってるのか？」

〈うん……ヤバいよ、あいつ。あれ以上喰われたら、もう自分の存在が無くなって……きっと戻れなくなるよ〉

「なんか……そんな雰囲気みたいだな」

　神遺物であるカナンは単なる嫌悪感でない〝なにか〟を感じ取っているらしい。レイジはカナンの忠告をそのままジルオールにぶつける。

「それ以上はやめておけ、戻れなくなるぞ！　そこまでしてなにをするつもりなんだ」

　だがジルオールの変異は止まらない。止まらないのか、止められないのかはわからないが、本人の言葉は起こっている事象への許容だった。

「……戻れない？　それがどうした！　どうなろうがなんだろうが、強くなるんだったら安いものじゃないか！」

　硬こう質しつの甲冑が脈打つように蠢き、さらに奇怪な変貌を遂げていく。

　それは神遺物に刻まれた神の造形情報の、無む秩ちつ序じよな顕けん現げん。

　それこそは純粋な神の力。

「誰にも侵されない……誰もが渇かつ望ぼうする力！　お前だって望んでいるモノだろうが!!」

　こちらの心の隅すみを突くようにジルオールが言い放った。

「……なるほど」

　異形の蠢きを捉えながらレイジは思う。

　なにがジルオールにこんな暴走のキッカケを与えたのかはわからない。

　けれども彼は弱さを拒きよ絶ぜつし、強さを求めてこうなったのだ。

　ただただ力だけを求めて、ただ力だけを得たのだ。

　その様はまるで誰かに似て――……だがレイジはそこで思考を止め、頭を振った。

〈……レイジ〉

「悪い……けど大丈夫だ」

　少女が浮うかべた心配をレイジは笑みで払う。

「さぁ！　神の力そのものとなった僕を讃え――」

「――違うんだよ」

　それからレイジは表情を律し、ジルオールの声を遮さえぎる。

「俺は、そんなものを求めていない」

　己の理想と眼前の存在は違うと否定する。

　レイジの曇りない覇は気きにジルオールが一瞬気け圧おされる。

「――ハッ！　強がって自分の欲望こころを否定するなよ。正直になれ。なぁ、お前もこういう力が欲しかったんだろう！」

　だがすぐさまジルオールは嘲あざけりを吐はく。同時に纏う神域が瞬き、ジルオールを中心に地面にさらなる亀き裂れつが走った。

「力、力、力！　力だよ！　他者を支配し、従じゆう属ぞくさせる――望みを叶える力!!」

　禍々しい騎き士しが剣を振るうと、轟ごう音おんとともに波打つように地表が抉えぐれ砕けていく。さらにそれを幾いく度ども繰くり返かえす。

「クククククククククハハハハハハハハハっ！」

　ジルオールは強さを誇示するために力を揮い、破は壊かいの様を楽しむ。

　レイジが攻こう撃げきの余波を避けながら目の前の破壊現象チカラの神性を《神性イミテート再現・デバイン》により模も倣ほうしようとする。

　だが起点となる漆黒の装甲が反応しない。疑問を口にしようとした時、カナンが理由を告げてきた。

〈無理だよ、レイジ。あれは奇き跡せきの表現じゃない。単純な力の暴走だから〉

「どういうことだ？」

〈あれは過か剰じように発生させた神域を強引に押おし付けて壊しているだけだから。神遺物が持つ神の権限でもなんでもない〉

　カナンの声はどこか憐あわれみを帯びていた。

「真ま似ねしようにも、真似するモノがないってことか」

〈うん。それにあれじゃあ、神遺物もあいつもそのうち限界が来て……壊れちゃう〉

「まさに暴走、か」

「またなにを一人でベラベラと喋っているんだよ！」

　カナンの声が聞こえないジルオールはレイジの言葉を単なる茶ちや化かしだと思ったらしく、怒声を上げた。だが二人は無視して会話を続ける。

〈レイジ……どうする？〉

「どうするって？」

〈《神性イミテート再現・デバイン》は使えない……けど、別に放っておいてもあいつはその内に自滅するよ〉

　おずおずとこちらを窺うカナン。レイジは彼女の言外の意図を察し、首を横に振った。

「僕を無視するなぁ！」

　しびれを切らして突っ込んできたジルオールの斬撃を、レイジは右腕であっさりと受け止めた。

「カナン、お前……わかってて訊きいてんだろ？」

　レイジはそのまま強引に大たい剣けんを払いのける。そして、よろめくジルオールの眼前で戦意を示す為ため、構えを取った。

〈うん――わかってて訊いたよ〉

　カナンがすんなりと頷うなずく。その声はすっきりと明るかった。

〈あなたが戦いをやめるはずなんて……ないんだから〉

　カナンの仕方なさそうな台詞せりふにレイジは申し訳なくなりながらも「ああ」と応こたえる。

　それから逆に問う。

「カナンも、もう怖こわくないか……俺に、ついてきてくれるか？」

〈うんっ〉

　もう一度、カナンは素す直なおに頷いてくれた。

〈レイジが私を信じてくれるように――私は、レイジを信じる。そして、レイジが信じてくれた私自身を、私も信じる――だから、もう大だい丈じよう夫ぶ〉

　少女のいじらしい告白。

　彼女の決意を無言で受け取ってから一拍ぱく置き、レイジが零こぼす。

「――相思相愛だな、俺たちは」

〈な――な、な、な、なによいきなりっ……〉

　するとカナンがなぜか急に取り乱した。

〈い、いま私が言っているのは、その、そういうことじゃなくて、〉

「？　そういうことだろ。ありがとな、カナン」

　自分を受け入れてくれたことを嬉うれしく思うレイジはカナンの慌あわてぶりにも構わず、さらに飾らず気持ちを伝える。

〈～～～～もぅ、もぅ！　そういうのダメなんだよっ、レイジ！〉

「一いつ緒しよについてきてくれ、カナン――最強の頂まで!!」

　カナンの叫びと重なった宣言を起点としてレイジが全力で拳を放った。瞬間、捨て置かれ憤ふん怒どするジルオールも剣を振り下ろしていた。




　――轟音が、爆はぜた。




　漆しつ黒こくの拳と異形の剣が正面から激げき突とつし、空間に唸りさえ起こさせる。

「あああああああああああああああああああああああああああああああ」

　ジルオールの言葉にもならない絶ぜつ叫きようが響く。

「――っと！」

〈――レイジっ！〉

　拳を弾はじかれ身体に衝しよう撃げきが奔はしる。レイジは体勢を崩くずし、片かた膝ひざをついた。

　威力の余波が周囲に散り、大地が拉げる。

「ククゥウッハハハ！　結局こうして真正面から撃ち合えば僕の勝ちなんだ！　野の良ら犬いぬが、負けるのはイヤだろう？　虚しいだろう？　勝ちたいだろう？　なにがなんでもさぁ！　なら、素直に言えよ！　こんな力が欲ほしいって!!　そうすればまだ容赦くらいは――」

「――俺おれが望むのはそんな暴モ力ノじゃない」

　レイジは見下され、蔑さげすまれながらも毅然と返す。

「俺が求めるのは、強さ――俺の意志を貫つらぬく為の力だ。だからそんな暴力チカラを欲しいとは思わない」

「……な、に」

「力を求めて意志を曲げたら、意味がない。それにな……」

　丁てい寧ねいに言葉を紡ぎながら、レイジはゆっくりと立ち上がる。そして一度右掌の握にぎりを解いてから、改めて拳をつくり上げる。

「俺は、もう奇跡チカラを持っている」

　レイジの台詞に呼応し、カナンが心の中で声を響かせる。

〈さぁレイジ、目一杯やっちゃって！　あなたの心に私は全力で応えるから！〉

「ああ――カナン！」

　握った拳に全意識を集中し、注ぎ込む。瞬間、レイジの神域が瞬き、揺れ動いた。

　レイジの全てを貫かんとする意志に応える為にか、装甲に変化が起きる。

　外装に刻まれた五つのラインにもう一筋の光が灯ともる。

〈――拘こう束そく封式〉

　次の瞬間、光の意味を示すようにカナンの声が響く。

〈限定破は砕さい解除・第二神権発動〉

　意識の根底が声を理解した刹那、新たな力が湧わき起こるのを感じた。

　同時にレイジが全身に纏っていた神域の光は右腕の一点に集約され――拳に眩まばゆいばかりの極光が宿る。

　湧き起こった心の声とカナンの声が重なる。

〈「第二神権発動――《極点衝撃ブラスト・デバイン》！」〉

　光を従える右拳をレイジはジルオールへと撃った。

　だがジルオールもそれをただ無む抵てい抗こうに受け入れはしない。唸り声とともに神速の挙動で刃を振るう。

　再び拳と刃が交わり、互たがいの神域が激突した。衝撃の余波が周囲の地表に亀裂を起こす。

「な――に」

　驚きの声を上げたのは、ジルオール。彼が握り持つサーベルが、見る間に砕くだけていく。

　そのまま剣を粉砕し、レイジの拳が振り抜かれた。

　そもそも互いの拳と剣に宿るのは、神域という絶対不ふ可か侵しんの光。本来は同質の力である。だが無秩序に発散されるジルオールの神域と、集束させ意志により揮われるレイジの神域とではその密度が異なり、威力において桁けた違ちがいの差となっていた。

　無様に震える騎士兜の奥おくをレイジの眼まな差ざしが捉える。

「馬ば鹿かな！　馬鹿な馬鹿な馬鹿な!!　神の力そのものと化した僕が、なんで……!?」

「なにを驚いてんだ。これは【神話の再演】――」

　レイジは拳を構え直すとわずかな暇いとまも与えず、第二撃を異形の鎧の中心へと撃ち込む。

「なんだって起こるさ！」

　拉げ千切れる金属音が鳴り響く。

　漆黒のガントレットが《騎士ナイト・レ機構プリカント》の――神の装甲を破り切った。

　拳が、甲かつ冑ちゆうを抉る。

「が――はっ！」

「はぁ――！」

　鎧内部で沈めた拳を開く。そしてその掌てのひらで神遺虚構の起点である神遺物を探り当て、抉り掴つかんだ。

「キキキキキ、き……貴様！　ああああああああああ、な、なにを!!」

　存在の根源を直接触られたジルオールが情けない声で怯おびえ叫ぶ。

「なにを、する気だっ！」

「自分がどういうヤツと戦っているか、わかってんだろ？」

　掌が掴んだ神遺物に己の意識を注ぎ込む。レイジは神遺物に触れ、それと強引に同調して共振を引き起こしていく。

　それは、すでに神遺虚構を顕している神遺物に対たいする強制的な介かい入にゆう。

　神遺物から新たに光が放たれた。

「この――――落ちこぼれの――――破壊者がぁあああああああ!!」

　ジルオールの絶叫。だが甲冑は支点を押さえられたように、脈打つのみで動かない。

　甲冑の隙すき間まから、内部より発せられた奇跡の輝かがやきが洩れ出ていった。

「じゃあな、ジルオール――これで、」

　レイジは掌を握り込む。

「終わりだ」




　破壊の異才が――神遺物を砕いた。




　神の遺物という支えを失った虚構は純然たる世界の摂理に従い、その意味を失し――巨大な異形の甲冑は崩れ落ちていく。

　砂が舞まい散ちる。

　さざ波のような空虚な音が、戦いの終わりを静かに告げた。







　気付くと、漆黒のガントレットが解け、腕うでの中にカナンが現れていた。

　レイジは自然と少女を抱きとめる。

「カナン……」

　少女の顔を覗のぞきこむと、彼女の愛らしい寝ね息いきが聞こえてきた。

　レイジはふと、出会った時のことを思い出す。そういえばあの夜も、眠る彼女を抱きとめていた。

「あれは運命……だったのかもな」

　無意識に心の内を零す。

　レイジが色々と想おもいを馳はせていると、周囲からざわめきが聞こえ始めた。

「…………なんだ？」

　その喧けん騒そうは徐々に大きくなり、ついには喝かつ采さいとなっていった。

　しばらくしてレイジはそれが勝者への歓かん声せいだと気付く。いまさらながら自分が勝利したことを思い出し、苦く笑しようする。

「ありがとう、カナン」

　寝ね入いる少女に一言告げてから、レイジは拳を振り上げる。

　そして、遠い世界樹を望みながら、〝最強〟に一歩近づいたことを噛かみしめた。







エピローグ







「今回の一件に関してはそちら側の意向に則のつとり、エキシビション・イベントの一いつ環かんとして処理。それに伴いジルオールはあくまでも〝正式〟なイベントの当事者と設定」

　ディオは手元の資料を整然と読み上げる。

「ただしイベント中の行動に過度の逸脱行為があったとして停学処分を妥だ当とうとした、と……これでいいのだろう？」

　ディオはそこまで喋しやべると視線を上げ、円えん卓たくの向こう側に座すわる人物を見つめた。

　荘厳な空気に満たされた室内に置かれた大きな円卓。そこに座るのは、ただ一人。

「承知しました。ところで当の本人はこの出来事についてどう述べているのですか？」

　予想外に年若い――幼いとさえ思える声。

「――なにも。本人は自分が暴走状態に陥ったことさえ憶おぼえておらず、なに一つ証言は得られていない。身辺調査も行ったが、【人じん智ち同盟】他あらゆる反学園思想の組織などとの繋つながりは発見できなかった」

　問いに対しうんざりしながらも、ディオは丁寧に説く。

「ジルオールの神遺物レガシイの残骸も回収し、分析・調査に回しているが、現在のところ異常の報告もない」

「そう、ですか……わかりました。学園内へのアナウンスが済み次し第だい、公式に対外的にも同じくイベントとして広報しましょう」

　窓一つ無い広間に、光源はわずかばかりの灯りのみ。薄うす暗ぐらいため、円卓向こうに座る人物の姿が明めい瞭りようにならない。

　けれども小こ柄がらな女性であるということと、特異な装束――幾いくつもの白い布を重ね合わせた法衣を纏い、なにより銀色の仮面を被かぶっているということだけはわかった。

　ディオはその銀の仮面を見つめながら、問う。

「……事後の情報操作は、無用な混乱を避さけるためとわかる。だが、何な故ぜあの時のあの場で『暴走事故への不ふ干かん渉しよう』という命が我々に下っていたのだ」

「…………」

「生徒会が動けば事の鎮ちん圧あつなど難かたくなかった……これではまるで、わざわざあの男に対処させようと――」

「ディオ――学園長に対し、口が過ぎるぞ」

　座る小柄な女性――学園長の背後の暗がりから、男が浮かぶように現れる。

　その男は美び麗れいな装そう飾しよくが施ほどこされた甲冑を纏い、騎士の出で立ちをしていた。

　ディオは騎士の忠告に従い口を噤つぐみ、そのまま一礼した。

「だが……最後に一つ、確かく認にんさせてもらう」

　ディオは進言ではなく事務処理の確認として、足す。

「今回の事件に対処した【破壊者】レイジ。彼が扱っていた神遺物が『意思を持つ神遺物』だったという噂うわさが流れている。それに伴い、内外のいくつかの研究機関から情報の真偽確認、研究対象としての提出、共同研究の要請が、学園の渉外窓口に来ている。これには……」

「イベントの混乱に伴っての流言飛語への陳謝を一律に返信してください」

「……それはつまり」

「それはデマです。そんな事実はありません。お騒がせしてすみません。……ってことさ」

　ディオの言葉を、騎士が茶化すように遮った。

「それでも騒ぐようなら、学園への【不干渉条約】を盾たてにすればいい」

「……ではそう統一対応しよう。それが学園の意思ならば」

　ディオは沈ちん黙もくの後、そう答えるとその場を去った。




　バタン、とドアが閉められ、広間に沈黙が訪れる。

「いやはや、それにしても逃にげたあの娘むすめが使い手を見つけるとは……予想外だったよ」

「……アシュレイ」

　騎士は先ほどまでの張りつめた空気を断つように、明るい口調で学園長に話しかけた。

「……と、いうよりもだ。意思を持って自律するアレに〝使い手〟なんてものが必要だとは、知らなかったな」

　アシュレイと呼ばれた騎士は、顎に手を当てながら思案げな顔をする。

「偶ぐう然ぜん――とはいえ、よく出来ている」

　アシュレイが嘆たん息そくしながら言うと、学園長は静かに首を振ふった。

「出会ったというのならばそれは必然――運命なのでしょう」

「……神失なき世界で運命とは皮肉な。けれど、その使い手があの少年というなら……いや、私も運命という表現に同意してしまうか」

　アシュレイはどこか面白がりながら学園長に同意してみせる。

「ではこのままでいいのかい？　君が命じてさえくれれば私が――」

「その必要はありません。なにごとも急くのがあなたの悪いクセです。現状、これ以上の手出しは必要ありません」

「それはすまない。では、いまは君と同じように、彼かれが資質を満たしているということで満足していよう」

　アシュレイの言葉に学園長は答えず、別の言葉を継つぐ。

「――もしかしたら」

　わずかに間を置いた後、学園長は掌をゆっくりと顔を覆おおう仮面へ這はわせる。

「今回の【神話の再演】が、最後の宴うたげになるかもしれません」

「最後……？　もし本当にそうだとしたら三百余年……いや、起源モデルとなった儀ぎ式しきからすると千年に亘わたる演目、その全すべてを見てきた貴女あなたにとっては感かん慨がい深いのではないかな、学園長……――【神代の巫女ルクレツイア】」

　名を呼ばれた学園長が、かちゃりと銀色の仮面を外す。

「アシュレイ、それは人の時の感覚です」

　少女の素顔が、灯りに照らされた。

「そんな機微は擦すり切れて失くなります……神話の時代から生きていれば、ね」

　ルクレツィアは仮面を円卓に置き、どこともなく上を向く。ただ閉ざされた部屋では見上げても天井しか映らない。

　どれだけ望んでも、空は見えない。

「世界が再演を必要としなくなるのか――それとも必要とする世界自体が失くなるのか……どちらになるのでしょう」

　麗うるわしい顔立ちが晒さらされ、煌きらめく髪かみと同じ銀色の双そう眸ぼうが現れる。

「この【約束失き地グラフイクス】にとって、どちらが正しいのかしら――」




「――ねぇ、カナン？」

　ルクレツィアが露あらわにしたその顔は、呼んだ少女――カナンと映し鏡のように似ていた。




　　　　　◆




「いよう、ディオ！」

　ディオが学園長室のある大聖堂の外がい郭かく回かい廊ろうを歩んでいると、前から飄ひよう々ひようとライナーが声を掛かけてきた。

　暖かな日差しが差す回廊に他の人ひと影かげはなく、ライナーは一人で当てもなくぶらぶらしているという風体だった。

「――ライナー」

「おっ！　いやいや自分から話しかけておいてなんだが、神格序列・第一位の王者サマに自分の名前を覚えてもらっているとは、恐きよう悦えつ至し極ごく。うれしいねぇ」

「…………」

「それにしても、いま出てきたのは学園長室じゃないか？　さすがは生徒会長、休日だってのにお仕事かい？　役職持ちは大変だな～」

　いまにも肩かたを叩たたき出しそうなほど親しげなライナーに、ディオはただ怜れい悧りな眼差しを返す。まるで会話になっていないのだが、ライナーはまったく気にしていないようだった。

　どれだけかライナーが一人喋った後、ディオは嘆息しながら静かに問う。

「――そろそろ、そこは飽あきないのか」

　ディオの声はなめらかだが、重かった。

　抜ぬき身の刃やいばのような気を突きつけられ、ライナーは一いつ瞬しゆん、キョトンとする。だが一拍置いてから、大きく笑い返してきた。

「はっはっはっは、それはどういう意味だよ。もしかして底辺な第百位者に対してのイヤミか、もしくは第一位者ならではの冗じよう談だんか？」

　だがディオはライナーのはぐらかすような様子も気にしない。
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　逆に刺さすように言葉を継ぐ。

「眼帯の奥が疼うずかないかと訊きいている、神遺融合者」

「――――」

　ディオのその言葉に、ライナーは無反応という反応を返した。

「才に溺おぼれ、せいぜい遊び過ぎないことだ――最下位者ランク・エンド」

　全てを見透かしたように言い捨てながら、ディオはライナーの横を颯さつ爽そうと通り過ぎた。




　大聖堂の回廊にライナー一人が取り残された。

「……神遺融合者ねぇ」

　しばらくしてから、ライナーがやれやれといった風に首を振る。

「俺をもし、そう思っているのだとしたら」

　ライナーは眼帯に左掌を当てながら、口元を可お笑かしげに歪ゆがめた。

　そして誰だれにともなく、囁く。

「お前もその程度かよ――ディオ・カディグナーグ」




　　　　　◆




「ねぇねぇレイジ！　こんな感じでいいの？」

「ああ、ありがとな」

　あのオープニング・バトルから数日後の昼下がり。昨日一緒に出掛けて買ったお気に入りらしい服を着たカナンが、声を掛けながらこちらへ戻もどってくる。

　今日は休日の為ため、レイジはやらねばと思っていた家の片づけを行っていた。

「これで結構すっきりしたか……まぁ、いままでが無む駄だにモノがありすぎたんだけどな」

　カナンにも手伝ってもらい、満を持して……というか、そもそも彼かの女じよと一緒に暮らすことになって、この片づけが必要になったのだ。

　元々ここは物置として使われていた場所だ。そこをレイジが生活に支障がない程度の整理だけをして住んでいたので、いらない物が結構残っていた。

　半日の時間をかけてそれらの整理と廃棄を行ったら、思ったよりも早く二人が住む分としては十分なスペースが出来た。

「あとは……ベッドか」

「ベッド？」

「スペース的には置けるようになったからな。どっかから貰えればいいんだけど、そう甘いことはないよな……」

「？　？　？」

　空きスペースを眺ながめながらカナン用のベッド設置についてレイジが考えていると、当のカナンが不思議そうに訊いてきた。

「ねぇねぇ、ベッドならもうあるじゃない、ほら」

　ぐいぐいと袖そでを掴みながら、部屋の隅すみに置いてあるベッドをカナンが不思議そうに指した。

「いや、あれは俺のでだな……」

「？」

「あのな……カナン用の、ってことだよ。さすがに俺も、この先ずっと自宅なのにソファで寝るのヤだし」

　レイジが腕うで組ぐみしながら説明するが、何故か話せば話すほどカナンが不思議そうな顔をしていく。

「あのさ、前から言おうと思ってたんだけど」

「ん？」

「レイジも一いつ緒しよのベッドで寝ればよくない？」

「……あぁなるほど、たしかにそうすればスペース的にも予算的にもゆとりが出来ていいな……――って、いやいやいや、良くないだろ!!」

「?!　??　どうして?!」

　レイジが焦あせって否定すると、カナンが逆に驚おどろいて反発してきた。

「どうしてって……どう言やいいんだ」

　なんとも説明できずに口ごもっていると、少女が怒おこってさらに詰つめ寄よってくる。

「なんで？　どうして？　私はレイジとちょっとでも一緒にいたいと思っているだけなんだよ？　それなのにどうしてダメなの?!」

「……ダメっていうわけじゃなくてだな、いやダメなんだけどな」

「レイジ！」

　真しん剣けんに言われれば言われるほどに…………困る。

　説明とも弁明とも形容できないようなことを、それでもなんとか説明せねばならずに悩んでいると、玄関からノックの音が聞こえてきた。

「ん……誰だ？」

「――あ！　ちょっと、レイジ!!」

「悪い！　続きは後だ。静かに待っててくれよ」

　特に誰を待っていたわけでもないが、これ幸いとばかりにレイジは急いで玄関に向かう。

（別に解決したわけでもなんでもないが、とりあえず助かった。けど……ほんとに誰だ？）

　ドア前に来た時、再度ノックされた。

「はいはい、待たせたな――って」

　急せかされてドアを開けると、そこにはフレアが立っていた。

「……なんで」

「いきなりなんでとは、ご挨あい拶さつね」

　思わず出た失言をフレアに突つかれ、追い討ちをかけるように視線で責められた。

「いや、その、すみません……でも本当にどうしたんだ？」

　レイジは謝りながらも仕切り直す。

　こういうのはなんだが、特に用事も無くフレアがレイジの家に来るはずがない。それがこうして訪ねて来ているのだから用事があるのだろう。だがそういった用事の見当がつかず率直に訊いた。

「一昨日のオープニング・バトルが無効と判断されたようだから、その報告にね」

「そうなのか？」

「ええ、さっきジュリエットから聞いたのよ。後で正式な通達もあると思うわ」

「……まぁ確かに、あんな大オオ事ゴトになったら当然か」

　ジルオールとの決着の後、場内の騒乱や事後処理諸もろ々もろでフレアとのバトルを再開することは出来なかった。結果、二人のバトルは決着することなく流れてしまっていた。

「じゃあ改めて……再戦ってことになるのか？」

「いえ……どうやら学園としてはあの騒動も含めて『オープニングのイベント』ということにしたいそうよ」

「あのジルオールのコトも含めて……か？」

　レイジが呆れた声で聞き返す。

「ええ、つまりあれは事故でも事件でもなくそういうものオフイシヤルだった、とね」

　公開演技エキシビシヨン的な試合、ではなく完全な模擬試合エキシビシヨンとされたらしい。

「となると……なるほど、再戦という考えそのものが無くなるのか」

「あら……意外に残念がらないのね。せっかくの私と戦う希少な機会を逸したというのに」

　レイジの平静な受け止めに、フレアが意地悪げに訊いてくる。

「ま、残念っていえば残念だよ。だがいいさ。俺おれは今回楽しめたし……次はもっと楽しくやれるだろうからさ」

「そう、ね。次を楽しみましょう」

　レイジの言葉にフレアも同意の微笑ほほえみを浮うかべた。

「なんだったら――その次を、いまから戦やるか？」

「面白そうね――でも、ごめんなさい」

　こちらの誘さそいにフレアはちょっと残念そうに表情を崩くずし、儀式証オーダー・カードを見せてくる。

「いまさっき一戦してきて、インターバル中なの。それに……もう何件か先約がね」

　儀式証の右下をフレアの指先がなぞると、無数の名前が表示された。どうやらそれはフレアを対戦相手に指名する『順番待ち』のリストらしい。

「これは……次はちょっと先になりそうか。さすがに人気者は違ちがうな」

「なにを言っているのよ。多分、貴方あなたの――」

「レイジ―――！　遅おそい遅い遅い！　なにしてるのっ！　早く片付けの続きをしようよ!!」

　フレアの台詞せりふを遮さえぎるように、後ろからドタドタと不ふ機き嫌げんなカナンがやってきた。そしてそのまま勢いよくレイジにしがみつく。

「あれ？　フレアだ！　……なんのよう？」

　カナンはフレアの姿を見つけるとジト目で睨にらんだ。対してフレアも眉まゆを顰ひそめる。

「あ、貴女こそどうしてここに――って、もしかしてこのコ、ここにいるんじゃないでしょうね、レイジ?!」

「ん？　いや、まぁ、そうなるのか、な？　あれ、言ってなかったか？」

「聞いてなんかないわよ!!　ど、どういうこと！」

　トボけて聞き返してみたが誤ご魔ま化かせなかった。さきほどまで穏おだやかだったフレアが髪を振り乱しながら怒ど鳴なる。

「いや、どうとかじゃなくて、ほら、フレアだって当然、自分の神遺物は自分で持つだろ？」

「私は、レイジのものなんだよっ！　そして、レイジも私のものだけど……」

「カナン……いまはちょっと黙だまっていてくれ」

　レイジはカナンの服の首元を摘つまむと、ひょいと後ろに下げた。

「ええと、だ……でも考えてみてくれ。俺のトコに居させるしかないだろ？　それに言い訳じゃないが、イルミナ教官を通して学園にカナンの居住申しん請せいはしているんだ」

　色々と判明したこともあったが結局カナンの記き憶おくは戻っておらず、正体も状じよう況きようもわからないまま。レイジはジルオールの騒動が一段落ついた後、イルミナにカナンのことを申し出ていた。

　正体不明・記き憶おく喪そう失しつな少女のことをどう説明したらわかってもらえるかと頭を抱え、多少のゴタゴタを覚かく悟ごしてレイジが赴いたら、何故かあっさりと許可された。あまりに簡単だったため逆に大だい丈じよう夫ぶな理由を訊いたのだが、こっちが曖あい昧まいにはぐらかされてしまったくらいである。

　ただ帰り際ぎわ、イルミナに……

『上はこの件を承知しているみたい。けれども雰ふん囲い気き的てきには黙もく認にんに近いようだから……気をつけなさい』

　……と、忠告されていた。

　というわけで一応、カナンとの同居は正式な許可を得ているものなのだ。だが、それでもフレアは納なつ得とくがいかないようで引き下がってくれない。

「～～……で、でも、このコは……お、女の子じゃないの！」

「っ！　……いや、そうはっきり言われるともう弁明のしようが……」

　学園の許可云うん々ぬんより自分が気にしている点をずばり指し摘てきされ、歯切れが悪くなる。

「ねねね、さっきの続きだけど、もしかしてレイジはソファで寝ねる方が好きなの？　だったら私がそっちにいくよ！　それなら一緒に寝てもいいかなぁ……ほら、最初の夜もそうやって寝てたし」

　……引き下げたカナンが袖をぐいぐい引っ張りながら、無む邪じや気きに訊いてきた。

　多分、悪気はない……ハズ。

「さ、最初の夜って…………！　レ、レイジ、あ、貴方、なにを！」

　だが、たとえどんなに悪気はなかったとしても、フレアはもう間ま違ちがいなく完かん璧ぺきになにごとかを誤解している。

「貴方は将来、トゥルーズの……私の騎き士しになるかもしれないのよ！　そ、そういうことをされたら…………困る！」

　フレアが伏し目がちに怒鳴ってくる。フレアが涙なみだ目めなことに気付き、レイジは罪悪感で若じやつ干かん気が遠くなる。なにへの罪悪感なのかは自分でもわからないが。

「レイジのこと、取ろうとしないで！　レイジと一緒に居るのは私だけでいいんだから！」

「な……！　べべべ、別にレイジを取ろうとか欲ほしいとか言ってないでしょ!!　そもそも貴女よりずっとずっと前から私は彼のことを――」

　レイジのことを無視して、延々二人が言い合う。口を挟むことができずレイジは溜ため息いきとともにうなだれた。

「お取り込み中のところスミマセンですが、お邪じや魔まさせてもらいます――です」

　ちょうどその時、別の声が割って入ってきた。

「「?!」」

　カナンとフレアの二人が即そく座ざに声の方を向き、レイジが一拍ぱく遅おくれてそちらを見る。するとそこには――銀色の髪を二つに結った少女、レネがいつの間にか立っていた。

　三人とも茫ぼう然ぜんとレネを見ていると、彼女は会え釈しやく一つした後、スタスタとこちらに近づいてきた。

「レネ、だよな。あのサウガウドの。いったいなんの……!?」

　フレア以上に予想外な来客だった。驚いたまま様子を窺うかがうつもりでいたら、レイジは近づいてきた少女にぎゅむっ！　と抱だきつかれた。

　……唐とう突とつな出来事に一瞬、頭の中が真っ白になる。

「レ、レネ！　私のレイジになにするの！」

「別に貴女のでもないでしょう！　け、けれどレネ、貴女もいきなりなにをしているんですか！」

　カナンとフレアの叫さけび声ごえによりなんとか気を取り戻す。けれどもこの状況が理解できないということに変わりはなかった。

　困り顔でレイジが間近なレネの顔を覗のぞくと、彼女は不思議そうにこちらを眺めていた。

「あれ？　逃げないのですか？」

「？　？　俺がか？　どういうことだよ」

「いつまでも試合申請の返事がこないので避さけられているものだと……です。だから直接身み柄がらを確保しようとこうして来たのです」

「……申請？」

　一瞬、なんのことか理解できなかった。だがふと単語から思い至り、レイジはポケットに手を突っ込み、儀式証を取り出してみた。

　するとそこには……

「な、なんだよ、コレ!!」

　先ほど驚いたフレアの試合申請者以上の数が表記されていた。

「仮申請、です。実際のバトル承しよう認にんは直接明示し合った上で行われますが、相手への戦いの意思を示すのはいつでもどこでもできますですから」

「ハァ……やっぱり、自分の儀式証をちゃんと見てなかったのね」

　フレアはこの事態を予想していたようで呆れた声で言う。

「この前の私との戦いで貴方も有名になったのよ。いまの注目度で言えば私以上じゃないかしら？」

　フレアとのイベント・バトル。勝敗自体はうやむやになったが、試合自体は【神話の再演】の演者ほぼ全員が見ていただろう。そう考えれば……不思議ではない。

　混乱していた頭が徐々に治まり、事態を把は握あくしていく。

　自分自身の置かれた立場を悟さとり、これから訪れるだろう熾し烈れつな日々を想う。だがそれを悲観するでもなく、レイジは笑った。

「なるほど、面おも白しろいじゃ――」

「そんなコトはどうでもいいから、はやくレイジから離はなれてよ、レネ!!」

　レイジの心の吐と露ろに、カナンの大きな声が割って入る。そして、カナンはそれと同時にレネを追いやるためだろうか、全力でレイジに抱きついてきた。

「彼が私の申請を許可してくれれば、ちゃんと離れるのです。それがない限りは離れませんですが。ただ私が興味あるのは、正確には彼とあなたなのですよ。だから……」

「ふ、二人ともなにやってるのよ！　わ、私だってそんなことしたことないし、したいのにっ……！」

「レイジは私のなんだよっ！」




　三人はレイジを無視して言い合いを続けている。レイジは一つ溜息を吐いた後、遠い【世界樹】を望み、もはや自分にとっての日常が様変わりしたことを噛かみしめた。

　自然とこれからの日常に思いを馳はせる。それからレイジは、その訪れる戦いの日々に宣戦布告するようにひとり嘯うそぶいた。




「【神話の再演】の――始まりだ」
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あとがき







　はじめまして、または、おひさしぶりです。どちらの方もお手にとっていただき、ありがとうございます。無な嶋じまです。

　……ということで新作『神しん話わ戦せん域いきのグラフィクス』。皆様のおかげでお届けさせていただくことができました！




　前作は受賞作ってコトで一応元があったのですが、今回はもちろんそういったモノはなく、担当さんと一から打ち合わせして築いていったはじめての作品となりました。

　元々考えていたというか思っていた物語は、なんかハードでやたら殺伐としたものだったりしたのですが、そのあたりをバッサリ捨てて担当さんへ見せ、さらに打ち合わせを重ね、改稿を重ねるうちに結構変わったところもあるのですが……書き終えて見てみると、最初に自分が描きたかった『軸』は不思議と変わってないなぁ、と思えます。

　色々と自分が至らず時間やらなんやらがかかり紆う余よ曲きよく折せつありましたが……いやはや、出来上がってよかったです。

　そんなこんなの『神話戦域のグラフィクス』。皆様に楽しんでいただけたら、幸いです。




　さてさて、それではやはり書かずにはいられない謝しや辞じを。

　まずはともかく、担当編集のＮ様。プロットをこねくり回しているところから長くお付き合いいただき、ありがとうございます！　なんかもう大体Ｎ様のお蔭だと思っています……いやホント、スミマセン。次回もよろしくお願いいたします。

　そしてイラストを担当いただいた、すみ兵へい様。素敵に素晴らしいイラストで作品世界を表現いただき、本当にありがとうございました！

　また、編集部の皆様、出版流通に関わって下さった皆様へ厚く御礼申し上げます。

　そしてそして、本作を手に取っていただいた皆様、本当にありがとうございます。




　ではでは、次がどうなるのかはわかりませんが……まだまだ頑張りたい気持ちはありますので、ぜひ頑張れればなぁ、頑張りたいなぁ……と思っております。

　それでは、また。次でも会えることを祈って。

二〇一二年　九月吉日　無な嶋じま樹たつ了のり
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

無嶋樹了先生／すみ兵先生
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